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本協曾定款第十七係、第十八僚及第二十僚に依り昭和l十六

年十二月四日開曾の評議員舎に於て理事曾長、副曾長、常

務の選翠; を執行致しま L f ニ結果下記の通 りで あります C

( 嘗 日常務の職務分掌を頭書の通り互選〉

理 語
ｾＺｲ＠

長
h- 同 うた 氏

理 事 副 食 長 ヨ月二 上 新 一 氏

理 事 副 令 長 臨 健 浩 氏

主 記 桐本桁 ｪ 耳 ｈｾ 氏 主 記 佐 藤 正 次 郎 氏

主 記 中 西 六 郎 氏 主 記 i?LJ 津 藤 生 氏

主 記 薮 中 良 氏

主 計 小 林 三 lli 氏 主 計 松 久 保 敬 三 氏

主 計 和 田 貞 治 郎 氏

編 輯 伊 藤 幸11 夫 氏 編 輯 大 下 順 三 郎 氏

編 輯 小 林 ｩｾ［ 氏 編 輯 錦 悶 直 一 氏

( 五十音順〉

昭 和 十 七 年 一 丹

祉圏法人 日 本 建 築 協 曾
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創立廿五年記念事業計董 に就て

本合は大正六年三 月開可建築協脅と栴し孤ペトの帯を堪げ大正八年一月、日本建

築協令と改柄、大疋十五年十月枇聞法 人の認可 否? 得逐年略慌 η 一路を辿り今 円に

及び今春は併も合IJ立満廿五年 lこ相営す

顧れば此岡本令がなしにる諸事業は桐官民範聞に百り枇脅に貢献せし所不砂も

就中都市許設と建築物法問題、住宅問題、 震 火災問 題、防空問題、建材問題職工

数化問題等は其重要事項のーにして、特に都市許烹枚に建築法雪地は本合努力 の

結! 日? こり 、叉イ宅宅「問題lま夙に 力 を注ぎつ〉あるが犬 i1二.十一年づ〉交礎ケ正に於ける

住宅改造犬問 ＺＡ＿ｅ 合の如き常時五 ｦ 令官司ＱＩ宵 ι 号令投じ多犬の効果ｾ牧め本邦に於け

る此種fji i のI桔;失 ξ す、疋に明世犬 胃 炎には 調脊買 のf反透視す.牛セの提供 をなし? こ

る外各地 震 火災に は＿［＿に献身的努 力 ｾ楕けつ〉あ り、降而昭町へ年明可に防ヰ ［ ｲ 寅

神間姶 せらる〉や? -p. Ｇ ， Ｑ ゾ Ｇ Ｎ ｦＱ 埠市と協力資習に参加し叉Ｑ｛ Ｑ 郎事 礎 習るや南京ヒ存 ＱＩ ￯ｩＺｾ

跡 '1;見察桔果の鞍表等有来11噴き目方索rm彊η 明 究と者晦干支η 1足世に努力主? 噴 ねJE れ

り。

一 而令官住奨と耽手 Ｗｾｴ に各種間 ｪｐ ＭＱ Ｚ ｜ｦ版ｪＧｾｾ国各常設委員合な ｅ は年ク不 ｾ ｾの 三 Ａ司育

研 究 ぞ準 め府り之等:呪巧は i段構に ; 皇なし 、かくて昭和七、八年には創立十五年記

念として各地にイt セ !専1J2合外各種力事業 者?な し7こるが今や攻帝岡は米英に 常時を

布 骨 し犬世相 11

1

攻守五年 ぞ週l へ事. る所犬捷 を博しつうあり 、古今末骨有の世界犬動

乱の巽只中に問萌して拡に汁五年 1) 壮年! 明 石? 迎 え1=る木合は 岡噌として鴛す べき

多く の任務と建築家として待令職域奉公の誠を塙すべ き事を痛感し尤も緊令を要

す る防宋n可題にー犬! l I 断 ャ置 さ此 a乃司令てすペミ 廿 五 年 1) 事業となすべく目下夫q .

許書成案 砂な ぎっ、あ 1) つ

然しなが ら木事業 'ま 桐常r n : た問題にして濁り 木合の力のみにては其目的達成主

体Ｚにして犬カ諦 ｬ 貨の絶犬 Ｗ よろ ｾｩｦ ｮ 管同 ｫ 御援助 佐 乞ぴ以て組闘円木の岡土防術に脅

さんとす、幸ひ憂悶件付の御協力左御 ｩ 問樫賜らん事者作品ｾして ｊ｛Ｚ 主ぎる所謂なり 。

昭 和 十 七 年 一 月 一 円

祉 法 問 人
日 本 建 築 協 曾
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連 ｾ＠ 雲

新 年 を 迎 ふ る に 嘗 り て

日 本 建 築 協 曾 合 長 片
岡

F ι .  

京・

新年を迎ふること正に251百It L 及ぶ、 そのn日本合は年一年とその而円を新fこにして1綾

城奉公の貰を傘げ来fこのであるが、最近数年山我闘がJ f { i l l I 新秩序建設に乗り，Y¥して以

来の本舎の労力は相首目先しいものがあっ fこことは合員一同の窃かに得意とするとこ



，2  

ろであっ Tこ。然るに大東亜共策圏の建設には幾多の困難と強力なる氾容が加はり 、此

鹿二三年間の園民の苦闘にも拘ら十可なりの憂管 を感ぜしめにのであり 、特に最近の

米英の倣慢なる底迫的態度比は最平忍び得き' る事態となり、長〈も去る十二月八日換

殻され fこる畏 き宣戦の大詔に依り 、大東亙戦争の幕が聞かる 〉に立至り 、僅かに旬日

を問でき' る 1'C11' . < も太平洋も南洋もさ では印度洋も長らく米英海軍力の制覇に委ねら

れTこかの如き形態は全商的に排撃されて日章旗の威力は突如その貰力を費抑して* : ! : : i .

共栄聞の確立l亡輝 かしき君主Ilfl を粛らし Tこのであって、大和民族の大使命は着々とその

目標に向って勇敢なる進展をなしつ〉あると見て差支はないのである。

今や大東亜共栄闘の建設はその賞現朗K 入つ fこのである。我々建築工作l乞詰るもの

は過去数十年に鍛へ上げにる手腕とその識見を以て、此偉大なる建設のー商を負婚し

その完遂陀精進せねばならぬのは問より、此名春ある大事業の計聾とその運営に首る

には、従来の如 き小規模のノj 、来的活動を離股し、 大局を把持して、各員それぞれの長

所を集結し、百年の終冴ｾｾ充分に見透し ｦ こる善謀善策を基礎とし ｦ こる一貫せる大計輩

の下に協力一致、その貰現に i直進すべきである。

過去敷十年の我々の建設は凡て局地的で あり小規模であっ fこ。しかし大東亜地城の

大建設に劃する準備であっ fことすれば、必十し も無駄ではなかっ fこ。今後の我々建築

界の人土が捨五、責任も亦重且つ大なるを感せ! d' るを得ない。



」

1. Ｚｩｅ門よリ本鎗 ァ をｾむ

大阪市住吉区海ノ町、南海電車阪平日線我孫子鍛昔前下車、西へ行〈事約 2了徐にして 、Jfft 大 な地岐に一

大綜合運動場のあるを見る。青空の下に〈っきり 浮 んだ本館は如何にも明朗な緯育令官官 らしくお守浮な穫を

受ける 、門を入って約十問俗、本館がある玄関は南向で明るい。 平面闘で御覧の湿 り近代運動の程んど 凡て

を揃へて 、設備のよさに、感心 させられる。

大 阪 市 立

職 員 厚 生 園 臓 員 厚 生 圏 平 面 圃

3 ， 



2 本舘 ( )j : [ 市よ り望む)

玄闘の械に繍 i凶な 出窓 が

あ りm;:誌は、純白な パ ー ゴ

ラ との封Rt.tJ ' 非常に 美 くし

3. 露 蚤

や が て 藤 ゃ 、1%が予7 と々

繁 り、 そよ風吹くパ ー ゴラ

の下 に、運動に疲れた健を

横 へ冷ぃ飲物をのむな ど貨

に月士快であらう と恩 は れ る。

際さは 約十坪 程であ る。

し、。

隠 育 曾 舘 平 面 圃4  

-ーーーー 可

--_._  .. 

上き 皐早 刊'"

r-- -; :---

柳

川

時

申仲

酎

視築健F斤役市阪大計Z安鎗曾育腫圃生庫員磯市阪大

1 4  



大 阪 市 立

職 員 厚 生 園

設 計 ・ 犬 阪 市 建 築 課

6 号 2草 場

射場はj $i 向きの明るい所 で十件迭

としては別に祭った所はないが射

手の場所準備場昔、思ひ切り炭〈と

つであるのは気持がよい。

5  水 f永 プ ー ル

東南隅より股衣場の }j を見るクツ

キリと 浮び上った白い線。飛びとん

で泳ぎたくなる。夏ともなれば随分

とMi主連で賑ふ事であらう。 プーノレ

は2う米突 プ ーノレである。

6.  水泳場股衣場

股衣場の内部がよ く整理の出来る

様な方法を採つての設計だそうだが

残念ながら内部を見る事が出来なか

った。

5 ， 



7. 柔 剣 E置 場

武道場としては一寸努った

建方で近代式建築風の内に武

J立場らしい感を奥へられる。

南に玄関あ り。

8. 2置 場 内 部

玄関を這入る とE 面に武道

市申を祭る祭樽あり。内訴は大

俊明る〈祭持がよい。 ji J i 風採

光共に申分がない。

. 6  

9. 遁 湯 平 面 圃



"  

1. I実 話 室 、 食 堂 及 寮 の 一 部 ( 西側よ り見る〕

位 依 大 阪 府 南 河 内 君11 藤 井 寺 町

大鍛沿線藤井寺下車 、 西 南 行 n契約十了イ徐裕林の彼方に本館を中心にして厚生闘がある。 山あり森あ り、 池あ

り、四季とりどりの眺めよく 、野球グラウント¥相撲場等運動設備も完備し 、運動場の月:Jf習には果樹閥 、競茶閥 、11:

岐なども設けられて居る。 同計|てが制員の皇主主精市11
1
による錬成と身心の練腐を周り 、又は日光と親む事によ り家族を

も合めての健康Jt' }准を i計る計訟には敬服する。

日 本 電 力

修 養 遁 場

八 紘 苑

τt  !.会 主

八 紘I発 平 面 圃

7 ， 



町、“

3. 玄 関 正 面 及 談 話 室

4 ・ 玄 関 内 部

北方の庭問及疏茶閑を見る 、

玄闘は北向 であるが採光に考慮

が行き届いてる然か 明るい。

，8  

5. 一 字 寮 居 室

合宿所ではあるが 、此うした合

宿所に有 り勝な殺 風 景 さを出さな

い桜、務めて家庭・的雰関気を出し、

床の問、 チガヒ棚空宇 を配しての殺

す|には阿世の意図する民主が充分に

うかピ われる。祭は :令部商 向で明

るU、。



日本電力産報舎

八 紘 苑

設 計 池田谷健築事務所

施 工 楠 谷 組

8 談 話 室

今は立 i辰な家具も這入って談話

室らしくなって居る。至れり 、つ

くせりの設備で窓も西 、南に多〈

室内は明るい。 wを闘いて出ると

サンノレ ームがあ り、食後の談笑に

嘗てられて居る。

6  圏害室及玄羽談話室

( 外部よ り望 見す〕

7， 食 堂 内 部

充分に食堂を明る 〈さ せ る 偽 採

光に注意 しである 。 iili 風 、保温は

適首ーに考慮されての設計でｾ民倣

映の首時はまだ完成せず窓附子も

這入てない H走態である 。

9 .  
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I  1 0  

三 友 曾 武 庫 川 運 動 場

段計施工 竹 中 工 務 I苫

位 置 兵 庫 l孫 川 遁 郡 野 間

阪念伊丹線稲野下車、西 へ 約2S分 行 〈 と 木 間 が く れ

に歯l ! i i西な建物の本備を始として大綜合運動場のあるを見

る。本館は未完成ながら東向の明るい建物でE買いペラン

ダは樹木やパーゴラをｾして運動後の 疲 れを休る場所と

しては2置に好適で採光及温風申し分な く、 此の種建築物

の好模範である。

目を車事ずれば商にカプト 山の連主義あり 、丘あり 、池あ

り、錬成と都鹿を離れた 厚生道場としては最適である。

1. ク ラ ブ ハ ウ ス

本官官目下仕上最中ではあるが見た自にも舎官官としてふ

さわしい建物である。

2.  クラブハウス平面圃

木造 平屋根 建坪 SO坪

外部 板厳ペン キ拭取、腰 、入造洗出

屋根、塑鎗瓦茸

渡廊下及浴室便所

計 27坪
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年 E買 断 感

阜位! の興肢を賭して決戦忙、 一億 一心 t なって

大，f J l 民族惚進1j I の時は来つTこのであります。) j ; [ : 1r 巨

新秩序 の 建設に過去 四年有飴 ｋ 渡 って大陸ｉＧｌｾ 誌 を ｔ

f. il げてボ fこが新秩序建設の大量t路を事匂: に防害し

来つTこ倣刊凶泳三の米英l ' L ? tt して、畏〈も昨年十一

月八日決殻きれ fこ立戦の大詔 lてよりI ! i111j 車果敢な lA

軍の ｉ ｈ ｾ 倒的 ｩ 由来ーに全世界 驚 異の裡 ｋ 新年を迎へ ＿こ

のであります。

銃後のi火:li 出嘘;1; 1] も料 l乞之からでありまして、以l

ｬｾ の凡てがあ〈までも強〈如何なる事 が 起ろう ｴ

も 一 致協力してｾＩｩＱ［［｜ｪ ｦ 亡あ＿こらねばならぬは 吉 ｩ 、迄

もありません。

此うし f二時にあ fこ れ 今 年の建築界の動向はも

う師 I d'(i ;記してるも問桜であり、間土防官rl 亡劃し

て、 - I設をなす我が建築界の任務も亦lF且大であ

りまナ。 者 Ｑ ｜ 叶 ｩ の ｾｪｪｾＱ て は多年私が事あ ［Ｚ， 1，f  I'L Fll し

て照りましに防火改修が世も怠を 要する事32なの

であります。

現在の日本の都市は木浩建築の1菜園都市で今迄

焼夷 ｾ ｬ ｃｴ 陀 会 ｉ しでは 残 念ながら殆ど然低ＺｪｪＧ ｣ e 言つで

もよいのでありまして、 ｾｬＺ れではならぬので之に

到して攻程度の抵抗力を1 - 1 げる必要があるので、

餓 I)完コンク リート l亡すれば理想ですが共れは急: に

は11' ，Ｇ ｾ石ぬ事でもあり、兎ｼ亡角、過渡期的な 一 時の

車部花賞jーではあ りま すが、防空建築規則が什l来、新

らし〈建築される物に劃 しで は或る程度の防火柿

起立を要求 し来? このであ りま す。叉既設のものに釘

しでも防ー火的改修をすろものでありますが、此れ

は徹底 しにも のではなくとも焼夷聞により火災を

起しでも 、燃 えて行〈時間を延すと 言 ふ効果は充

分にあります。従って消火、防火の徐裕も/ +¥' *る

詩 で防火改修の念務も共鹿にあ るのであります。

綿ての物が焼夷弾により皆燃えてしまうと云ふこ

k もな〈隣組、 警防圏の 力によって批へ、 X 泊 :)(

井 上 新

-

も/"11来るのであり、災害を局部的に出来るのであ

って此躍が決戦鞄制下最も，止を要す る事 業である

認であり ますo '

建築資材に就て言へは、現在日:)j 火改修事業、得;

|亡建築資材は優先的に配給をされる事に なる、従

って 一般建築に就て言へば、今年は建築物資は昨

年よりも配給が窮屈になって行 <fご ろ うと の見通

しはあります。 一般建築工事も自ら il i I J 限されて戦

時下必要紋〈べからぎる建築物のみを建築する様

l亡、一般に問調7i を要望し fこのであります。共 して

それ lて依って出来る除硲物資 金防空施設陀振 り向

けるべき Tごろうと思ょ、@

- 防火改修に就ては間二仁防衛の見地からしでも最

もなを 要する問題で工事 は従来は自費的陀協力主

言ょ、意味合で極〈少規模 l亡事業 主ナ進め fこが、戦時

下防 ｾ ［Ｇｾ法の改正により防火改修事業は法的に棋践

を持つ様K なって来fこ。 自費的K 組合を作 り防火

改修をやる事 lて劃しては政府も 勧奨する し、又組

合で柿助金の交附念行って来fこが、いよいよ戟時

間出Ｑ｝下 Ｑ＼Ｚ 入つては小規模の改修では木浩都市の ｾＩ ｪ

gS強化は最早期作出来な い。防火改修をするには

相詰な金額が必要であり ま す。 Ｒ［ ｾ弘 ｩ の 災害にそな

へて金 を掛けて、防火改修をして世げば火災にまJ

しで は非常 lて有効であります。戦時下の急: 務と し

て、或る程度まで、 一般建物 ?) 所有者の時局認識

陀訴へて、制11)) 金無しで大規模の防火改修をなさ

なければならぬ事になって来ましTこ。

本年度の仕事 t しては此の戦時理制下l乞於げる

重黙は防火改修事業促進の 一部 につきるの である

主思ひます。



年 頭 所 感

あらゆる文化聞の事象についても、 刷新を迫ら

られて ゐ る時花賞って、我々の建築界は如何κ 更

新されてゆくべきであらうか。

制度の上での新しい機構そ確立す，るこ主 旨共に

生活態度l乞ついて未t: 未t:深い反省 k 質践 k が必

要なのではな いのか。

ー経i1生fi 伏勢の推移! ' L 1字ょ、物的乃至人的費源の不足

は表傾に現れf二重大 な現象ではあるが、之I' L主J底

するに制度の改革のみを以ってして 、果して満足

1+ 1 来るのであら うか、更に岡家目的に添ひ得ら る

であらうか。

いつの場合し更新の持機に首つては、相閥的

な二つの I箇が色 な々' J fbであらはれて矛盾する様が

著 し〈 なってく る。

今も 、建築界について見 る し 差 迫 つ fこ憾急: 的

な居住問題の解決策し閑良文化の高揚左 いよ、悠

久な立場からの考慮とが、異つに商の姿を現して

ゐる。即ち 、臨急: 的の商としては質の良否よりも

量の大を望み、 しかもその方策としては劃一化へ

の規制を主眼主する。所謂生活の合疎イむといよ、一

階の経情限度の程度lて目 安を置いて規格的一元化

を理想 k する事業の促進である。

しかるに文化高揚の建前からは、 ;量的K 見? こ規

格化 でな い 意味lて於て国家目的に添ふべき統制

の下に創意、.創遁の面K 於て、 或 l立科率的安22性

の商l亡於て、寧ろ個性の力念写ば う主する。

前訴は 、 ｭ ｾＡｾ 協同 化の ｩ 百｛であり 、 後者は個性化

のl白i である。量的解決色質的改善 t の相討であ

る。粧がf的現質色、生活の人間性 k の問題である

主主l亡、日終結さ るべき凶民生爪の全般について考

へると 、無駄にして無E: 味なものが如何に多〈あ

っTこか主云ふことが反省される。イ主居につ いても

生活用品についても、事術的似値となり全〈の無

駄な制作、製品の如何に多かつにこ主か。ついに

. 2  

伊 藤 正 支

は、 手間のか 、つT二度合、エネルギ ーの多〈費さ

れにものをもって償値あり k 誤認せしめるこ主す

らあっ? こ。特に生前用品、工事作品にそれが E れ

程、文化的陀も岡を災して来? ここ左であらうか。

こうゅ う誤られに感党からは依然主 して、単純な

ものは作{ 値なし k ずる見方が根強〈建されてゐる

ことである。支互にも生前制新への指噂が如何lて閤

郊であるか Y 伺{ まれで来る。

生許可用品の機IiU: 美!I虫色が、ピツグ リ合ーして

来ろ! 乞は、閤民撃佼の工作教育の方針、指導? 干の

認識力の問題も伏1E して一朝 lと解決するこ t のl伺

燥をしみじみと感せ' られる 。

その意味陀於ても毘l乞協同化〈の文化的高揚は

理念的に可能であっても 、現賓の問題左しては却

って安きに就かんとする低調卑俗に陥ることが多

いのである。

斯様に考へるこ k によって、 草なる協周主義的

方針の危険性が多いことがJ:II られる。叉珪 IC: ! 好機

な動向なり、指等方針なりに封して強い反行が、

必要 となるのである。

丁度第一次峨71+1大戦の結果は、物資、勢力の悩

値を新陀見直きしめ 、工作に釘する徒らな勢力の

浪費が如何I'L無; 立味で無駄であるかを会11らしめ、

建設と生活の美は、目的への良の機能に現れるこ

とを教へ? このでゐつにが、今は亦、閣民的自党に

よる凶民文化の高揚 t 粕 ;11'1
1的なカ の表示lζ 深い反

省が求められつ〉ある。

市して今火事主主) 'J 至大戦のj玖j型は、切ffi' c哲官I

ｾＺ卜守の生活態度を打 ｩ 成して、新しい殻足ＡｴＧ促して

ゐる。 そこで: . l S へられることは、同民生前様式心

特 vc: { l ) .!iの、盆の|白il 亡於りる解決は政策J 二のー jilij

として 、技術的企詩的lては質の商の改善の急: 務な

こ主である。

現賓に於て位居問題は経梢的、月止命政策的K 於



て解決さ れようとしてゐ るが、文化的貿の商に於

ては遺憾ながら明確な方針がな いJ践に見える。

住K 含まれる生活用品 主亦之K 準じ、簡易化、

協同化の商の強調のみが眼に立って、宜ー質的K 合

理化され、 美化され、却って艇がi化さ れるに は未

fご速し、かの感をずら奥へてゐる。

質の向上、文化的高揚は、只科拳化、合理化の

みでは解決きれな い、 制活的な個性の力 K 倹っ て

科撃や理論や ｾｦ 桝が生祈 化され、 美 化され る筈で

ある。創造力 の費動は、伯i入の能力のつ〉ましや

かな銑錬の成果である。して見れば、文化的労作

にTこづきはる手f の必須の態度として 、凶家目的! ' L

添ひ、 阿 ｊＺ｟ｾをして感奮興起せしむ る ｾｦ 亡 、偉 ＱＱＱ こ

制作、制迂iの j J を輩揮せしめなければならな い。

しかる l亡、規路化、 棋準化の範囲 lて於て多量生

産のーl印ーをのみ強調する時は、却って創造、:uiJI1=

の熱意 ｾ萎縮Ｈ［させ、堂 ｬ て於 て も減湿の現象Ｍｴ生ぜ

しめ、 全 〈意味を失」、に王IJ るの限れがめる。

同様κ 岡氏個人 の生活様式l亡をIする工夫改庄は

同氏側人の創意的興味を動力とする。 誌に文化統

lli Jj、 特 l乞造型文化方商の協同化による基準様式が

精 もすれば、低調卑俗化す る の 必 を も つ も の で

ある。

粧担当的l亡は安慌でもよい 、資材亦組末でもよく

構成方法も簡易でよい 、 しかし、桃成されTこ効果

が、機能的な美しさに徹する接 !J_ 、勤勢精神主努

作ーとが今必要 なのfごと思ょ、。

岡民の生活は質索、簡易でよい。否さうならぎ

るを得ないが、簡素の中 K 品位と他ほとが保? これ

寧ろそう ゅ う文化の向上が市められつ〉ある。

所部、車念的な 言論や政策の訊議よりも 、勤務

文化への精 ｉＡｾｉ ｉ カと質践とが凶の需 に 要求 きれつ〉

あるのピ。

斯〈 て、 岡民f[[01人の創意 主人間性を傘重 し、し

かも閥次が必要上指示する土地に、闘が要求する

規撲形式の佐居を建設せしめ、 奨励する。之がド

イツのジ { ド ルンクの意闘である 。

雌上る力は、閤民個人の創意の護拐であり 、岡

家の企闘する岡土計- 番、粧梢計ー話、防衛計識は、

防|家統治IJ の指導精 Ilil ll である。

凶が ｪｴｨ 同化ｾ特 ＱＢ｛ Ｎ 強調し 、 生活全 部両 ｬ て 趨 ｬ ー的

1J_統 ;j liJ1J を行使するコル ホーズの窓| 副主のま，.J 服ケ

今、我々の↑ 筒裡に説いて比較する 必要があるので

はな いか。

我々は日本の現在の問題に出 i出してゐる。

日本の住宅問題の製的検討も更なれ現貰の方

針が、 もっと論斑的、困策的; 二透{散の域 :c入るこ

とを期刊する と共 l亡、現J伏勢の推B が居住の形式

と: s: ｾ＠ 1て於て 、巣し て要求する桜になるであら う

かの見透しをつけるべ き研究 lモ着手 されてよい 筈

ｦ ご と ｒｌｾ 、。

それは凶防的陀、 又H止令率的 j う至経怖感的にで

ある。

建築職域 lて在る者に主つては、1' ( 質的itJ . ，同化へ

の理論を認識、「る k 共! と 、{似例伽仏附附l' 性|

て、勤者事文化への賓践的奉仕の'覚悟金要;}vされて

ゐる。閣の政茶色 しては、国家 rl的[ て於て統治IJ し

創造的並 ｾｊ 努文化建設の粕ￌｬ ｩ ｬｬｬ ｾ 指導する方詮こそ緊

要でゐる k 信子るものである。

( 筆者は工埋葬! 事士神戸高工 ・早稲岡大鎮静師〉

3ι  



隼頭に営リて農村住宅を展望す 竹 内 芳 太 郎

昭和 16年の農村住宅の全観陀亙って回顧し乍ら

今年度の展望ｾ極めて概槻的に謹べてみよう 。

言葉の詮議はいつも退簡なものであるから省略

するげれども、普通の常識では、l ! ! ! : 村住宅 t いi 、

場合に は、所 ｾ ｉｾ 民家を包含してゐるこ主は勿論で

あるが、民家と いふとど うも狭義に解揮され易

L、。

多分「民J e いふ字が邪魔をして、民塾的な臭

が褒散するから fごられ私の使ひ慣れに言葉で云

へば、葱では農家々 屋 t 云つ fこ方が、内容と合致

してゐるやうに考へちれるが、普週性K 乏しいの

で特K 農村位宅で代用させにこと e けは、強めお

断りして置いTこ方が良い k 思ょ、。

農村性宅を封象左する墜問や、之を扱ょ、部門と

いふものは案外に多い。例へば建築歴史でも地理

患の方聞で色、民家 k して研究の封象tて取り上げ

られるし、民俗壊や民族襲、 それから郷土誌撃の

側か 6 も観察される。 8 うか t 思」、左農業の方商

特 ｋ 農家経替の方では、住宅として ｦｾ けでな〈職

場主して、個々の佐宅は勿論、楽落全韓の問題に

迄、護展させて考慮すべき重要なものとされてゐ

る。

以上の如き理[JI で、農村住宅は時には、貴族の

邸宅や武家の屋敷 と同列t亡、閉じ1J! lU直を以て思考

の釘象主なることもあれば、或は都市住宅主か、

民族を異忙し fこ土地の住宅 左も比較研究されるこ

ともある。更に、叉言語や初↑ft の如 き民間 の無形

体 承 と同時 ｬ 亡 、有 形体永の ー っ と して 、ｊ｟ｾ ｾ誌が考

案されることもある。

ヨ57日昼裂を含めてw括して民家の 史的研究K 闘し

ては、こ の数年来、各地に現イf せる i 'i 民家のf J l J夜

やj ! f机IJ が、相官 l乞前j設に行はれてゐるし、古文書:

や檎巻物の類Tごと か、物語の 中からも、民家の在

りし姿は車し明され、乃至は先史考古撃の分野に於

.，4  

ては、瑳掘 IJ71や遺跡によって、遥かに速い昔の l凶

影さへも 、偲ばう主の難行がつ Y りられてＪｾてゐ

る。

此等の幾多の 人々の貯背によって、年代dl己fl "J tc

或は地誌的十亡 、民家の外相やIlIlJrJl. 、榊浩、及ぴ技

法の末に至る迄その系統や分ギli の如きものが、多

少明かにされつ〉ある のが現欣である。

民家研究併に於てし 誠 l乞微々 fこるカではある

が、常に各地の民家を紹介して研究? f tc '!.f 興して

ゐる。賛t J l lJ の技術ゃ調脊の方法陀就では、中には

ま ｦｾ 稚Ｚｴ ｉｕｉ てし て不完 全 な ものも 無いとは 去へな い

が、それでも作f 1 の不断の熱心な協力によって、

異る土地の民家の概況 f:_' けは、居乍らにして然知l

し得られるものが多い。

叉雑誌「住宅J tc於ては、屡々主として近畿地

方の民家主7、多少槻n'的な見方で相介してゐるが

之など も資料 正して は傑れ fこ依値あるもの 〉一つ

に敷えることが向来る。

今年度に入ってから、民家の現! J 犬羽脊で蒋しく

H，g に立つことは、調予f . 7 i ' の視野が外地i亡迄時間さ

れ? こことである、外地と いよ、言葉は、或は営i " 得

ないか も知れないが、満洲や朝鮮の民家が紹介さ

れるこをが多〈なつにことは、者々主しては喜び

を以て迎へなければならな いと思ふ。満洲拓刑台

枇では、所; 円満洲五族J ) 生活調不官、 特I ' Ct主よその家

屋の訓夜研究を号j'j!ll J的l乞行ひ、相官奥地陀迄危

隙を同して若い調養日を i辰遣し、時多の報告をも

? こらせてゐる。然し不幸な ことには、そ の報告書

は、 一般に公開されな いので、折角の宜1 f i : な資料

も充分に利川されること の砂いのは遺憾であ る。

斯〈の如き i伏態で、この都の領域での感問の進

展には、附るべきものが多々あるが、ま Tご何色云

つでも資料は充分主迄は去へ ないので、今後向数

年! 日] 、或はそれ以上もの問は、この苦しいボ ーリ



ングか続けられて行〈こ色であらう。

地Ｎｦ ｲｰＮ ｾ 堅や 民 ｩ 谷撃の方耐でも同様でゐって、断片

的な資料保燥に努めてゐるが、狭い見界で物を槻

寂し 、成功 を之Ａｾぐ 人 は いつ も う 失敗を繰り返してゐ

る。結局未Tご官; 分は素材探求の時代であるい、よ、

感 ｾ￬ 築くするばかりである。

地別撃ではｉｬｾ 屋 地 ｭＡ 接 」の提唱があり 、 その

1+' ，版物も公げにされてゐる知特筆すべ きである。

従来 k ても行: 居は、人文地理皐の一課題として取

般はれては米? こが、提唱: x . 品氏は、別に一つの事

問として組系つ' けよ うとの熱誌を以てゐら れるに

けに純米の護展も期して倹つべきものがあら う。

民族製界では、柳問先生が「居士1: 脅俗;評議」を

公刊されてから、特に者るしい行跡営見な いが、

依然として民家そのも のピげ を封象とするので な

く、 そこに替まれる仕生前に根ぎし? 二、各地各棋

の体統的脅俗の採集が積りられてゐる。生前のー

表 現 として のよそ家研究は、今後建築家の例でも此

等民俗皐的方法37適 用させることによって、一層

その深度も士脅されること〉思ょ、。

主化 lて十六年に FI J行され 1: 民家 lて闘する苓速には

今先生の「草屋根」である。随筆集であり、奮稿

を一容に纏められ? こものであり、叉内容は必す・し

も題名から想像される如〈民家 lて1:: け限られ? こも

のではないが、示唆 l乞富む論文も含まれてゐて、

後進を主主する鹿が誠 lと多い。殊に之 K 謀れば、先

生の民家研究上の輝やかしき業績が、 mひ知られ

るばかりでなく、一つの方向を指示されてゐる勤

特 筆l亡値す る ものである。

叉近来漸〈聾の高〈なり来つ? こ日本文化の再検

討主云つ fこや うな意味から、建築接合では本年の

秋の定期展覧合の主題陀日本民家主? 探りあげてゐ

る。そしてそこには誰で も着眼し易い民家の毘史

AI . ] . ヨラ古率的乃至は槻H的な間ばかりでなく、新

らしい農村文化建設の fこめ、住宅の受持つべき分

野をも取扱ひ古い住宅に如何に新らしい生活を躍

り込むべきかをも展示しにのである。

之と似 fこ角度で、幾分政治性を持7こせ 1こ運動が

日本文化中央聯盟や大政翼賛併などから護足して

ゐる 。即 ちより健全な地方文方振興のにめ、衣や

食 k 共 Irc 佐も重要な地歩を占めてゐるのである。

以上述ぺ1こ所調民家研究主は、一見しでは鈎腕

的な性質を持つかの如く感じられるが、農村住宅

改占の問題が浅されてゐる。この問題は嘗て大正

の志から昭和の初期! とかりで、 一般生川改占の理

念の下に、主としてｻ刷出 ［ｾｪ ｾ ￬ＺＺ の ｦ ｬＡｬ ｊ から検， ｩ ｾ ｴ し、改

千L f の勧奨を政府が指導し? こことがある。多〈は憂

所の改 J主といよ、やうな局部的改善l亡終始しにゃ う

であるが、会開各地の指導者の熱心な唱導主相侠

って今日でも之には向王子しき効績が窺知される。

この流を汲む もの として財閥法人間潤併の業 績

も想起される。以下は齢からす畑、自身閥係ある事

柄になるので、集の引ける感じがするが、同令で

は日本製術振興千? の委鳴を受げて、過去七筒年K

][ 9、来北地方の農村漁村性宅改善の調脊研究を

行ひ、漸〈本年そ の事業をヘ完主主し fこのである。そ

の結果棋進住宅の設計を完了 し、報告書中に之を

公表してゐる。

向、及之と前後して、財圏法人東北更新令は、東

北地方の生前更新!て若日し、補助金を興へて、主

主して農村恒三宅の部分改善lと努めて来1: 鼎も特I' C

記述して置く要ーがある。

東北地方の農!二j 住宅改，' 4; ，て除j しでは、京六映調

介祉の文化映 Ｗ ｌｬ 司部で、約 Ｔ 三歳 ｩ 徐の ＱＳ ］ｲ・ｾ費して 「

農 H住宅改/ f . J なる映: 訴を作製し に。 単なる興味

本位の映前でなく 、農村文化の件 栄や指導! 乞寄興

する鈷砂〈ないと f言す・る。

第七十六議合は陥i戦車制下l亡於ける岡京遂行に

遺憾なからしむる? こめ l亡、! トf J)" 法人として住宅管

園 k 農地開設管翼及ぴ帝都高速度交通管園の設立

が決議され、 日ならす・して各勅令が公平[j されに。

この内、住宅管園は専ら時局産業κ f l! ひ者るしく

挑密ぞ告げ＿こ、Ｎ拶務者 ｾ Ｑｴ I r c 庶民の住宅を建設供給

することを以て事業の主要門的としてゐる . 農 地

開設営閣は、我岡の最も重要なる岡策 fこる食糧増

産の進行色期する にめ に、未墾土!I! を開設 して、共

底{亡 自作農を創設し、健全な新農 1・l を築きあげる

のが目的 となってゐる。従って前者は主 として都

市並 lとその附近 k か、或は産業地帯l亡於て事業主?

行ふのであるが三後1 f は農 Hが3討議f J : なって来

る。

而して位宅皆園の建設する位宅は、設立される

地域の側係からも、亦数量から 云つで も、我岡の

( 以下16頁下段へ繍 o
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日 本 に 建 て る 住 宅

保健住宅の研究

私は三十年前i乙米大の建築科を tp.ま して 、一小

建築家主して楚撲のま際方l印il ζ 従事して?{E まし? こ

が 、私 の皐佼を ｾ Ｑ Ｚｬ ｈ こ頃には、施工や ご 鼠算の事ｻ･捨
、h

賞するものは、大工上りの週; 築家か工手製校11
1

，の

ものが多 く、私共が、か様な方商l亡顕を 向けると

多 〈の人 々から馬鹿に されにものです。事責ね共

は在型左; 時施工上必要な賓際芳商の事柄ゃ、建築

粧桝 lて闘しては、ほとんど毅育を受りて居らぬ鴛

lて、tfi めて現場Ic 立つ? こ頃は、今から想像する と

無我夢中で、大工や左官K なめられて主ても閉口

し?こものです。其の結果大い lて感無して 、請負人

や大工左官lて頭を下げて 、此の方向の研究 lて波頭

しまし? こが、一番苦心しにのは木材の値段と質 主

産地の見分り 方 で し?こ。

叉翠校{ e 出? こ翌年東京l亡始め て一家を整へ る事

となり、市の内外l乞数十軒の貸2誌を見て 、共の 中

で ー ー若干理想的なノ ｪ 、 住宅ぞ選定して、其ｾで家内を＿

迎へ子位が出来 まし f二。成が四 月に生れて七月陀

は賓:夜の別なく泣かれて非常に閉口して、数人の

小児科の博寸 :1て来診を乞ょ、 ?こが、靴一人王昨な診

断を下すものな い不 得止家内の親友の Ｕｾ ＮｉＧ ｣ 首る

官時ｾ妻白面のー町替であっ＿こ岡部問手Ｈ現在で

は小児科賭とし ては、日 三j ; : 有数 の臨床の犬家で

す〉を呼んで診 察を受げ に 鹿が 、抵 抗力 の ｾｾ ｾ、赤

子が、家が悪い需に、ヒ ステ リー を起して共の結

果栄養不良となっ fこので、柴整担割j を持って涼しい

ｾへ轄地するなちば 、 直ちに回復するであろ うと

云ふ事で、1i; 時家内の i位向: が日光K 居住して居つ

?こ ので早速日 光 l'L i重り周 りに底が、僅に二週間i徐

りで全快し? こ事がありましに。

私の理想、の家が悪い と云はれに司王が、大盤に私

を刺戟し てJp. 連最高最低寒暖計や漁度計 1:， l:: {e買

入して、 自分の裁は勿論友人， ?: Il 人の家の漁度を計

1 6  
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り、家の形、家の向き 、日 光の包: 1 ) 工合などを測

定 しに結巣、私の珂! 想、の2誌は奥行が尚い事と 、所

詞辰巳 向 きであっ ｔ こ ｾｉ 亡 、 筋 肉 ひ の Ｒ 誌が八十五度

の時l亡九十三度でゐつに事を殻見して非常lて驚き

爾? j ( 保健位宅の研究を思ひ立ち 、如何にせば瓦 i)jt

しく、各暖なる家を作り 得るか、しかも夫れが丈

夫 で あ れ 便 利であり 、経術的であり 、i，可且閣裁

普 〈出来るかと云i 、事lと就いて 、八、九年nn熱心に

研究し? こ結果一貫し? こ成案を得て 、大正十年陀欧

米を一巡して大ノj 、苦悪多数の住宅を見墜し まし?こ

が、3i:t候と習慣を異 l乞する除米佐宅では、建築の

様式や家具の種類位が筒陀止まつにのみで、保健

的住宅には何等参考 K なるもの を見川 しま・甘んで

し?こ。

i徐談にな りますが私は一度は険米を見度い主思

ひまし て、日露戦争の二三年前から世界各岡の人

々 し 長 いn円筒葉書の交換や郵便切手などの贈答

をしにので、性宅のVF究K 非常に使宜を 得まし fこ

が、衆候主住宅の閥{系を調べ る鴛 i亡、同ー シーズ

ンに英側潤の住宅 l乞二、三週間づっ居住して見 ま

し仁 、 之れがｾに ドー パ ー 海峡を一 年 Ｚｭ i'L.::J L聞も

往復しまし? こ 3

従って知人の親族;友人等の家主? 、上下賀市の別

なく相営数多〈見撃せしのみか、三 日も四日も色

々な附級の裁に柄、泊して家人同様に生前して 、お

しめの洗濯や料理の方法 や 衣類の ｦｾ 干ｻ Ｎ 法 や 納税等

の事例迄詳細 l'e調斉しTこ軒; 果は、前述せるが如〈

気 ｦ 民主習慣の異なる彼等の住宅から得ろ鹿甚 ｴｾ 少

な し 和局日本の佐宅は日本の筑候 ｬ と立 Ｑ ｪｊＺ ｾ して 、

通風、換気、日' 出り 、採光、防泌、耐首謀、野命と云

i 、事を眼目とし . Mi Jl t し〈さ与野か l亡、地震や風10mｾ 亡

安全に 、我々の現代生活に不便なししかも 一家

の 保 健 ｉｌ 留若Ｚし 、 共の ｊＺ ｫ ｲＺｾ倒 的で ｦｦｾ 且美肌を損 せ

す・して下品になら ぬ様、建築すべき である事を痛



感して、以上の建築的要素を一々解決すべ〈 今日

迄努力して来ました。

気候を無視するな。

我開" の気候は四季の強化があ って 、出産物等に

は非常に都合主: し 我 々 の小製伎の地:(1] 1警には世

界一良い気候であ ると書いでありましにが、文化

人の居住の鴛の建築l乞は、基Tごし 〈ト ラプルの多

い気候で、特には羅巴のj副長に比して、真は暑く

そ 与は ｾ ｈａ の上ｾ冬の滋度が全然 反 劃 であ る 事 ｦ 亡

注意せ必 し 保雄的性 Ｇ ちを建てる事は断 然 ｈ ｾ ， ぅ ｩ＼Ｚ ぬ

ものです。即ち日 本に建てる{ : I 活は、夫れが洋飴・

で ち和風でも完全K 日本の気候に )1国際する様に工

風する事が肝要で. 日本の気候を無視して、欧米

直認の住宅は決 してヨンホタプルなも ので無いと

竪〈信じて居ります。

欧米一巡後此 の信念 ｩ と狂い Ｑａｾ ｾ 事を 惜かめ まし

fこので、昭{ 和三年の初夏「家を建てる人の2誌に 」

と去よ、小日骨子』亡、此の事柄を平j'j 言i: 漣し、更に昭和

七年の略表 「住宅建築の賓際J e  f i J } するものを同

版して 、 更に櫨験主信念 ￨ ｾ 力説し＿こ ｪ 怠 が 、Ａ竹 今 ｩ＼Ｚ

損 じfこ: 衰の改著者』望者ーが殺到 して非常に閉 口し fこ

事がありますが云ふ迄 ち無〈 我々文化人の住宅は

ー泳園祭の牙城でありますから、保健、竪1j三、経

ＧｴＱ 旬 、 美観と云ょ 、 事 は極め て大切 な ｾ ｮ であります。

最近 の匙喋雑誌を見るし 私 の主張せる間取り

の椛成 IC依って作れるものが、非常に多〈散見す

る践 になっ 1こ事を 、私自身は心窃I亡苓ん で居りま

すが 、 然し 仔 Ｊ ｉｉＡ ｉ ｃｾ 担祭 して見ま す と 、 共 の大部 分

は荘、の設友し ? こ間取りを改悪しにも のが多 い ほ

んとうに保健的安素を完全に取り入れ7こものが、

極めて少な い事に驚いて周ります。故近新聞机上

で見?こ住宅皆圏のノj、佐宅中 l亡、悲し〈 イ米地的要 素

の猷乏しにものがあっ fこので、 十二 月続の雑 誌

「住宅 J Iて簡 皐 c:0: 見を記載しまし fこが、要する

! こ如何にせば保健性宅を作り得るかと云ス、方!日の

勉強不足せる結果と想像し て周ります。

然らば如何にせば保健住宅を作り 得るか t 云ょ、

問題の解決は、此庭では簡単 lて記症する事が困難

で、折 ｦ Ｈｾ Jl tの頃誌 の詳細を趨め て近〈 出版する議

主じですが、要する にも'( Jt:三尺以下の地方にあ って

は、前向 きに建て、建物の南北のli ¥!hが、米に は十

八度を限度 l亡、凶には六比二を限度ー とし、 なるべく

東西ι 長〈 、南側の突出を三尺以内主し、奥行き

を凶間以上主して、f品Hl 通風、換気、防滋、耐i然

防袋、l妨泉、採光、日 首り 、堅牢、存 命等l乞留意

し、 共の一つ ー・つを合珂1的に研究し解決すべきで

ある と思ひ ます。

最近建てらる、住宅には、木賞・セ メント 塗 り主

し雨戸無 しの窓に 、高 いスフのカ ーテ ン? ごりのも

のを多 く見受り ますが、之れな E は完全に日本の

気低ぞ無視せる 色ので、民 l亡不健全な ものです、

或は叉味 ｬ 合 ｲ ｬ ーさ へ作 つ ｔ こ事の Ｑｾ ｾ 、ＺＺｴ，流 夫 人 の華「 弁

論などには、空中被l制的な机J - . 論を時々新聞雑誌

に見受けますが、か桟な非貰際的な ものはi1J : を毒

する事があるの で ノ て に注意 す べ き ｚ 主です 。 ｾｾ ｾ所の

如 きは毅安める夫婦の使用す るもの と、女中 まか

せの落所と は大!亡趣きを異l亡するも ので、女中用

高所 は女中の毅益程度に 準捺して設計すべきで あ

りま す。建築特に佐宅は、此 の外脇工上にも材料

の見分 げ方或は使用法 lとも 、あら ゆ る方閣に剥11心

の詫君主? なさぬと 、依頼者から 思ひがげ ね小言 を

頂戴する するの みか、工費が小額でl i J 径が極めて

薄いので依頼者は此の鈷には 、特に注背し一方設

計者及施工者も共に初:究努力して安〈 普 〈造 り?こ

いと思ひ ます。

直嘗賓費精算法

私は皐校を出干こ頃t亡、辰野葛西事務所で見習を

して居つ? こが、共の後現場に 出て日本の請負: liIl度ー

に非常応大 きな ｬｬ ￛｾ 陥を殻見 して 、 一 時前負合 ｊ ｬ￬ｬＺ の

めしを喰っ て、本絡的VC我岡の市!lj えなるものを控

除 し?こ結果、施工上紙駄の少な い直替宜費精算法

を約二十年11¥11度行 して見て、住宅建築の施工は、

此の方法陀依 る事が一番無期である と信じ て照り

ま す。三次の機令 ｬ て 私 の貴行し て来 ｦ こ直 営責 究精 ｾｦﾭ

法 に就いて、 詳述する事に しますが要するに此の

方法 に よると 、 Ｑ ，古け る事の 心持 が Ｑｾｾ い ので 、安〈

普 く Ｒ 誌 を 建てる事が比較的簡草 花 ｉｈＪ ｾ て 、 トラプ

ルが非常に少ないので、建築の質際方l白・の知識あ

るもの には、常に喜ばれて極めて愉快κ 仕事をす

るZJf.が1-11来ます。事賞私は 十年も二十年も前に建

て ｦ こ方から 、今日でも 季ｕｩ ￭Ｏｾ 々 の 挨拶 を受け 、 年

々盆暮 lと既 IC七八年Ii ¥l ち年金を下 さる方もあっ て

其の好意には毘11: !:色調J して居ります。

。1; しu1営貰究精算法をやるには、先っ33ーに職

7 ， 



人の訓育と使ひ方、材料の見分り方と買入法等K

特5jfj の注意 と経験を要 し、更 に正確な る設計岡 と

正賞にして正確なる 1象算を作る事が肝要で、此の

黙には少からす・苦心を要しますが、共の代り縫屈

な依頼者を除いては、ほとんどト ラブルを 生す・る

事なし策持ちよく誤r r Yl化しの無い家を作る事が

出来ます。只此の方法を賀施するに首っ て特に注

意す べき事は、依頼ｾＭの人絡に 注意し 、 施工要項

をはっきり施工前lと約策する事が肝要です。

間取引の是正。

きて最近の事費下K 於ける住宅建築を見る l亡、

共の多〈は統制配給の不闘滑なる事色、物資の不

足とが原因で、あまりに粗迭と云ふか、昂L暴ーと云

ふか、目茶な家が到る鹿児 IH予f E つ〉ありますが、

誠 lて窓必l乞耐へぬ次第です。折角事も達也前 fては我

岡の住宅建築は非常な進歩をなして、錠前を除い

ては私は一切外岡品を使用せ十して、相賞優秀な

家を建てる事が出来、世間一般にも大盤によ いも

のが，1- 1- ' ，*る様になっTこ際陀 、不幸な る司王賢K 出合

ひ進歩しかげにものが、一頃I坐を生 じfこる感があ

ります。然し:京;互E共栄関確立主 云 i 、、大使命の1誌

には不得止ぬ事ではあるが、建築資材 のIi'; -l取引に

げは絶滅し度いものと j Eひ ます。 夫れには統市IJ や

配給の不合理な黙を? 是正する事が最大要黙で私は

一昨年* 筆iて口K 絶叫 して居りますが、微力如何

色もなし難〈 甚Tご残念に思つ. て腐ります。手1，- <は

，8  

本協併を始めとして建築接合の如きがー図とな っ

て、何8文民間取引が横行するか、:1-
J
; の根本原因を

倒 め 、 一 日も ｟ ｾｊ｟ < 除去する 様切望 しま す。かi隊な

事柄は今日我々ー私人の力では到底如何 ともなし

刻代、どうしても椛戚あ る圏轄のカより外K 方法

は無いと思ひます。間取引 の横行がt並道人心に及

ぼす悪影稗は貨に甚しい幸l乞東亜共柴闘が確立

しでも 、f盟主Tこる我閑人の道義心が下j詳して居つ

ては、 ilb: - r ご心細い次第 左右じます。

向此の機令IL ftJ 述べさせでほしい事は、此の頃

流行の木骨セメント控りの防空建築の事ですが、

私の睡 験では 、 我岡の気候 ｴ ては極めて不池出 ［ｴ ｴｾ よ

命の短い建築 と思ひます。特Iて最近の乾燥不十分

な年輪の少ない白太の杉材 に、イ ンチキな建築紙

をかぶせて、名ばかりのモルタル塗りのものは鋭

めて厄険な bのです。あのおそろしい地民は鞍時

でも 遠慮す るt は思へません。叉風雨も 日午;正の如

きは甚しく 多量であ りましに。之れもやすとか改 ｾｾｾ

すべきものであり、同時に叉耐火木材の供給も何

主か心配すべきも のです。向叉市中 の木浩建築の

防火は、 - w. ，: 郭を油営 l亡仕切っτ 防火慢を設 〈る

事が、比較的安債で却j果的で ある事を提案して識

宥 の一考を 如し、切に共の1 I r 現を才ji 望します。

( 24- 11- 16)  

( 筆者は東京山岡 建築事務所身長〉
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11[ 防火改修事業促進Icl 摘するー私見

I  はしがき

防火改修事業が者!Iili 防安 上の重要到来 のーっと

して、 少 くと も ［焼 夷問攻撃ｦＧ｛Ｎｾ討する我阿部 市 防火

上の肱2施策の一つ t して茸施せら れしより 、既

に満二ヶ年以上経過せり。

然る K 全岡主要者IlililC;) さげる現欣を見るに、そ

の進捗遅々として議朋 の如き成果た翠げ得まりし

は Ｎ ＧＱ 昂り さ �Ｚｾ Ｎ の遺憾とする ｪ 珂 ｦ こるに切らす ｜ 都市 防

空f' [. I捕し，心を千fする識者 の向 しく憂ょ、所ならん。

本事業の2: 速なる賀ー施の必要性 と、 ぞの方策陀

闘しては、既tてオ正常、1-. 戒は各都: の新聞、雑誌陀先

輩諸賢の御fr1j読殻表せら れ、筆者・も 寺干し 〈砕殻せ

られ? こり。

然れども本事業賓施上その生命 t も糾すべき強

制法の施行せらつき' ろ限 り、而して 拐、HJl Jl1、総行さ

るとも、本事業主主行上その動脈となるべき家屋所

有者ーに劃する資金融通の詮の拓かれぎる映 り、折

角の名論も、 卒設も単なるー論設に 過ぎす' して望?ー

餅:I C 蹄するを常とせり。

然るに今回防空法の改正に際し、本事業も強惚

なる遂行力の必要を認められ、防 Ｒｆ Ｕ 法 ｉ Ｚｉ ｾ に織込ま

る、こと、なり 、強制執行力の賦輿きる、と共陀

資金なき家屋所有者l乞到する 融資のj全も 拓かる〉

こ主〉なれり。

本事業K 従事し荊耕の迫を歩みつ〉ある我等の

喜びは素より 、ヂli家の常御同慶に耐へさ' る所な

り。

本事業に閥興せしより{並々 一年有余、 i主鈷1なる

粧験 し 偏狭な る硯角 k より断定せる嫌なきにし
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V  むすび

もヲleさ' れども 、本事支途行上現iE迄、障害とな り

し泊ｾを指摘し併せて之が釘策の一端を述べ 、 先輩

諸ETの御批判と網叱正を仰がんとす。

2  本事業窪行上の障害とその針策

( 1)  ｾＡｩＧ ､ｩ ｊｬ ｊ 力 の械 如

ヌ ド Ｚ ｺ ｊｴ［ＧＡＨｾ 遂行 Ｑ Ｍ Ｎ 現在迄 最も 間滞を極め＿こる ､ 強 制

力なかりし事なり。本事業は訳者周知の如〈 、-

fit 郎内若〈 は数何廓内の家屋所有者の賛同を得て

im織する防火改修組合を結成し、府市共同の指導

! 泣! ?の下 に組合をし て事業を執行せしめ 、事業完

成の瞬、之K 柿助金 を下附するを門的とするもの

なり。

黙るに1- 1 ; 的根掠無か りし常、即 ち強fl il] カ献如の

ため個々時局認識 l乞包)t け? こる家屋所有粁の出現に

より組令結成に昨 日を要し、場合によ りては組合

結成不可能なりし事もあり? こり。

(2) 誼' おなる融資方法の紋如

叙 .r.の如 き困難を? を克服の上組合を結成し、莫

大なる技術的努力と時自主を費し設計a の土、工 事

の施工を行は んと するに際 し、予象想、より工事費高

寺町説得に多大の時日主努力を要し時陀は工事費

の三介 ノーに相' 討する組合員の負担金支挑能力な

さ組令日存在の? こめ、或は負担能力は有するも強

制力なき掲1 + ' ，資の意志なき組合員出現の7こめ 、工

事施行不可能となりにる例も存する賀状な り。

資金融通の塗 として現在存するは、簡易保険局

の低利資金融通の方法、組合員各自に於て泊首な

る金融の方法主Ｚ， ｩ ｬｩＧｾする以外 、 泊古［なる方法な し 。

市して前者は全組合員が融資を受 くる場合にの

9 ， 



み冶即ち組合 t しての責任に於て融資を受 〈る 時

Iqこ限り 成立 し得るものに して、融資金要せまるも

の大多数存在する現JIJ，K 於て事貰. 1--. 不可能の現献

なり。

然らば後者の方法 lζ より融資の方法 を計 らしむ

れば可 なれども、強制ブ ｊｾｾ 抑 ｬ の矯家 屋 を抵首とす

る融資の方法を忌避する封、或は融資を受 〈るも

その利子支梯の負担に耐へ十と栴ずるもの、或は

叉融資を受〈る抵詰物除ーが腕々の事情より抵世に

附し得ざる場合等ゐ b て、之が賞現不可能なるを

常とせり。

防空法の改正K より 資金な き家屋所有者K 代り

て、市長その代行を? なす こ主〉 なり ?こる を以て此

の障害も一臆解除せ らる 〉こと〉な らん。

(3) 技術者の不足

時局の進展と共に股賑産業方面に料向す るもの

続出し、対lふる に臨召、肱徴者相接ぎ公共圏穏に

於ける 技術者の抑底は想像以上にして 、本事業執

行 に必要なる技術者所要教の 十分 ノーにも満?こぎ

る現AAな b。目下之が針策のーとして本工事執行

lて必要なる技術的努力の大部分を占むを現存家屋

の配置 k 現況の測量及現況岡、設計ー岡の作製等を

趨蓄なる設計者に委濁すること〉し、その絡に就

きTこる を以て 、帰来之{ ; >11l1i充する こと に より或程

度緩和さるものと思ふ。

然れど も向此等設計者の指導測量及設計ーの審3Tf

工事監督K 多数技術者の有n充を必要とする現欣な

り。本市に於ても之が 封策 ｬ 乞就 き 種々方法 ｨｻｾ じ

居 る し 都 市 防 空K 蟻烈なる閥心と本事業に深さ

理解を有し欣然参加を希望せらる〉多数技術家主

設計に献身的協力を惜まざる技術家の出でられん

ことを望んで' _J l - : まぬ次第なり。

(4) 工事筋工上の難黙

本工 事は 既存の木造建物 Ｑ ＱＺＺ ｾ ｦ し 施工するものな

るが J次、新築 の場合に於けると異り居住者の存在

せ る依工事の施工を必要とす。即ち大規模修繕工

事の集固とも栴すパきものなれ市して修繕工事

の場合に於げるが如〈家主又は居住者の自護に侯

つものに非ぎるが此新築の場合K 於けるが如く、

工事の進捗園満ならさ' るは必然の理な り。以下本

事施工の場合に於て紛争この封象となりし黙を列記

せん。

I  1 0  

ィ、 修繕工事と改修工事 k の混同

家屋所有者の無理解、認識不足、或は悪意 よち

本工事施工中改修工事並改修工事施工上必要なる

修繕工事と所謂修繕工事とを混同し工事施工者k

ff し不蛍の要求をなす者伯γ E し施工-1 f の迷惑 とな

りしこと屡々あり? こり 。

例へば軒先改修の 場合又は瞳ｾｾ改修の場合 、 軒

先叉は楼羽の五一通若〈はそれに接せる木部の腐

朽せる場合は改修目的達成lて必要なるを以て、瓦

の破損又は木部の腐朽せる f同所は取り換ふる方針

な りしに 、家主叉は居住者中lてはそ れ以外の部分

の修繕工事をも要求するもの存在し之が調停K 我

々として も種々困矧'を税め fこり。

現在組合を結成しつ〉あるものにまうIして は此等

の恥を充分説明しつ 〉あるが故に建次か、る要求

は純滅するものと考ょ、。

その他改修工事に規定せる以上に良好なる{ 七j て

を行 i 、場合は家屋所有者に於て、 その差' 相を負担

する契約になれるにも拘らす官‘妥以 ｫ の ｩ 士 ｊｾ ｟ ｾ 要

求するものさへ存在せり。

戸、改修工事に借 口し不首の要求をなす者

施工上必要なる足代の架設に首り、或は既設絞

張、既設板堺、無願若は無屈服設物等の撤去に lr

し、附近工作物、或は建物の各部分 l亡及ぼ しfこる

損害は首然施工者の責任l亡属するものな る し 家

主又は居住者に よりで は既に以前せる制見fJーをも改

修工事 f亡基因せしめ所謂因縁を削げ 、損害を賠償

せしむる者屡々存在せり。

例へば屋上作業を要する改修工事 l亡於いて工事

完了後家 ー 根 瓦 の破損、緩み 等ｾ修絡 し、家 主の 立

併を求め工事着手前破損し居れる個所は家主lて於

て手直しを行ふ事K 取極め 、家主も承認しながら

共の後感情の行違ひより降雨による雨漏に釘し修

絡を要求せるを以て我々が立合せしに 、家根瓦の

破損個所K 苔の生じ居 りしが如きは その最も甚t::

しき 一例 な し そ の他{i i'J 子の破損11:: 際しての不首

なる要求 、 些 ｩ ｴＮｲ ｮ なる破損 ｬ 乞 ｾ ｦ す る不都合極まる損

害賠償等一々 例を 禦げれば枚 ｾｾ ｦ て追な し。

ハ、雨樋

本工事施工上現在迄最も困難を極め紛糾の原因

となり? こるは雨漏なり。 屋上作業中瓦の悦損、瓦

の「ズリ」下りに基〈一例は前述せし所なり。



最も紛糾の原因 主なるは雨樋なり。軒裏塗共の

他脇工の必要上軒樋、竪樋を一時撤去の必要あ

り。腐朽甚t: しき樋も 除ー芥、土、 その他の附着物

の111，杭せる結果手を偶れぎる| 以り半じてその日的

を果し居れるし之を撤去せる場合には腐朽個所

の飛散、再使用不可能盗難等の原因K よ り約三分

ノ一位不足するを常とぜ ん 近来雨転車修理用錨板

の配給十分ならさ' る需特 I' L出 町甚fごしき も一つの

! 京|碍なり。

然る l亡改修工事は新築工事と異り雨値 l亡必要な

る餓阪の配給なさが枚、市場の「ブリキ」屋の手

により rill 修をなすの| 也越前なる方法なし。これが

ます策主して道路 l亡商せき' る部分I ' cJfd・H る樋は竹

樋を以って臆念の鹿置を ｾｪｾ じ＿こる例も干ｻＭす。

家屋所有者主しては樋は首然改修前のえjtf告に復

院し度〈き立向を有す。居住Ｚｽｦｾの ＱＱ 日の家賃問題

等にも ;影平等を千1・するがi枚、斯る要求も 71; 然;亡 して

無 FI こ ;[J -rべ きも のにゴ|二す・と うJむ、。此等が原因と

なり改修工事、施工後工事究 11
1の三分 ノ- ! ' L相官t

する負担金支排? を怠るもの 、忌illl するもの等イL在

し、工事施工者は勿論その間 K 介在す る我々主し

ては日夜その調停 l亡辛苦? 嘗め っ、あり。

此の問題費生を未然iて防止する目的を以て現在

以後工事 l乞附するもの並に 、現在組合を結成しつ

〉あろものに劃しては餓板なき場合は竹叉は木製

の樋使用も止むなきを説明しっ、あり。市して最

近蛍局も我々及び脇工者の持苦を察せられ非公式

ながら防火改修K 限り雨他m鋭板配給を I捌 f; せら

る用意ある旨筆干す迄通告せられ? こり。

ニ、共の他

施工上の必要よ り梯子を使川し、共の日の工事

終了後梯子の取片附を忘れ、 その夜惜別I ; Iこ遁ひ、

民供者! ' L i t し工事施工者よ り損害賠f 1 t 金行ひ fこる

例もあれば、工事中足代丸太、工事川材料の取扱

の不従;立叉は不可抗力による附子破損の拐、在来

より敵国せし硝子迄取換へを要求せられ? こる例、

取段材料 、 残材等が裏路地 ｬ こ一時土Ｑｉｾ街せし魚下 水

溝台所等担l波し排水 l乞支障を来し紛争問題を惹起

せし例共他些車IHなる紛午: 問題、家屋所有者、及び

m十l' 者よりの苦情民主りでは肱般に日以なき iUC態な

り。

此等の紛料問題は家屋密集の度甚し 〈老朽家屋

の多き場所陀して施工するものなるが故、或程度

己u を得さ' るものなり と考ふ。我々主しでも従来

の粧験 I' L 照し今後特に留意する心算なるが故施工

者，e しでも在米以上に注意せら れ、 斯る給料11日趨

の除去に努力せられ併せてその立任に非ぎる 個所

の損害賠償の口賓を輿へぎる様せられん こ主 主f 切

に希望す。

11[ - 防火改修事業促進に閲する一私見

防火改修事業執行の理想、方法は大1¥反市木遣建物

ｾｽｪ 火改 修利政 規Ｚｮ ｬ て明 示され＿こる所なり。即ち ﾭ

qi 曜日内の家屋所有手? を以て構成せる防火改修組合

又は家屋所有者ーをして設計を行はしめ 、誼蛍なる

工事施工者によ り 了ー事費を ｴｩｾｊ［Ｇｩｾ の上市長｜ｴＧ ｃ 封し補

助申請を行はしめ 、市の審予主主? 受り許可ーを得? こる

上、 }f: j - 及市の監替の下 l乞工事を執行し、工事竣工

後工事 l亡要しTこる工事費精算額の容奈、並工事竣

工検脊: { f 受り 、交付せる補助金 I' L 家屋所有者の負

担金を加lへ工事施工者l乞支梯五、方法よなり。

然れども賢際問題 k しては斯る理想は現i伏主し

ては望みf与さ' るものにして、今 lW' <或 は終 q<:: 共 設

計並施工の監'f:lf は現在の如< }(.f 市協して行ふの外

詮なきものと信子。

然しながら本事業は大阪府井上建築課長の御設

の如 〈、現在の如き大阪市合盟主して考ふれば九

牛のーモ l亡も過ぎる小規模のものにては何等賞効

なきもの l亡して、将来大規岐に施行さるべき性質

のものなり。

防空法の改正[ とより本事業が弧; j i lj執行力を賦輿

きる〉と共 ｬ 乞資金 なき家屋所有者 ｾ ｉ Ｇｃ代り市長之 を

執行し得るこ色、なり? こるを以て、従来本事業執

行上の最大障害が| 徐却 され? こ り。而も同法! ' c よれ

ば命令の定むる所によ れ 地方長官・一定地域を指

定し一定期限内K 防火改修を施行せしむる こt を

得るが故必要 k 認なれば飛躍的大規模のもの 主な

し得るものなしみ: 事業が一ヶ年数百商関否数千

高闘の大規模に飛躍を遂げTこる場合陀廃する針策

{ f 今日より考慮し世〈事は焦眉の，C1;を要する こ主

ならん。

以下筆者の抱懐する本事業促進方法を 謹ぶれば

: ; ) ( の虫日し。

( 1) 工事施工者ー

時局の進展と共に各種資材 の統制益々強化され

1  1  I  



時局に即I!!F.せ d る用途に供する建築物の新築必然

的に製肘を受け軍需及、生産力廊充施設に属する

建築工事K 従事する 一部企業者を|徐きでは多数の

企業者は必然的K 事業閑散となるものと考へ得ち

る。か〉る業者ーに封し資金融通( 補助金の i狩渡)

の方法を講じ費材の優先配給を行へば必今しも愛

ふるに足ちぎるもの E 考」、。或は此等企業者を統

合し防火改修工事協力圏謹を組織し之に工事ぞ請

負はしめ 、 各圏謹員をし て その努務動負能力ｴｌ ｆｑｾ

じ? こる規模の工事を施工せしむるも可ならん。

( 2) 勢務者

本工事は建築工事としては仕事そのものは比較

的簡車なものなし各種の涙生的紛争問題を官民

一致の努力によれ即も都市防空に封る深き認織

k 蟻烈なる郷土防衛精利lの護揚により除去すれば

工事の施工は容易に行ひ得るものとイ言十。

各種工事の要所に熱練せる努務者を従事せしめ

之が指導下に経消統制の強化により生令る多数時

業者の中の一部、或は青少年圏の動丹、或は叉隣

組 R の勤努奉仕等K より労務者の不足を楠ひ得る

ものと信十。即ち比較的熟練を要せぎる下地材の

取附、壁塗中の容易なる個所、材料の運搬、取捜

材、建材の取片附等に従事せしむれば材料職迭問

題が〈重大化せんとする際一石二鳥の名案と信す・

るものなり。

勿論之が賓施方策 K 関しては慎重なる研究 色、

周到なる準備とを要するものなるし確問不抜の

信念と牢固?こる決意を 以て断行すれば必す・しも可

能には非ぎるなり。 ‘

( 3) 資 材

本工事施工に必要なる資材の主要なるもの次の

如し、木材、セメン ト、 ラス 、不燃瓶、釘 、耐火

木材、漆喰、網入硝子、石綿板、貼五等にして之

が確保こそ先決問題にし て' しかも頗る困難なる

問題な れ 上記資材中セメン ト、 ラスは之を土訟

を以て、 工事期間の延長さる〉黙を度外視すれば

I  1 2  

必十 しも代用し得ぎるには非ぎるも 、i耐火木材、

網入硝子、釘並に木材は他 の資材を以てしては代

月 ｪ し得ぎるものなり。之が増 ｾ ｴ 確保こそは焦腐

のな務なり。

IV  本工事施工による効果の第一例

従来初!j もすれば本工事の効果K 到し危倶の念、

或は疑念を有せし者存在し? こり。然るに先般或医

方[ 函の防火改修工事設工し本市より の補助金の下

附を受り組合長木下氏筆者の許へ挨拶に御越しに

なられ? こるそ の翠 日午前一時頃、木下氏所有の製

材プー場の東隣、木造平家建尾根、餓板立のボルト 、

ナット 製造工場 よ れ し か も 製 材 工場¥' [ . 接せる壁

際より失火し さ ト＿にして燃焼物少かりし ｾｾＯｊ 、火の程

度なりしも 、約二十分間域焼し、ノj 、屋裏の野地板

母屋、妻側の破風等主? 焦がし木下氏所有の手押ポ

ンプにて消 火K 努めし結果、製材工場K は何等の

影特もなく官設泊、防ポンプの馳りし時には既にそ

の必要なく消火し得? こり。

失火せし工場も製材工場も改修所j f ( : は相楼せる

壁面は共に板張の防ょに トー最も 脆弱なるもの l亡し て

改修工事の施工なかりせば首然延焼し一大事I ' L flJ

なるものと考ょ、。

V  むすび

以卜. により本工事 lて閥興して以来、本一仁事 lて11; [; )

する経過の概要主ぞの到来の一端を簡翠犯逮べ? こ

り本 工事ｾ大 規模に且つ 迅辿 ｬ て 究 施せん ｬ ては 、開

係詰蛍. 局者、ｬ特ト持干 ｩに乞 最高ず背 ￮ ｬｊ脳 ｬ悩鼠者 ｴκ 亡於て本工事 の 広必‘ 要 Ｇ ｉ ｾ

3を? 深〈認認、織し、資材、技術動 t=l能力、弊苦労動 員能

力等を考慮 され、遁確、正鴻なろ牛1慨 を下され、

各種事業整理の上重要点主義! とより i'f!;刻U>排 して本

事業の強行責施を決意きる〉事がう仁川! 可題なり o

zたに本事業に深 き誌織を有せらる〉多数千i nの青

年技術者の輩出 、本事業t亡挺身械私奉公J') 精I"1¥it ll を

以て従事せらる〉 工事施工者の H'，現せられんこ と

を望んで1 1 : - . まぬ次第なり。

( 筆者は大阪市建築部第一建築課係長〉



最 低 限 生 活 の 要 旨 告

と 建 設 住 宅 の 基 準

1.  最低限生活の要請と住宅建設

凶際情勢の緊迫下、間内の閣防臨戟開1fil] 整備 の

完遂は一刻も遅滞をゆる さ歩、之が ｦ こめ附 ｬｾ 撃っ

て決戦の党悟を以て日々の生活を最低限陀切誌め

除力はあげて以 て 戦争目的の達成 ｬ 亡 注 ぐべき ｾ ｊ ￮Ｍが

要請 されてゐる。

此の同氏消費生 ii7 ｏＩ ＺＯｩｾ 低 限への切下り Ｇ は 、 その

衣食住について等しく求められる とこ ろであって

住居 lて到しでも首然要求されす・lてはおかない。併

しながらこ ' :>1こい はれる泊史的約、泊先;規正は

「生ｴＺむ」と い よ、事に釘する凶約或は ｪｦ ｩｬｊｬｬｩｾ ではな〈

て r{t むJ .，こめにする資材労力の消費を節約する

事を工 ｪｾ 味す る。従って佐に附する 資 材努力の最ーも

大きな梢ｾが干 ｼ τ 居の「建設」である開 係 上 、泊 Ａ詑

規正の問題はまづ建設現ii，IJの問題 k ならさ' るを得

ない。

しかるｼ 亡 我 々は現 在量 的、絶罰的、性宅 ｾ ｾｾ ｉ 亡直

商しつ〉あり 、佐宅の2; 速は大量供給は閣防、生

産の最大の，U: 務 主なってゐる。 之が? こめその大量

建設の兵鰭策が岡家の似ー護指準の下IL : 既! と賀施の

過程にある j伏況である。斯様な事情に劃する上述

の要請は直ちに建設住宅の規模 と質の低下、即ち

建設基準の再検討を? 促すに いTこるのは首然である

併乍ら、世常に横行する 之等の論議を耳こにする

或は過激或は琵套、墨守何れも 正憾の主論に乏 し

いのを遺憾とする。こ ':>f て敢て問題の論説iをlリli' c

し大方の一考の資l乙供し? こい。

2. 住居の最低限度

官;1師の情勢[ ま既に決戦態勢である。か〉る時K

悠長にも 30年の償還計算の下に昔ながらのマ γ チ

桁 の 如き Ｎ ｉ ｴ 宅ｾ多大の資 ｩｉｊと り手力とをかけて ＿ こて

〉ゐる 、 そして資材が足らぬ 、何がないといって

その工事の遅滞し勝なのは何事であるか。我々は

今や生死を決する局 i耐にあるのが。雨露をさへし

西 山 gp 
一
一

のぐに? こ りる場所があれば結構なのt: 。バラック

結構、:!Jsi立ノj 、屋結椛、住宅の質の何の主問題l乞す

べき時ではな いー一之が一方の論者- の主張する鹿

1: 。

之に釘して他方ー一一住宅の質低下は岡家lモおそ

るべき損害を も1: らす。 夫は翠I ' L ＱｐＮｾ染病とか 、 或

は鶴賀弱化、出産率の低下、死亡率の上昇、等の

生物率的障害のみでなし犯罪、風紀奈緒L等の道

徳的相! 長1: ' 粛す 、 その結果は 人 Ij l亡っ き難い故 l亡

児おとされ勝である放に却って危険であ る。

我 々はか〉る符 ｾ ｬ ｴ ＱＺＧ 後 世 ｬ ての こす培養 Ｉ［ ｾとなるべ

き不良住宅地阪の建設をおそれる。住宅は少くと

もそのイt*ft の全期聞を強恕して計ー設 されTこも ので

なければな らぬ。斯〈考へれば、その如き粗思住

宅は菅にそのや うな害悲の淵源Tこるのみならす・、

早.1ぬ{ - I : 宅改善の釘象となるの恐を潰 す・るであら

う. 建設 される性宅はその存紐の全期間を通じて

最も 望 ましい質のものでなりればならぬ一- 1 : い

ふ。

無論之等の見解の何れも ー肱正 しいが又全然正

しいも ので はない。

前手干の見解は岡氏の'毘悟を促すもの k しては正

しい。しかし賀ー現には住宅 ( 市場) は常1' 1: その時

K 建設 される もの よりも這ーに量に於て大きい既存

住宅 をもっ てゐるのt: 。粗忍佐宅の供給は fこY 一

部の人々 にのみ されるにすぎない。他の多〈の人

々がより設備のよ L 、 ｍＧＨ ｾ 、 家 ｬ 乞住 ￹Ｇでゐる場合 ｋ 我

々はどうして一部の人々 に佐居に劃する生死の覚

悟 1:' ｾｬｬ｜＠ 1Jti H  ¥来るか? 先悟を建設の) 去獲に直課す

る事は勿論説 りで ある。

。干し之 主同様に後者の見解も亦首を得てゐな

い。伎宅の建設は勿論、 その存続の全期聞を強想、

しでつくられねばならぬ。しかし、現在の情勢が

特妹なる故を以て夫を無硯する事は不可である。

1 3  ， 



「現在」の累積によって将来が出来るのであり、

その内最も切貰なるものが今 の要求なの亡。夫は

叉不良住居の粛す害毒を 正し〈指摘してゐ ながら

住居の質が住宅のみに結びついてゐるとして、住

居の質の機械的解樺に近づいてゐる 。不良住宅で

も住み方 さへ正しく 行はれ得るものならばその脅

威 は絶封的なものではない のである、 夫は極めて

限界的な 成功ではあっ Tこがオクテ ヴイア ・ヒルの

到達は之を立設する。

では貰際には之K 封してどのやうな態度の解決

が主られてゐるのか。宜はともらと も確然と指摘

し得ない! l k 態である。併し夫は之等両極端iのな見

の「中傭」ではなくて、極言すればこの繭 if の見

解 の聞を動揺し てゐるといへる。之は全 〈我々の

闘係者の無定見を示すものである 。

3.  最低限切り下げの可能性

位席の最低限の要求陀封する探求は屡々建築家

や他の撃者・技術家陀 よって試み られ1:0 ｴｾ が夫等

の結果は いづれも 多 〈の椴 '，1 : 的前提をおくに非き'

れば、その光景的決定 iて完全に失敗してゐ る。こ

の失敗は彼等の研究が不完全t: つに仁 めではな

い。 夫が営然の 「科祭的」蹄結1':: つ? このt':: 。

管養不良の欣W: VCおかれに人聞は正常の労働l亡

困難を感じ叉その生存の抵抗力を弱められる 。 し

かし我々は之を ーの日Ij 佃の生存の均衡欣態fごとも

いひ得る。なぜなら我々は「より低い 管養の最低

限をもつより弱い人類」といふものを考へでもい

〉のであるから。卒直I'iこ いよ、ならば、管養の最低

限とい」、如きも のでき へ一定の他の} 謡史的4条件の

下に暫定きれに一種の便宜的概念lモす ぎない。 Wr

様 i亡考へれば最低限の問題はその生活保件の鑓更

によって生す・る生存の平衡紋態がそ うで なかっ? こ

場合に期待し得仁平衡赦態と〈らべていづれが採

用されるべきも のであるか主い よ、、極めて困難な

判 決K 轄換 される。

管養れづ、如き 一見極めて直接的に生物撃生千了ー

に関聯する僚件主考へられてゐるものを主つでも

我々が通常その最低限と円してゐるものは斯の如 l

〈陵| 沫なので ある 。況んや住居 主なる主その効果

は食物より 更に間接的で、そ の最低限侵犯によっ

て生す・る結果も 、従って又その規定力も 、薄弱で

ある。

I  1 4  

住居の粗認 は人々に直 もに中毒症紋をあ1こへは

しない。 夫がも にら すと ころは一連の一一死亡率

の上昇、出産率の低下、結絞其他の傍染病の感染

の危険、限病率の上昇、飲酒犯罪風紀壊商L等の道

徳的頚駿、等の如き ーー連の 一一 iii止 令 的 災 禍 で あ

る。そして之等の災踊はL、づれも念: 速に結果を表

すものではない永い問の経過過程の うち に之を

よみ とり 得るものなのである。しかも之君事は一連

の一定の他の4条件を仮定してゐる場合、即 ち之 K

1. J 臆する他の芸I策を何等討喜子る事な <: / i ! { 任してゐ

る場合K のみそうな のである。

例へば停染病の登生や感染の危険は一連の街生

施設の強化左 手え化によって防ぎ得る。道徳的銅版

も亦緊張せる教化によって打克ちがにき ものでは

ない。 fこY 之が住宅の組謡化から 手k ると断定する

のは、住宅の粗悪を改 ; をするの が之等一連の複雑

な岡県民自係の錯綜の中で一番容易な Jj京|左l除去法で

ある k いふのにすぎな い。1. J 策は他にいくらでも

あるのt: 。

之を反f - . J の侭IJ から いへば、他の釘策さへとられ

てゐ れば、住居の所謂M低限要求を犯しで も夫は

直ちに災禍ぞZ訴さな い。即 ち現在いはれてゐるや

うな「最低限官条件」 の低下は必するしも災禍の費生

を必然的に招来しはしない。

4. 最低限住居と生活文化

:t1'i .1亡狭義の生物撃的生イ子を伐と読するのみの盟壕

の生病であっても、他の生 ｦｩＱｩ ｊ Ｒ＼ｊ 策の全ｾ畳系が之陀

ｾ益合し Ｑ こものできへあれば、 ｔ ニヲにその生物事的

生f( ーが{ 米諸されるのみでなく夫 を包含する会11M:令

の健全な繁栄 さへも我々は矧待する事がI i ¥うkる。

例へば職時lと於け る軍隊の生活はその生活 とはー

! 底無制係な敗鞍や他の不j祥事が存在しなかつにな

らば、 その住居K 劃する極端な不自由 K も拘らす・

健全なる ntt 合的生活を維持政展せしめ得る。反

111c Ｇ ｾｮＨｮｊｶ｣ 豪華な設備よき邸宅が準備されてゐゃ

うと も、 そこに行はれる生活が頒l授的なものであ

れば、 そのあらゆる巧妙な設備も健全な枇合生活

ｾ ＧＺ ｾ 持の＿こめに 何 等役立ち得な い 。住居の最ー低限は

生活文化全轄の問題を平野接に結ぴついてゐるの

f ご。

斯の却〈住居の最低限要求が生活文化の問題で

あ る い 、ふ事は位居の適否が生活を通じて一一之



をより眼足していへば佐生活、位み方を' 通じて一

一 居住者の陶器的精'11111的7tI¥態K 作用を及1ます之 い

」、事である。従って佐み方を最大限 の緊張 下K お

く主きは、住宅の物質的質の低下もゆるし得な い

ものでは ない。即ち位居の最低限要求は多面的な

性絡をもち、そ の封策は様々な組合せの可能をも

つものであって、佐宅の質の切下げは他の諸保干iニ

の誤ら ぎる 改善を伴ふ場合は、組会:1" 1亡ゆるすべか

らさ' るものではない。

5.  住居候件切下げの前提

斯の如〈性宅の質的粗悪陀基づ く効果は位生活

全般の構成、生活文化 を通じ てしかも 長期間の効

果の累積として生十 るものであるから、住宅の質

の切下げは不可能な事ではなく、又一時的の切下

げは営然ゆる さるべきものでもあらう。併乍ら、

斯様な鹿置は営然之lモ伴ふべき封策を絶封的K 随

作し なければならぬ事はい i 、までもない。 もし我

々が以上の結論から佐み方き へ遁首に統;[jl J、教化

訓練すれば住居は雨量客をしのぐに足れば充分で、

如何なる住居も排降すべきでない主簡草花考へ、

或は更に非常時局の際は夫K 臆じて連成のより粗

悪な位宅を大量に供給するのがj曲賞t.: J : 考へるや

うな事があて) 1こら、 夫は程率のそ しりをまぬがれ

なL、。

建築家の話回 ｩ する住宅は Ｇｦ［ｾ ｋ 建設する住宅であ

るが、 岡此 の住む住宅は その大部分が既 l乞存在す

る住宅である。し? こがって住居住件に関するすべ

ての問題は、建設住宅の問題として解決 されるべ

きものではな い 全同氏性居施設の問題として と

りあげ られねばならぬ。

ｊ 切の如〈考へる時は 、 ｴＱ ニ居 ｴ 条 件のＯｉ ｾ ｪ ｊ 凶は建設の

問題 よりも 遥に配分の問題である。特，E 閤よその位、

生ｩＱ，の 所 謂最低 限以下へ の 切詰 めを ｾＱ 象想、する 如き

事態に於ては、か 〉る思イ氏何: { f 新建設住宅 lζ {tt !

人々 にのみ強要する事は全然ゆる されな い。もし

そのやうな底世が軽率 Il :行はれるならば、夫はnit

令的不公平を激化し、 その切下げを恐るべき災禍

な くし て可能とし Tこil!t 一‘ の棋械であつに岡氏 の精

耐 ｉｬｬｦ ｬ り がと志を問答し 、 如何なるＺｴ ｸ 化も訓 ｪ 療も ｩｴｾ ｴＮＺ 間

難とならｾるを得な い 。

針策は建設住宅のみの問題主して併決されでは

ならぬ。

建設基準の問題は常 lと金i必民性居の現在 7kl悠t

その配分割策を 較 量し ・ ＺＺＺｾ ｾ長 され ね ば組討不可で ‘ あ

る。こ ':>I l: 位居僚件切下げの基本的前提がある。

6.  懸念針策の限界

次 lζ こ、 で考へておかねばなら ぬ事 は、位宅供

給に於ける臆念封策 主恒 久! t涼のりじめ である。

我 凶の住宅政策が今まで常( t L [ 延長急; 劃策 k して主

りあげ られてゐ Tこ結足、建 設1'[. 於り るl臨急策 主恒

久策が常に混同 され勝 であっTこ事は止むを得ない

色しでも、今やか 〉る 素 朴杜撰な考へ方はゆるさ

れない。住宅不足がl宣俸される主すぐパラックの

大量建設が毘の針策 の如 < IU}ばれる。そ うでない

場合でも我閣のを!と邑が水質上パ ラック的性絡をも

ってゐ るの に 佐 宅 不 足 の叫 ばれる時代の通有の

情勢? こる 更に資材労力の質の低下に よりパラック

化が好む主好まさ' ると l亡拘らす・強要 されてゐる

のt.: o wf の如き情勢に劃して、我々は見解を明瞭

K し、 ドロナ ワ式f -i策 K 阿惑 されない事が必要で

ある。

パラック主 は臨時的、臨急. 的目的の 7こめに建て

られ る軽易構造物である。 斯 J儀な構造の軽易化に

よって節約される建設費は一般にその短期使用と

較合ずる場合、採 算上つり あわない場合 が 多 し

結局、恒久建築K 謝して害IJ 言;j J : なるが貰ー情であ

る。しかも狛斯様な形式が探用されるのは、経 済

的保件よりも 政 治的骨条件 K 基くもので、二つの理

由が指摘される。

21ーはいよ、までもな し l信念的目 的 、 火急の用

の?こめ犠牲をかへ りみな い k いふ事。第二 はその

様な臨急; 的、臨時的なものであるが放に多少の質

的不満は fこへ得る故、 必十し も完壁な質金要 しな

いとい ふ事、 し? こがって粗悪化による質低下が或

程度ゆる される 主いふ事。

住宅難時代のイ* 宅は7if k 多か れ少なかれ此種解

決と; j 11似の傾向をおびる。そして、 2第1花n のT質Tの幾

分の粗J忠巴剖イ化じ主い iふ、事もイ行1

紋 !上ての芳考考5号祭芸から臨H時守「的!内句とい 」ふ、保イ干刊件【q午iドコで、或 は他の遁

世な針策とのmニ川といよ、保件付でゆるされるので

ある。しかし、バラ ック針策は十全の策でな い事

は k謹 の4条件が叉i可時(tL I¥fj 瞭κ 示す。 従って佐宅

f-i策はバラック f 1策に絶始す るものであってはな

らない。

1 5  1-



パラック封策は綜合的な住宅針策の中 t亡、 恒久

策主千行して主りあげられる ー封策K す ぎないの -

である。しかるに閤民生活基地建設の全趨勢を 洞

察する事なく草人る建設費低下れゴ、狭い粧替計

算から来る誤まつ? こ指導の下に、盲 目的陀パラ ッ

ク化の道へ突進する事態が建築家の協力の下1'[ 行

はれてゐる k すれば、その責任の一宇は何人が負

よ、べきか。

臆念封策主恒久笠J策の閥係は建設基準主全民閥

佐居水準の問題、 全閣民住居施設の配分の問題 と

の闘係主同i様、しば しば無硯されτ ゐはしないか

7. 建設基準の限界

生許可最低限僚件よりする住居の絶釘的故低限な

どはあり得ない。位居針策は住宅建築のみの問題

ではな〈生活組織生前文化全踏の問題で ある。従

ってそ の建築的質ぞ規定する住居相準の切下げは

一定の政治的経桝が]保f牛の 下iては一 一そして全漕

的住居歴史策のー施策と l亡ば一一ゆるさるべき事で

ある。しかしその切下げを建設住宅のみのnu題と

して、とりあげる事は危険な企l凶と いばねばなら

ぬ。 全性居施設の綜合的配分調4さを考へ74L 、標準

の切下げは無意味である主同時陀危険である。建

設の基準は、常に夫K よって増強される闘民住居

7ki !総会輯の長期1'[ 於げる配分計識に立脚し fこもの

でなければならぬ。再配分の計費I をf学はさe る建設

基準の改訂は蹴行である。建設の基準は翠K 資材

の剖宮; を量や所要住宅散の如きものから定められ

るのではな 〈て、之等全住居封策の見透 しの上に

確固として立脚しにも のでなりればならぬ。

今や住宅建設の1 f i : 黙は四国の困難な情勢下K 次

第に特悲的事業鵠 fこる住宅替固 に移行じっ〉ある

が、此事情は好むと古T まさ' ると l亡拘らす¥ その建

設住宅 を我凶 lて於り る位宅)111:命的椋準 1:' らしめ ゃ

うとして ゐる 。即ち 之が刷係、建築家の相屑 lては現

下の情 勢K 最注の規模 と質をもっu 宅を解決する

といふ の軍大な武務がか〉って主化つ〉ある のfご。

情勢の按化 に毘に封! 弘する建設計五lJi の? こへき' る

改訂は必要であ る。 しかし此探求は我々の考察金

主ii : 々全住居施設の綜合的 11 } 配分計苗へ帝lJ ぴつり十る

にはおかな し、。そしてよが建設基準決之の基本問

題なので ある1
0

( 2601. 11. 20)  

( 筆者は東京住宅管図研究部技師 〉

Ｕ 頁よリ鰭〈一一 Ｈ年頭 ｋ ｾ 吉 りて ｴ 討 す 住宅 を 展望す …ー ・ 竹内芳太郎〕

牌来の一般庶民住宅 に大 なる 影響があ るので、 厚

生省では、閣氏住宅問題 として採り上げ、建築界

にも鵡多の波紋をつくりつ〉 ある識であ る。

然し勿論ぞれは図民 主云つでも、 牛敢にも足ら

ぬ都市的居住者が封象 となる ので、云は Y 都市的

国民住居といよ、註探が必要な諜で ある。

農地問護営圏が建設を要請 されてゐる農村住宅

の数は、十箇年間 K 六高戸であって、数か ら云へ

ば性宅管圏の建設戸教に比較すれば、 その僅か一

箇年K 副首てられに数位に しか私l也' しないが、従

来、殆んど充分に 手をかげられてゐなかっ? こ農村

K 建て〉、行 u ごけ l乞、影響は亦多大なものがあ

る主恩」、。而もそれは草 花 臼 Ｚｾちを建 て〉貸し＿こり

譲渡し fこりすれば足りるといふ や うな簡単なもの

でなく、 共庭 ｋ は営農上支障のな い 自作農家 ・ｾ 育

て、行くべき使命が奥へられてゐるピけ K 、時tJIj

I  1 6  

相手キH¥の問書Hの作ふこと を漁期 しなければならな

い。従って. ' tfHc建築家の'12識では割切れない 問題

が、一戸の{:I:宅 l乞も 、一栄y芥の計 :; lt I-.rc も描 fこは

ってゐるのである。殊 l之こL: の僚11 [ コや自然の僚11[ ' で

管出の形態は各地J様々であるから 、ill 築計設も ー

ノキ之 lて泊ーし? こものでなければならない。ぞれr: け

に民地開設世間は、 それぞれの土地に油臨し f これ

宅 を建設する こと K よって、一iUI 、不完全な農村

主1:宅ぞ改注す る標準な示し、促進させるこ el c な

る。従って共臓をけがす 一人 として 、一層If設立の

}J ( } c なる こと を焔Jぶし てゐる次第である。

以上悩めてt 11然と ではゐるが、 近 *の出村主E宅

ｊＧｾ の ー ・般を ＿ｊ ｩ 文し イ七 年 ｪ 立の展 ｉｈｊ の Ｗ 象想 ｬ 乞及び ｩ ￭ ｾＺｾ

捌〈。

( 筆者は東京t基地 l羽荻符閲建築謀長)



木 材 の 酎 給 機 構 に 就 て

我聞は、事費以来新思想、lモ依る、理想、枇合建設

に官民共K 、懸命の野力を傾注しつ〉あるのであ

るのが、経済界 ｬ 亡 於で も 、統制 粧がｦｽ う 至計 剖 ，ｦ，ＡｩｾｩＱ 可

塑念の下に、着々その貨を禦げつ〉ゐるのである

斯かる新紅消下にあって、木材界の占める 地位の

重要なるは、論を倹fこな い所 で ある 。

即ち遅蒔き乍ら本年 3 月、木材統Hjl 除去が殻ギri せ

られにのであるが、本法が他の部門 K 於けるが如

き、鞍時I[ 釘臨す る臨時的措世にあら す・ して、 恒

久法なる黙に注意を喚起し fこい、こ の統制法 lて依

り、生産者'-1こる、山林業 詩、製材業: 持も 配給業者

fこる木材業 者 も、 需要者?こる建築者も共に 、重 大

なる統i聞を受けるこ t 、なつ Tこのである 。

然らばこ の重大な る統制を受け る現下の木材事

前!j は如何なる: J l k 態にあるか、少し〈 夫れを研討し

て見 fこいと思ふ。

先づ供給方面1'[ 就て見る l亡

1. 事盤以来外材轍入は激減し目下杜絶猷態 l亡あ

り。

2  満洲材等も種々 の事情 lてより首分輸入の見込

』まな L、。

3_  内地材 の 伐採は最早飽和 易ｾＡ乞達し門下花 ＱＺＮＧ し

き濫伐に陥りつ〉あり、保安上からも rl l 々しき

問題・となりつ〉ある。

4. 今後この債で進めば 10年か 15年もに〉ぬI i ¥l l乙

40年生以上の立樹は 、内地にはなくな るであら

う主さへ言 はれて居る。

以上の理由に依り今後内地材 はｾ Ｑｬ 首量減産を免

れ得な い現-! l klとあ る。

一方需要方闘を見るに事挫以外4

1. 公 ｭ 材として優先的 ｬ て相 Ｇ［ｪｾ［ 景供出し υ

2. 生産繍充方面へ も著しき需要あ り。

3. 住宅難 Ｚｌ ＱＧ ｉ Ｚｾ 、住宅建築のＺｾＺ激なる需 安 全曾加 。

4. 士土. 木士逝監舶ノパξ ル フ

仁伴ドHよ、需要増加l

松 本 儀 八

等々の矯め需要は急激K 精 )111 し事鰐 終了後の牌

来と聞も向一層榊大の一路を辿る事は間遠ひなし

と考へられる 。

逐次減産する内地材と現在業者の手持霊を以て

無 限I[ 増大す る需要を 充足せねばならぬこ主は、

首然の結果 として、 高度の消費規正が必要 t なっ

て来る、 配給は重黙主 義 となり、所謂 不 要不，仕方

商には配給を停止せらる、こと、なるであらう。

1. 配給機緋の再編成。

過去数百年歩kの停統主地盤の上K 立つ木材I #J係

業者の今日迄の足跡は誠に偉大で、我閤文化の強

展 lモ寄興 し?こる功蹟 は忘れてならぬものがあるが

統制経柄下に於て従来の自由なる組織機構を以て

しては組て同家の: mめに奉仕すると謂ム、理念κ

副はないのであ る、功利主 義、白山主義、個人主

義は般に 排撃せ られて居丸、

即ち

1. 輸 入材 の氾濫による内地材の念落。

2.  需要の増減による償絡の念激なる騰落、

j析か る事態が従来佐 々繰返へきれ業者自身色 、

闘係方面も 、; 符又閥次としても 、精利l的に 、叉 物

質 的 l乞莫大なる損害 t 訟彩響をその都度裁つで来

Tごこ主は、 者 人の屡 々聞知し、 経験し? こる所であ

る。今日 走れが米然防 止は首然のミ嘉納 であり 、輸

入主生産を計i I DJ化して、図2誌の必要とする方! 師陀

悶滑l乞配給し、以て 、重 要 資材 Tこる木材を確保す

ることは、現下非常時下喫緊の要務? とるは勿論で

あ り、戦後の純米共tて共の要切なるものがある。

剰っきへ、現在の生産量 より推して、現 存 の生

産 設備 は金|判的l乞見て牛を以て足るとも謂はれ配

給機構とても 、人的物的に相官大なる飴剰を来し

て居るのでゐる。
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木材 統 ｩ ｛ｩ ｉ ｊ ｩ法は斯〈の如き現機構の全｛白川 ｾｪｬ ｬｩｊ 新 ＿

要請する至 ト命令でゐる 、即 ち

1. 木材の生産を確保し。

2. 輪出入を計台l化 し。

3.  需給の闘滑を闘り。

4.  憤絡の公正を期する。

のである。

岡策合nit で、ある資本金 5 千前日の日本木4材4o:t

合枇はJ 二記の日的を達成するおめの一元的統j j ; lj 併

iJi士である。

地方木材株式合i61は、全I叫を 8 プロックとして

各ブロック毎に、地方的 l亡同椋の日的を達成する

統制合枇である。

地方木材株式 的it は生産配給の本鵠主して活躍

するもので、見守米内地1，; j サーの買入は凡て同11立を通じ

ですることとなる のである。

然しながら 、ー単に在来機構を陵して地方木材

株式合Il i止を設立する事 l立、賓際問題として不可能

K 属するので、 現機柏、 RPち現在の生産、配給の

機構は -fft J { 共の{ 在来年 5 月末迄存在を認められii断

次附! 採単位或 l主流域単位により整理統合 して地方

華li ! M ! 給 機 嫌 * 続 圃

iylzli 月12

山

製
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木材株式合nif: の母曹となるべき中桜困髄争設立 し

是匂; J )  ｲｾ ｌｪ ［亥 聞識が合併し て 地方木材株式令 ［ＱＱＱ Ｚ とな

る後定である。拘束京 、 大阪 、 名 Ｍ ｾ 尾の三 大都市

K は、別に荷受配給合illl: が生まれ、地方木材株式

令祉と同棋の仕事を行よ、放定であり 、放下部配給

組織として配給組合或はノj 、質的j 業組合が結成せら

れ、泊費者への直接配給に従ふのではないかと考

へられて居る。

以上の新聞E給組織により、木材の配怜は 中央の

一元的統 ;ji lj 陀よる E震動主義剖り首て に よ り記恰の

l問滑を計 り、中nn利潤 : t ' 越正化 して、極力個体の

低下 ｾｗｊ し、依って以て木材界の飛躍的強民営企

凶せられて居る次第である。

ＱｾＱ 悔の公定は 、 今の所ｉｲ ￭ｊ 史、ノ ｪ 、貨の二本建とな

って居るのを 、将来新配給;機椛の整備確立を候っ

て Ｑ Ｉ 、 ｅ 苦悩俗 Ｈ ｃ ｾ 民俗Ｉ一本建てなる慎様である。

今や同家目的達成ト: & 、要なる方商用の木材はf ; ) !

')J 之を確保ーしてその要求充足すべき様仕向げられ

て居るのであるが、此の1. 0一回一般 川木材の信治

闘係は目下漸次急: 迫しつ、ある事は事貰であり平

脱悠々霊殿i配給主なり層一層入手困難となるこ と

を魔悟せねばならぬ。

現般の配給機構がその陪認られる来年 5 月末 迄

は今や依す約午歳、新機構誕生の| 阪府の真最中で

ある今日 、その進捗11)，況は如何に . ' *1. の知り得 fてる

nむ聞を概略説明すれば、木材の生産自E給の本書H:

るべき地方木材株式子り ｩ ｊｈ Ｚ はよ ｦ ご 各地 ｊｾ Ｚ ｾｘ Ｍ ｜ｉＯＺ ぞ 見 ｔ よ

いのであるが、定こか悶: 韓?こるべき 、J(fl! 採中桜 }告は

常同 の ｊ 片 ＿Ａｴ ーよ り ｪｦｩＺ 々 Ｎ ､ｘ Ｎ Ｍ Ｎ丘Ｚ ｾ 見 或は設立準備 ｬ ド と ｬ［ｩｳｩ

lまれ、その，! 政全凶にて約 2 ｩＧ ｾＱＱｾｉｗ ｲ に及ぶと聞い

此 の ｲｬ ｾ 桜舗は 夫 々米年 Ｖ 月迄 ｬ 亡 結 成せられ 、 間後

5 年 IHl 以内! と、夫ノヤ8 フ ロック別 lζ 統合して1也方

木材株式'向枇となる政定であ る、即ち lilTii 己中核讃

は完全統 ;iilj 態 勢lて入る週間的措置と しての | 鎖措で

ある事を ｾ ｊＺＢ らねばならぬ本 i[止r1¥f¥1it No¥: ｦ こる ｲｪｾ Ｇ ｉｻ￮ｫｬｬ

介或はノl、S，-¥i 尚北部lイ?は71d.: !m何なる型!態 tとより組

織せ られるか何等開会" し て応 1J_ t，、 、恐らく大者I¥i li

Ａ ｌ ｾ き では 川 ｾＩｪｬＩ 或は闘粧 ｕｉ Ｉ i ' C 依って組織化せられ

共他 の地方は 地域 ｾ ｉｊ ｋ 依り結 成 せられる の ではな

いかと jU. は I"L る。

， ｴｉ｝ｬＺＡて牌 ぅ ｬ ｾ 公 ｉＢｉｊ 材を Ｑ ｜ 余 き 一 般建築 川材 のｾＢきは従

米の一如〈直後 山林業者或はよjJII J]屈等より隣人し得



ない事主なれ日本木材株式令i I 町又は地方木材株

式令枇の配給計;泊IJ (と基いて、配給組合又はノj 、賀商

業 組 合ｾ 通じても ｃ 倒格 を受りねば な らぬ こと〉

なるのである。

以上記述し? こる如〈今や木材界は大刷 新を加lへ

られ叉は加lへられんとし、 防j係方I l : rIへ 共の成巣を

注目せられて居るのであるが、これが完全態勢K

入る には相1富の時 日を要し、中根躍の設立に於て

き( が各地共夫 々向相嘗の困難を強想せられて居る

欣態で あ るが早や矢は弦を離れ?こ諮であるから、

要は首局の適切 なる指導 主業者の奉公 的信 念 k 閥

係各方面特lて土木建築 造船協l係 者の等の支援に依

り新機構が早ー晩K 茸現し、新機構の目減 なる湛替

色相f突って 、所期の 円的達成K 遇進せらるべきあ

る。

以上の加〈本問題は目下結成; 金上にあるが放に

共錦越に就て之以上泊確なる判断を下し得ない今

日の賞甘えであると云五、事を附り 加へて本稿を止め

る事とする 16年 11 月30 日

(雪E者は内外木材工築株式合員士? 首通事取締役〉

第八回全園都市問題曾議総合議題につ、、て

一一 「地方計聾具煙化花開する諸問題」及

「都市財政の現) [ ) ，及柄米主その針策」の研究頃 11一一

H月森榊戸rf l' l ' L開催せられる第 八同締令の議題

が、第一議題「地方計量.J' l c閤化に|綱する 諸問題」

第二議題「都市財政の現刊j，及将来とそ の針策」の

二つの決定を見 fこ、。両議題決定の到1.ril 及び その

解決金要求する研究.r頁 日等陀防l しては後述する と

ころに譲る こ e ' : >するが、 I' I<I 議閣が現下: ! i i i . 1' L ｾｦｴ ボ

のわが問者1¥市にとり、制めて軍要な 問題 fこるこ と

は控言を要 しない。

わが岡地方計設問題は都市長一'.j rr : の必然的琵展と

して持雌し話k 1) ， - ・! 匹論議がつ〈され? こn 今やわ

が岡 地 方計 ｩ ｦｴ は同 ｊＺ ｾ ｴ ＵＱ ｴ の一 環として ー ム正明 ｩｴ 設に

廃する綜合凶 力充質強化のfこめ 、主E践 H.潤化 (}) 段

問弁 ｉ ｬＺ入ってゐる 主い ひ得るであら う。こ れ ヌ ドヂ 将ｾ

が 、 さき の純子＿議題都 市 ｾ ｉＧ ｪ ｲＡＺのＩ ， ｾ本川Ａ坦Ｈ第六

|豆1 ) 本邦都市政jj! c
r
)動向 と共山市Hi J 制( 第七1"1 )

金 凶 者15 市 IM1 題 合 議 事 務 局

研究に 引制き 、地方計 書:具1型化陀闘する諸問題を

姐. ｦＭ ｊ亡 、 新研究仔の建設 的論策 を ｾ ｣ 笠する 所・以 で

ある。

叉第二議 題 「都市財政の現) [ ) ，及; 将来とその針

策J は、 その策立如イIj J が都，li 政の照. skをた; {，・ r る

似め てT主要な問題Tこることは今史い 1、迄もな L 、。

即 ち"i，布に断行され fこ税;f，IJ 改革は 、特 Il: 都" 11) 1て顕

著な; 影押を蛮fらし、他方都市行政が逐年質量共に

増大の 一 途を 辿り、し かもｵＭＮ ｾ 局の 推診 は愈 々財政

干1，]'25のm. 哨を R1* ずる事は lijj かである 。これが本

議題が研究パーの叫んいl 汗雌会: 要求する 所以である。

認くは竹[ 11宇佐治: 新鋭な熱怖をかTこu' げられ、

刷議団 fl: I却する研究の成果そ競 うて提出され、本

純子?に 一段 の生彩を加lへられんことを 念す・る 次第

で《ちる。
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僧 位 向 上 厚 生 施 設 に 就 て

閑民の煙力は閣家の基礎である。世界の歴史を

見ても、列閣の現況を眺めても岡家が護展する時

は必するその問民人口 の増大す る時、まに韓力の旺

盛なる時であって之陀反する時、すなはち人口の

量 と質主の低下する時は閥家も表へ る も のであ

る。 間民組 力主 閥防との刷係ｾ見れば 、近来往々

にして近代鞍は、機械力の鞍であると 言はれる、

然し如何に優秀なる兵器を有すとも之を活用する

優秀なる謹力主 、強健なる身謹lζ 宿る精神力を持

つ将兵に依って戟を最後力勝手:ljf<: 導き閥防を全か

もしめるものである。即ち人口の量的増大と相イ突

って心身雨商の岡氏韓力の増強こそ閤防岡家の根

基を培i 、所以で ある。闘民髄力を 向上せ しめ闘力

充買を回る? こめには、先づ以て 閤民間育を振興

し、 閑民を般に髄7専にI#，Jす る注意を喚起せ しめ 韓

存運動を日常生ti f ; 化して普及せ しめる事が最も 必

要であり、殊 l亡護育金上 l亡ある 背少年に劃 して 戸

外に於りる新 鮮なるｾ気と日光の下に適正なる鵠

育運動を行はしめる 事は、日it 単に青少年の控力を

向上せしめるに止 まらす・不健全なる奴柴 l亡耽溺す

ることを防止す ると 共 l亡iili 査なる運動料ii，il!1の漏養

により、閤民思想、の作興陀資す る所亦齢からぎる

ものがある。 然 しながら Wr < の如き瞳育運動を閣

民全般に封 して普及せん とす るに12; って第ーに逢

着する 一大紋陥は、共の門的 t亡似す・ベき各種世育

運動施設、 特に最も大衆的なるべき 運動場叉は運

動公闘の不足せることで あって、j 与の郷充整備を

先決問題とするのである。

我闘は明治維新以外企肱米の文化を 綿 入し 、墜 ｾￏ

産業、岡防、文化、方I耐に於て短l V l I lIJ I ' C長足。進

歩を遂げ艦育も亦競技記銭等の方副より 1切れば逃

tPの跡脅しきものがあるが、ょを同上己主任般の鵠育

と云」、結より見る時は、貰ー際 IC 日iit 臨育を賀行す

るものは向 一 部の 者 ＱＧｃ ｾＱ ｾ られ、従来柏 もすれば ー

1 2 0  

野 中 駒 市

般社内に於て檀育運動が Ａｦｲ Ｑｾ 硯される傾きがあっ＿こ

のである。故近批下の儲力が低下の傾向を示し、

殊に都千? に於て共の傾向の著しきものがあるのは

敢て誼育運動の不振にのみ起因す るとは考へられ

ない けれども誠 l亡、寝ふべき現象と云はねばなら

ぬ。今日i ! ! : 界各閣の情勢を 通覧す るに、 一闘の膿

育運動の降盛主共の隊I:J J の梓a 度とは、大関比例す

る事が認めら 、のであってブJ ある文明間程嘘育運

動の必要を自党し、共の普及護法の? こめ闘よもも政

府営局も最大の努力を郷って居るのであろ。我が

聞に於げる運動競技場は共の起源は平安時代 I' C始

り、先づ、大内装 l乙i fUi¥股が出来、下f 閥、公家邸

内に弓場馬場等が、設けられ、叉角力、蹴鞠も行

はれに。 中世以降特陀弓術、倒術、馬術の魚、

定の地所がHJ f ( せられ、藩政時代には 11I ij 草場等も

ｉ ｈ 手 ｾＱ こので あるが、之等は 凡て止 ｴ Ｍ ｉ Ｚ の民主 Ｕ 鍛錬場

で、 - -先立民衆の睡育の tこめの施設ではなかっ fこの

である。明治維新以来欧米の各種の運動競技が輸

入せられるに至り、明治の初期既陀描涜神戸共の

他の開港場陀洋式の運動場が設けられ、明治の中

頃より漸次公閣に運動施設が施され大阪府下鳴尾

に大正六年陀澗立せる運動競技場が建設せられ?こ

のを始めと し、 大正後期以後各都市に於て運動競

技場は，Z吋車なる殻遣を なし、今日 一般公衆の手IJli J

k 供せらる〉公開運跡易は全開に百十五ケ所、公

闘にして相官備完せる運罫j場を有するもの約三十

( 昭和十五年厚生省韓ブJ 局調有) を算ナるのである

が、之を賦米の犬と比較すれば数I ' C 於ても施設の

内容に於ても及ば F るこ e il-{:dご速 いので あって、

今後の後民を期せなげればならぬのである。然ら

ば臥米; %同が競って如何l乞運動場及運動公闘の殻

ili にうf ブJ 致して照るかをうl : づ! { 闘につ いて見る 11:

英同はJWrH' J rスポ ーツク ラブ」の護述許 し〈、従

って施設も儲育園謹t亡依って建設され? こものが多



脆 類 名 者G

A 公 共 的 施 設

I  公閑及推公同

lf 閤育運動施設及4宅地

施設

B  非公共的施設

l 闘 地

H  間育運動施設

( [ ) 公 閥

ィ、イ 本 主 主 公 閑

ロ、 iill 動 公 開

ノ、 、児 童首 公 附

二、 自 然 公 閥

ホ、其 の 他 の 公 同

( ] )  i¥仁 公 閑

館

館

山

明

場

旧

物

相

場

相
場

場

揚

揚

揚

揚

揚

相

場

場

旧

制

揚

相

場

設

定

技

動

施

民

主

競

叩

出

動

育

道

動

操

競

球

球

球

球

球

撲

怒

』

悼

の

泳

部肱

運

動

己

耳

育

止

恥

叫

醐

間

続

武

叩

世

相

岨

雌

四

陵

野

路

蹴

筒

排

相

陣

内

射

自

其

水

禍情

。

ィ

ロ

ハ

戸

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

リ

ヌ

ル

7

F

カ

ヨ

タ

レ

y

f

，
‘、

ッ、綜 合 運 動 場

( 2) 奨 健 施 設

イ 、 背 年 宿 舎

ロ、徒 歩 銀 行 施 設 、

ノ、、登 山 施 設

二、野 俊 場

ホ、海 水 浴 場

へ、 ス キ ー ー場

ト、 ス ケ { ト 揚

チ、 ゴ ル 7 場

人 グ ラ イ ダ ー 場

ヌ、其の他の哲老健施

設

細目は A に準 ず

細目は A κ f 幹ず

E免 j

 

H

H

"

'
'
 

l

 

( 公氷の 川陀仇する施設)

Ｈ公 ｾｾの運 動 Ｑ 本 益教 化等 の ｽｬｊ ｦ と 供する闘地Ｉ

公衆の ｾｅ 動 、 休 養敦化 、 生事＿ の月｝に供する目的を以て設
流せる附i也に して閥叉は公共閣僚の管躍するもの

主と して一般公衆の休養の用に供するもの

主 とし て一般公衆の運動の 周に供するもの

主と して51'. i置のをE動 のmに供するもの

主 として一般公衆の自然の享用に供するもの

1.主主路公[羽及之に類するもの

2. 動物関積物関及之に類するもの

3. 史蹟又は自然物等の保存を主 とす るもの

4 其の他

皐校植物閥、市上寺苑、公開私自司、墓 苑空宇公闘 に準ずる

もの

公衆の健育運動の用に供する施設

E豊育運動の用に供する 屋内及屋外施設

修育運動泌設を綜合せる屋内施設

剣道、柔滋 、弓道 、共他武遁の用に 供すとに施設

育憾l ! E動 の用に併する屋外叉は屋内施設

スキ ー、 スケ ート、 ホッケ ー、 拳関等の用に供する施設

水泳〈競泳、務 泳、飛込、従首長等) の周に供ナる施設

端 艇、端 舟、ヨット、カヌー其の他漕艇の用に供する

施設

。豊育館、武池 場、各種運動場、水泳池等 の中教施設を

綜合せるもの

野外に於ける鐙育運動施設

自将司王線行、i fH臣、穏著書、釣魚、温泉浴場等の 用に供

す る施設

省、和j の震に して父は特定人の周に供す る施設

運動、休養 、教化等 の用に供する岡地に して 営利を目

的とするもの 〈遊閣北h共 の他 ) 又 は特定人の用に供す

るも の

自豊育運動 の用に 供する施設にしの営利を目的とするも

の。
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<  1937年間家は髄育及休養法 ( Physi cal tr ai ni ng 

and Recreati on  Act)  ｩＢ Ｎ ｡ ｪ ｉｊ ｾ定 して 、 臨育施設の普及促

l刺 し一脂肪倒的lζ 鴨育園間及地方公共圏曜に封し

助成金行ってm1) ¥ I
l
J 3i ol三より lリ40年三 月迄民政

){f は運動場、プ ール共他の髄育;則木元施設のnl c

241 高跨 の Ｊｩｬ￬ｬｬＩ ｊ 金の交 付 をＱｩＧＺ Ｑ［ｩｾ Ｑ してゐる の でゐる。

調溢然 り。特 fC1¥I:h畠l乞於ては 1920年非常 l亡、割

期的な運動法案 ( SportIコlatz- gesetz) を作って居り

前i政洲大戦に於て ドイ ツの破れ? ころは 19 19年あの

非惨なる敗戦闘が依れ＿ こ るヰ Ｒ 年師 ｉｌｾ 到による ｦｬ 豊

2  t界 市

e  

実 公 園

， 、 ・ .

畠 二 品 孟 企 = 孟 盆- 主

力の 向上. を如何に重大硯 しfこるか Y わか る主同時

lて今 日の ドイツ の強さは決して、偶然にあら 子、

前然 の ま ｩｦ ｟ｬｪ ｾ Ｑ ごと 忠 ょ 、 のである。 ＱＲＱｪ 釦乞於ては初

羽は各閣育|輔の施設が多かつにゃ うでめるが、

財制路件。)1こめi I ! J i . 衆本位の競技に走る弊害を認

めn 公共闘鎧の施設K 主l民を置 くことに方針を一

越 し、 殊ｾ ｾ亡闘 家 ￭ ｬ Ｉｴ ｾ［ ｴ 主義の全盟主義的強育怯 Ｑ 策 の

質施 1' d'I:って、政府は強力 な る髄育行政機椛を 確

立 し?l1lJ 倒的ベル リン競技場の建設を初め とし説

制的 l乙市j1ij"村の助成に池辺; しつ 〉ある。最も 前伊

-:: _  .... ｾ［＠ _-_=--_:;__:::._ ::-;:--_忘J
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法案は米施工 でもあるが各都市の施設は同法案の

珂想、l亡向っ て進 展 し同時K 施設に封ずる標準とも

して居るのである。米聞に於ても運罫J場施設の設

住 は顕著なるものがあるが之は州、郡、市JijH:.J就

中都市・.]) 施設を主 左しにも ので誼育園理及私設の

悪霊力場も和賞あるが岡家全種として均衡施設の整

備を期する Tこめ合衆閑政府は 1936/<f ' - 公閑及休養士也

謝1 f . に附する法1 t ' ‘ A n A ct  to  ａ ｵ ｴｨ ｯｲｩｾ･Ｎ＠ a  st udy  

of t he P arlc. Par k wilY and Recre"ti onaLr el  Pr o; rams  

i n the  Uni t ed  States.  an d  for  ot her pur poses を制定

して全倒的調査を開始 して居り、付1¥閥 I!! i 列、黙 り、

1936年初Il W;1西政府は徐暇 及r，霊力局 ( S ons  Secf ctd-

ri al d・Et at da  I・orzanisati on de loi sirts )  ｾ＠ f! lj試して選

手 本位スポ ー ツより民衆盟育へ の 大 ｩ 隙換を ｾｉ 品 ｬ し

市 i' ii 村 氏許容す る腫育運動施設 に標準型を制定し

数千寓 フラ ンの問J i 11柿助 lてよ れ その施設 を助成

してゐる のである。

斯〈 の 如 ｱ 従来盟育園謹或は公共圏塑の白 ｲ ｬ ｾｑ

PU . T E  !II o. 判

1 2 4  

PL AN OF  PAUL  RE V E RE  P AR K， RI VER P，¥RK DI STRI CT， CHl CAGO， I LLI NOI S 

A れ 訂 白 01 叩I - ro玄in: at dy 9. 15 .c明 白!gned ..，. ｣ｨｩｬｾ ｲＺ･ ｮＢ ，ＱＺ ｉｾｹｧ ，ＺＢ ｵｾ､＠ ・nd nei ghb。品目対 p.rlc，η . ¥h悶 -

part divi . ion 01 phy ｡ｮｩ 副 ｩｮ 出 ｩ ・ｾｾｾＦＺｽＮ ｦｲｾｵ･ｮｴＮｬｹ＠ u. ed ｩｾ ，＠ child!!.o:・pbYj!I'Ou，ndl. ，1)>- ｉＢ ｮ ｾＡ ・ ｉ I rrangem. nt  
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｣･ ｲＮ ｴｾｲ ト ｶ young peopl e . nd adul ta.  Pl an d.・'8n吋 by J l cob L .  Cran. ， Jr .， C h bs(，・

3. シカゴ市児童. 近瞬公園
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当 官

. 髭議室E
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7. 日 産 厚 生 園

志に放任せられて居fこ運

動場の施設に釘し岡家が

防極的にキ111助を行ひ又は

附自ら ｊｾ の施設を貫施し

て凶以骨量力の向上を企槌i

せるは正に世界の趨勢 と

も見る可〈、殊に我岡の

如〈施設の蹟充i " 1 ; I ミ屑の

むとする隊ｼに於ては ｾｸＱｾ 誌

も公共圏髄も盟育園瞳も

私人も 、官民一盟主な り

共の宜施に過進 しなけれ

ばならないのである。

我闘に於て従来行はれ

て来? こ盟育運動の種類は

組めて多 〈、従って運 動

の脆類に肱じて施設も異

なるが、一般附民の瞳育

運動を奨HsJ する上 l亡最も

趨22 と思はれる施設には

別表の様なものがある。

表中の各方自? 設中韓育運

動施設として掲げにもの

は単調11 [ . 設置せられ或は

他の施設に附帯 して設置

せられる事もあるが特に

公闘 I'dl ' 置せられる事が

多い。公 闘は公衆に開放

せる土地 にて闘又は公共

園鶴が管理する Tこめ之K

各種の髄育運動施設を併

世するが最も便利であ り

E 公闘の利用便値を高め

る事にもなる。

南港金剛厚生国

|商 政 38. 000坪

都市が有すべき運動場

及運動公闘の面積は如伺

忙して決定すべきかは種

々議論せらる〉 こE で全

市域の而読の何%> : . 云ふ

様に割合を以てするもの

2 7  I  



又市民一入賞り幾坪と 人口 を標準とするものがあ

る、市の商杭は行叡区域全指すから必す' しも都市

左して利月j されてゐる地域と一致するものではな

〈 、 都市 ｴ て 依り人口松 ｔ 立は ｾ ｪＧ，ｾるからお ｪ｜ 市 ｬ 印 ー偵基準

より人口基準とす i る方がJA論 _I - . 合法的である e ｾｮｬ ｊ＠

へる。

連重力場建設計担: の円摂は大胞の標準を定むるこ

とは必要でー肢の理論教は算定し得る。低伎の例

θ  

8. 静伺. 、草薙線合運動場

1 2 8  

主して例へば澗謹のウオルフは人口一;入賞 り3. 65 

平 方 米 ( 1. 10坪) ワグナ ーは 4平 方 米 ( 1. 21坪)

湖逸鵠育会L - i 仰は標準4. 5平 方 米 ( 1. 36呼) ( 最低

2.5':- 1' - 方米) (0. 76TF.) と云ょ、摂準を算出して居

る。今参考の話め我聞各都市( 人口 25. 000以上) I亡

於げる運動場及運動公岡の現況を猫i釦 ζ 於げる拾

年前の調脊例と比較すれば表の如き相異を示 し我

同氏於げる檀育運動施設の現7' j kが如何lて貧弱であ
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B 表

るかは一目 瞭然にる E共陀之の

施設の事業K 批はる 者の責務が

如何に重大なるかを痛感せしめ

られるのである。

ベル リンと東京に於げる姐T f

向上施設比較

( 筆 者 は 南 海 蹴 株 式 鮒 )

工務部管繕 課 動ｾ )  

南 海、 狭 山 池 厚 生 園 施 設 の 一 部

，3 0  

，
・
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簡易生命保険の保健施設について

我がf白易保険にあ りでは創業の首毛IJ よ り市 l乞被

保険者の仏tnt保護の問題{ 亡留;立して、全閉会:2JI去11

市 11: 1住IJ t相談所 念日lj設抗告するの外、巡回健康相

談 の 施行、 ｦ Ｚ ｪ［ 占 妻 、 Ｆ 花柳 病 Ｑ ｾ 仰￭Ｉ ｪ 思 ｩ ｧ ｩ Ａ の Ｚ 宣体 、 民火災

共の他の失設的災特 l乞主i'-r る臨時救護の躍置、印

刷物及前動馬民による 保健術生思想、の普及等被保

険持の健康増進 とilH: 令術生思惣の勝設 左右? 目棋 と

して汎〈 多方聞に ;;:9 多知 の粧費ぞ投 じて最善の

う ｊ ｦ カ ｾ 続け て米 てゐるの で あるが 、 本 文は 被保険

者ー保健施設のあら まし を述べ る主 共 l乞特 lて簡 易保

険の最も主力を注いで粧替する ところ の他出相談

所 陀闘する 概ドi告を紹介し、そ の如何な る円的の下

に生れ且つ延びん 正しつ〉 あるか に言 及せん とす

るもの である 。

被保険者保健施設の由来

生命保険の頭初に於ては賭製は何 ら力 をJPi すこ

左もなかっ? この であ っ? こが、 持翠 色の連絡を保っ

て日勤し初 めfこのは比較的近代の こ とであ る。 更

に保険 e¥皆皐 とが協力するに王ってか らも本?1;の

保 険 ｩ 待感が 雌 立主れ Ｗ こ の は更に後 期 ｦｌ ｊ ｾ すのでぜ あ

るo 即はち生命保険に保健施況を 力Hふる陀至っ て

生命 保 険 関 与 ｌ の新時 代ケ 坦 ｬ へ 漸 Ｚ［ｊ Ｈ ー ・般附 Ｑｾ の ｻ住民

保護の 1:] (1'.]へ迫司王ケカ11へ るIC 王つ ?このであるが、

保健制度 の円的は専ら最後の事立; 救怖に あ りとし

同種危険園清t1の大教III : ] 結合を必税 として危険分

散 を はかる を ｦ ｴＺ ｛ ｾ ［ｉｩｉｪ ｊ 皮の 本 態なりとする ［Ｑ 引 念はず ｦ

人 が ｩ ｴＧＺ ｾ Ｈ f;t拍動車 に よ り 匁 へ ら れ て 米 fこ所 であっ

1:。従って保険事 政に保険給1・]':e 以 て能.:: jf 彩れ り

とし て、;j;jj めて ili 命論:' 11:] で、1A( 除草 I¥kの禁生歪容を

4午i吠する ことなど，!!iJ へで も見な かっ?このである。

而 る ｋ 火災 保 険業者が 十九世 紀 中 ｊ ｜ ｾ ＱＱＺ 到 って火

災事故の議防鋲 ｌ｛ ｆ ｾ ｾ 試み 、 耐火建 築 の奨励、 水 道

ｪ ド Ｇｬ ｾ ん［設備 の 完成により契 約 九三 左 共 ｋ 的金防止に ー 好

ブJ せ る事賞K 省' IJ せる生命保険来者 K 漸ゃ く臨率

佐 藤 夫重

により死亡歪容を減少し、 疾病を強 防撲 滅 し得るを

勿l り、 こ〉 に於て危険珪生の君主極的施設の撹充を

計り、 ー商事業の礁質化 をはかると共。に、 更 tて進

化で被保険手f の震に健康の保護増進生活M犬態の改

善 、平均存命の延長等に努力するに到つに。此の

新運動 陀第 一街を染め業界 iモ一大 筒繋を 興へ? こも

のは賀に米間 メト口 ポ リグン生命保ー険合枇であっ

て米凶よ りカナダ、陥洲、後洲、日本とこの施設

は移行して司什このである 。向こ〉 に特陀注悶すべ

きはメトロホ リタン枇を しての保健施設を断行せ

しめにフランケ ル博士は、この施設を 中産 、生産

の|特級 の低め遂行せんと の願望のもとに被保険者

のみならす、漸弐一般隊l民のf住民保護 を目的と し

て謹告せ しめ にこと である。

欧米の被保険者保健施設

- j LO 九年ニュ ーョー夕、メトロポリ グン枇に

よ り先鞭を つり られに保健施設 は爾来三十年間 i乞

全世界の闘心を髄め 、現在では各ilit 共何れかの形

K 於 てrr行せる 献 態 主なつに。例へば瑞典では瑞

ｾ Ｑｬ Ａ ， ｾ ｉ ｾ 命 保 Ｈ佳子 ＱＧ ￭ ｬ ￬ｬＺ の経営に か〉る共同結緩療 養 所で

あるが、 この腕試はソルパツケン、結按療養所主

名づけ られ 療設 は被保 険 平Ｉｦｌ ｮ ｾ られてはゐるが極

〈イ明党の負拾 を持つの みで他 は全 〈保険ヂ而1:の出

資とされるのである 。1M特色として被保険者の負

貯金は無利子の貸 付金 として保険金の支梯と相殺

さ れる こと ｾ ￬ 立 にこの貸 付 金 は治療 後 自動的 ｋ 年々

一訓先償泣 される ものとす，'1故す こと であ る。各閣

共市 ｬ ｉ ［ 仮病 ｊ ｾ ミの 以少に悩みつ 〉 ある 現 在の ｪ 伏況 の 下

にあっ てこ の施設は組めて布効且つ泊烈なるもの

と郁拐 さるべ きであ らう。

ｾｾ の 他 チェ ツ コスロパキ アＨ現在 は 澗領 〕 では

全 閣 内 の有名な温泉場に療養 所 ｾ設 けて強 防 的保

健腕試 としてゐる。次則:，i/Ji. 米各閣の保険合ilfl:で現

lζ 貰u しつつあ る保健施設の主なるも のを準げて

3 1  ， 



見 る主 主会の如〈 である。

1. 定期健康診* - 2. 訪問看護

3. 保健衛生印刷物の配布 4. 尿検杏

5. 結核療養所 及健康相談所の経営

6. 公共的保健衛生運動

以ヒの内定期健康診奈が最近は特K 各国共に普

及し保健施設 の中枢をなすに至ってゐる。而して

健康施設はその封照を被保険者に局限するこ主な

〈汎〈 一般公衆の衛生思想、の普及砕護 と街生欽態

の改善 左右? 目標 とし て講ぜられるに 至つにのであ

って、 これは云三、 までもな く被保健者の健康7状態

の改善、及び死亡率の低減は一般民衆の衛生欣態

思想、の程度 、衛生施設の定否等K 左布 されること

亦大なるが7こめで ある 。従4' て生命保険の保健運

動は漸弐一般民衆 をそのi t J! Hとするに到つに ので

ある 。

本邦に怠ける被保険者保健施設

明治二十三年本邦K 誕生 して以米、約五十年間

に飛躍的に護展 しfこ本邦の生命保険事業は主主K 共

の普及率K 於て米英に次 ぎ世界第三位を占むる盛

況K 到つ fこ。従って事業 主共lて保健施設も 近年幸子

し〈 整備されてタk1この である 。今普通保険の保健

施設を上げると 次 の如 〈である。

1. 家庭盤整共他リー フレ ツ ト等の印刷物の護行

2. 健康相談所健康相談部の開設

3. 救護班、巡回診察班の首長遺

4. 州院、結接療養所、産院の開設及び診察製償

入院料の菟除叉は割引

5. 映融合共他 にある街生思想、の普及

これらは皆何れも相官の成結を上げてゐる ので

あるが加入者本位の 傾向.揃 誌な 黙が遺憾であ る。

簡易保険の保健施設

前に も一寸連ぺTこ如〈大正五年十月創業以外記異

-!Ikの殻民を遂げ、昭和十六年七月 十一日lてはその

契約局) i'，j 億闘 を突破し、 現契約高 i1十億闘契約件

数五千武百高{LI=K i 主し、 盆 々加速度的に進展の過

程を ｾ Ｑ こ どってゐる のである。 これ は近時 の 貯蓄奨

励浮動購買力吸牧の運動が分る底に大なると共に

簡易保険がー簡 易保険ではな く、同氏保険と して

一般民衆K アッピールする に到つ?こ耳f i' it (，I!感せき'

るを得な いのであって従って、被保険者中lとは側

めて多数 の勤持階級金包含するものである 。即ち

1 3 2  

簡 易似険l亡於いてはか〉る 被代険者を多数i乞持も

且つ ー舟空間氏 の大多数が)111入してゐる刷係上そ の

保健協設の必要性は ~般民皆保険に比し、特に必

要なものがあるのである 。 こ〉に於て簡易保険局

は創始以来被保険者 の保健衛生に深甚な る注意 を

梯ひ、 施設を鎖充し てゐるのであるがその内主な

ものは

1. 健康相談所の経管

2. 巡回健康相談 の賞施

3. 災害救護

4. 保健衛生思想、の普及宣侮

等である 。

簡易保険相談所

健康相談所の粧替は、簡易保険の被保険者保健

施設の枢軸をなすものであっ て、大正十一年に創

設 されてより漸次増加 され、昭和十七年三月末 日

現在に於ては内地を通じ三百十七ケ所を、外地 で

は華問 、樺太、閥東州に十数ケ所を撒ふ るに到り

留印ji約600石ー護婦保守 1600 共他、隊員合計3500 K 及i く

に至つ1:。而し てその取扱事務は、健康相談、特

定の疾病の治療、訪問看護、及び筈商相談でがる

が一部の相談所では投薬 もしてゐる 。 その他大部

分の相談所にはレン トグン設備を整へてゐる 。而

して健康相談 、訪問看護は全科で治療並に特種の

設 備を要する 検脊及鹿置に付て は使用料を徴し て

ゐる。

( イ) 健康相談 及特定の治療

* 所ず る健康相談者の九割j 六分までは疾病の所

有ｾ で あ り 紐 費 珍祭の要望 をも 入 れて 一 般内科 診

き誌を行」、他、 結後の早期設見、療養激防の指導、

大ＳｉＺｻ安 ｴ ｾＤＭ ｴｦ 法 を ［ｪＺＱＡ 幹 と し て、 ｾ ｾ総 括 ￋ あれば 人 工ｾ ｻ

胸を?や ること になってゐる。花初併Hr. つい ては疾

，也の護見、取防智識の普及の他治療を施 してゐ る

が共 他 一 般 の疾患に は 鹿方 策 を興 へてゐる。 ｴ ， ｾ ｊ 開

局事長剤師の居な い不便 の地では所内調剤の需に舷

じてゐる。共他今の鹿重黙主義に徹す る1こめ専問

外の眼科、エ干』忌科、外科等の領域は臨，註鹿置の範

囲 ｋ ｾｬｻ ら れ てゐる 。

訪 問 ＱＱ 謎 はが ｩ 緩を ｾ ｮ 的として 運行 さ れ てゐる。

( υ ) 相談所。の建築施設

現心:は( イ) J頁の虫fI き保健業協を行ってゐるの で

めるか ら従って相談所願舎 の主要部は診祭室であ



ちレントグン室であり検査宗である。然 しながら

現在までの建築施設は色々の不自由の? こめ、且つ

相談所共物の護展過程にあっ? こ矯め、極めて小規

模不完全 、 のみならす・甚 ｴｾ 非合目的なものさへあ

つにのであるが、こ れも年次改良に辿王宮をかけつ

〉あるのである。共に各鹿要室の概要を述べん。

a)  診祭右主 多数の患者を極めて能率よ〈診察

する? こめ K は、一般診察の要項を調ふる他

に室内にて待合室あり呼入れ? こる患者を埴蛍

に控へせしめ、着脱衣の便を計り 、且つ患者

のプライパシ ーを充分保? こ〉しめる必要があ

る。

然して患者と盤帥との封談が外部rci 史れざ‘ る

践にすべきである 。 ガラスク リー ン等ｾ使用

して控室 、 更衣室ｾ明る〈附嵐せしめる等も

診祭の流れを国滑、且つ迅速ならしめる ・方

法であらう。

b)  ν ン ト ゲ ン 室 透 腕、撮影氏側なる様 lζ す

る他、主主の乾燥度のよきこと 、遠距離撮影の

出来る便利の? こめの再生活 、又比較的大規鎮の

相談所では集園検売の使の?こ めの間接撮影家

集図結合室の附属も必要である。

c) 検 奈 室 検 尿、検{更の他、血沈、 JUL清反応

等［ｾ行 ｩ 、室ｾ設りる底もあるが充分の天然光

を得られる室が給封必要である。

d)  玄閥、待合室、相官の多人数 I'C もか〉はら

今患者自身の乎で下足を整理し |てllUきに履き

縫へて入室すると云」、自治K よるものである

闘係上、充分以上の設備とする必要がある。

c )  底世室花柳病治療共他一般踏急底置を行

」、主として設ける宝で忠者の心理になるべ〈

影響少なき 株に配世するものである 。

f  ) 休 養 宝 注 射 後 の 休 控 室 等 fL Ｇｴ ｾ ｴ ［ てるもので

ある 。

g) 強備室 人工気胸蝶法を行つ? こりし? こ後数

時間又は数日休養せしむ る信等 Ic Hi ひるもの

でペッ トを設置するものである 。従って簡単

な湯r J l¥等のイ更を設ける必要がある。

h ) 研宜保、剛警告比較的大規般の相談所で

は相談所皆J ' : :/i の臨床開星第を ー焔関与Lの進歩'1乙

ＡＱ｛ ｊ Ｃｾｻ せしめ以て診療の ｒＢ ｊ (J 'U;  i" J刻するにめに必

婆である。

i )  事務先奨局、蓄米の窓口を以て患者 el 伝

1'1する方式は患者ーをしてr，lj :ipill 的に波労せしめ

めまり良い気持 lてならぎる故将来は1，)'( と々 し

Tこ開放的カウング ーを以て患者との肱i-i場 鹿

とじ努めて明快ならしめる必要がめる 。難局

もガヲス民 りの宝の如きものが好ましL、。

j  Ｉ看護婦 ｉ ｾ 日本航人 主してはやはり座敷が

fri ましいが、衣類戸棚、化粧槻等の他訪問看

誰考察の議立を捻」、符でもあるし 、書粛とし て

の治附き 。ある 主主として準備して泣きにいもの

でわる。

この1U! 色々の布 、ti設備等も必要であるがそれは

- 般的i I むとと大差なきものなれば省略する。向この

他 lて簡易保険) 詰' では 中央相談所を7全闘極¥! ' { i の地 に

設置し、各相談所の中央機閥 としてー高度の臨床諸

Ｊ Ｉ ｾＱ 年を行ひ得る様 、 且叉職員の養成をなさんとす

るもので共の一部は既に開始され、 目下主主絵の賓

胞を f包: ぎつ〉あるものである。 以上で健康相談所

の概設を逮べ Tこのでめるが 、しからば此等施設の

効果は如何であらうか。

保健地設の効果

各闘で色々の統計資料が作られにのであるが向

今日貨際の峰、保健施設と死亡率との闘係即はち

如何なる保健施設を以てせば保険上故効果的なり

やの問題は依然 として説明するにはあ まりにも困

難なものである。然しE請にの如き効巣のあることは

何人も否定し得ない ものであらう

1. 被保険者個人 K 封する効果、疾病の早期設見

早期治療の機合を得、自己並K 家族の街生7 1 f t 態

の向J 二を得るが如き何れ も個人の保健 k叉経術

十.1甚大なる利錠を得るのであって生命w除と| 司

11寺に生命の確保の1欽ぴを亨〈るものである。

ＲＮ 保険事業 ｋ 釘する効 浜、死亡 き容を ｪｾｩｩｴ 成し事業

の安全度を増加せしむ。

3. 祉合に謝する効巣、人的岡家主奇妙; の増強は時

局下特陀その効果は絶大なり 。更に疾病の多 〈

は人話的 IC ぽ防 し得るものなることを民衆lて徹

I t しめるが如きは偉大なる話1: 内への貢献であ

る。共の他公共1別仕事業への刺戟を興へ、EI. つ

ｩ ｬ ｜ｬＺ作 Ｚ ｖｾ 法を辿進 ｉｊＩＩ 長 一 ｴ る効｟｜ｪｾをも行するものと

Jι は KL る。

結
圭五

回目
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保健施設、特κ 簡易保険の保健縦設は以 1-- の如

〈大いなる足跡を印して来? こ。然し保健施設の{ 貨

値や効果の選大の徐りに将来の保健施設の見透し

を忘れてはならない。盤務組織の形態圏内多種の

施設の統一さる可きや否や一一 経皆技術の問題は

如何に解決さる可きやこの理論的研究は将来にま

7こなければならぬ。更に自由主義的性格・の普通保

険事業に麗し に保健施設は曾てなき試練に遭遇す

さやま池厚生 ｉｾ Ｆ

1 3 4  

るもの主信じられる。然しfit i_易保険は他国1乞瀬例

無き燦力なる閥家機関なるが＿こめ 、 且つ被保険［ｾﾭ

が蹟〈一般民衆であるにめ、将来はその保健施設

の被保険者の矯めの言葉は尉家の矯め色云i 、言葉

に置き換へられることでゐらう。而して閣家保健

留療施設の一環として毎々増強されるものであら

う 。 ( を は り 〉

( 保険院簡易保険局管理課皆絡線技師)

さ や ま 池 I宇 佐 陶



イ コ マ サ ン と 厚 生 鍛 錬

生駒山一ーとは生駒さん( 生駒虫天) と語呂 の

付j j泊予る所から随分と大阪人 lとは親しまれて米?こ

山である 3 そして大軌電車と云へば奈良の あやめ

池よりも寧ろこの生駒山を連想させる担問者は絡

接不敵なものであって、服装40高坪の山を所平j し

てFlj ｾ＼ＺＺｾ＿￱￬ｬ ーはこれが開設 ｉ ｣ ｈｬ 々のエピソ ー トを 純

り込みつ〉英大な費ｮｊｾ投じて米にのであっ ｔ こ。

常時の生駒山は遊閑地的l亡開護の方向舵が握ら

て居て、これに群/J 、の良心なき企業家が便乗して

i様 な々者il人に阿ねTこ施設を試み 、一時は全〈遊説

的な涼困訴にまで砲してう1<: 1このであっ? こ。ぞれが

大主i L 電車の祉名を闘阻止行主改められる主時を同

じうして、山上も 厚生的、文化的の諸J泡設が形含

整へて貰現し 、 あ Ｗ こかも開設の方向が Ｍ ｉ ｾ ｬ 八十度の

旋回をし? こかの椋になってう誌に。而し、この厚生

的、文化的への陣婦は、今日の時局から止むな

く、させ られにので はな 〈既に七、八年程以前か

らその胎動は始められて、ゐ? このであ そコ ?こ。

N: んな芯; 味で、矧礎的にきへならうとしてゐ? こ

山 1での涼悶試の良八中にあって 、j字生的、文化的

方向へ鑓換をしゃうとする4 fl: は、諸』伝説が相常に

い〉牧入を事げてゐる限りに於ては 、事業向nH: と

して仲々 察易な ことではな L、。共れは、これまで

の遊山的な投資のイli 行会全然無! と しないまで色 、

相官の無駄を覚悟しなりればならないし、又、後 a

宕の方は民衆にアッピー Jt-す るには随分むつかし

いからである。

打':r :t' 無税しゃう ーー と'Iil ‘ の方針治、決まつ{ _ーか

らはや り易かっ 1: 。今は亡き プノl ノウ・グウト氏

や、都市計・';!ll Jの横威布、造閣の大家 などに貰地J ? i i i

奈を願ひ、過去の投資の形骸 を無腕しに白紙の立

場から卓見を求め て、やっと 一つの指議 円棋 を打

ち蹴てに。この時を限つてはっきりと肖八十度の

旋回をして 、今 13順 37逐」、て広 まれオミりつ、ある

竹 内 孝

もの ｾ ｊｊ 台動 が始めら れ ＿ この に つに 。

これが第一活- 乎と しては 、先づ頒雄的なもの、

撤去であって 、群小企業家の料亭.族館等を貿J j 1 c し

でかつての断影を止 めぬまでに改築して経替色合

nii 組織の 、一環? こらしめる桟にされにのである。

説いて家族を単位として厚生鍛練を目棋とする

" 山の家11 週末休炎の7こめにとて 11 コツテージ 11

lij :少年の l姐謹的修養 と訓練の lヨ的に 11背少年鍛練

道場11 航宰思想、普及の一助にもとで 11グライグ ー

場 ＱＱ の建設を貰現させると共 ｴ 亡 、 彼等ＮＱￌＧｾ心の大室

への幻想をより i街〈昂揚させんにめにとて 11航 益

iii 場11 を建て 、或は山にさまよひ、山に修めんと

する寸支ハイカ ーに開放すべき 11八紘合11 11野外

炊事jJJi/l ｉ ｉ ｾ Ｎ本 ｉｉ Ｎ ｜ｊ 接合 Ｈ ｉ 文 化 的施設を始めその 他 ー

ごを最近竣工せ しめ 、 目下設計中のものもある。

それに続い て貰現さすべき大1;. 剖策も、しきりと

胸rc ｩ Ｏｩ ｩ ｾ 、 ては、 ゐるが、 こ の 時局はいつの日 ｴ 乙之 等

を確かに産みW，させて F史れる? ごらうか。

山 の 家 一一

ｩｩ￭ｩ にも少し 嘗 い＿こ様 ｬ こ 、 家 族単位 のものｾ ).学生

鍛練の l閃f.Q.凶・場?こ らしめゃ うとして建て? こ のが 土

れである。

敷地は k f ll の千野を撤 ドし、1l ! : rc 透け 〈笠世、

シドiI!:{t>越 えて正: ;開幾十豆、 自然の 四季とりどりな

彩りを各戸の窓溢 lこ思 i 、イ{分 lと饗臨し様 主し? こ。

戸数は約三十戸、潤-:v: 家屋の組めてIJ、さなもの

から 、相首t亡納iつ? こ別荘j武なも の まで 、各々その

:也向を鎧へ、長屋式の ものも 二棟建て ?こ。

各戸共簡単な炊事が出来ーるやう に設備をし 7こが

向 金戸を打って 一 丸 と し 、 共 Ｑ ｾ ｬｪ の一家 主しての治

安 、食 ＧｊｾＺ ， I:-l  )I J品ω版史、事務所と各戸との泊似

漣絡設備官: をも設げ Tこ。

nl1閣はこ の浴室 と貧会えである。
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計讃の本意は明朗家族 をー単位 t し、単位相互

の親陸、常識の交換、何かにつり不自山勝ちなる

べ き恨住居の有無相通、lリj 均j は他 J ) 家族生活を貰

見する 司王による自試向上などを期待して、浴室の

j質問 は数戸家liJ U ) 合同 l亡、食堂客' 奈は十数戸或は

全戸、家族J ) 集合 111こ便するつもりであっ ?こ。

今 日の祉合組織の根幹をなしてゐる "隣組" の

共保共有ーか直廷に 7- 8年前我々の歩K 描 いて、こ の

;11主主?整へ?こ事をおもへば、 まことに興i淡い。

果してこれは成功ピ つTこら うか ?

7- 8年iruの祉合情勢l乙於て 、営利的にはJ折うい

ふ計劃 は決して所謂ー そろばんの もてるものー で

』まな し、。

豊島利を度外視 してーー と言ふ出張は 、責任者を

i}とめて経営して見れば、いつしかそろばんを弾〈

や うになって終ふ。亦これを利月j する人建も 、別

荘を持?こない プチブル階級の数日の 1/ 避暑別荘1/

と考へ られて終ひ 、 そして彼等の常として 、斯 う

いふかりそめながらも 、此れは日Iml;・Tよりーーーと自

認して見れば、極端に自由主? 求め 、他 よりの如何

苧 る拘束をも い とひ 、首然の義務すら挫りゃ うと

す るのである ψ それ l放に "隣保精市li l/ は到底貰現

出来る事ではな〈 、いつの聞にか食堂 も浴室も . そ

の欽務を解かれに、主堂は敷地外の一般公衆t乙も

門戸を聞かれて市升ニの公衆食堂と同じ性質にな り

下 b 、浴室の駅間は、浴後の涼を納る〉 一室に過

ぎな く なって 、 日中は只 室ｾｾか こってゐる有様

である。 !II戦践勧i尚j狗首陀於 Uり? る1雨刑枇i河花i:千令什??白↑附I

ＱＯ 隣仇保 ｾｉＯ と い 』ふ 、 組級謹冊制ｼ リ ｬい、 思惣系路は 、むし ろお

瓦ひに "おせっかい'1/ なものであり 1/ 迷惑至極1 /

なものであら う。

斯うい ふ傾向 への大きな繁昌は 、我々 の計画: と

はTことひ反撃J 方向であっても 、営利令枇である以

上、 謡い試のものではな〈 、 まことに摘し拝し 、

有難迷惑な訴がする。

この施設が世間に知れるにつれて 、一 日の利対1

.にも激約しなげれば25室が得られなかっ? 二 七 日

曜の利用には 、金曜日あ? こりの比較的関散な日よ

りの申込とし て権利を留保しなければならな〈な

り、 この勢ひが段 々極端になるに つれて 、利川ゆ

附級も 上昇 して、 →投民衆か らは益 ;々 主ぎか りlω

き、日IJ 荘を持?こ ぬ階級の 1 ヶ月の地場ー別班、一変:

I  s 6  

の別荘 主までなり上つfこの でゐる 。

而 し考へて見れば、 後 りにも首視の目論見 より

m: 倣すること透かである彪から 、家族中K 病 人ぞ

有し 、療養の目的を以て滞在する者には優先賃貸

す る 僚制Ｎ ｾｾ 作って 、こ の趨勢にプレ ー キをかけ に

が こ れはｲＮ在 か によかっ ｔ こ。その後は虚弱児ｾ有す

る家庭、一家会趨の保健を念願する家庭K よって

大いに利mされてゐる。

まことに文化胞設とそのき京出試 l乙充?こさ れに健

全な山上K 於て 、或ひ lまは虫類の七日取に 、或ひは

足を仰は、して尾根体ひに信貴山までのハ イクlて、

時r c : は友を集めて山中 に野炊を味はひ、叉一周 l

粁を裕lて超ゆる大グラ イダ」若を早朝鍛錬道場と

して 、繁明の 山訴を l呼吸しっ、 一・5誌を率ひで駈足

強行 、 或ひは ｢ ＵＧ ｩｴ 、 ー 商の芝生地域の ｾｬ 露を踏んで

素足徒歩なじ家族訓練と図撲の日制は この地形

施設を利J i j して 、如何拡ーに も組めるのである 。叉

その意l床lと於て 、大いに利用されつ〉あ? 現況で

ゐる。

斯うい五、盟省な日訴はプチフソレ或ひはそ れ 体上

の階層 l亡のみ許さる〉ものではなく 、寧 ろrfi: 民局

l乙L そ、共の必要があるのである。その怠味に於

て令制: では賃貸料を低阪にしてゐ るのTごが、これ

は亦中泊以上の者連にとって 、よ り長期契約 を容

易K する逆効果となっ? こ。

これの率的の内てt : にょっで1 / コツテ ージ1/ の出

現となっ? このである。

" コツテ { ジ1 / は全〈のポ ータフソL 、天幕と若

千の丸太と板、虫除り網戸とによって手軽〈組立

てられる。 10数戸の (1 コツテ ーヂ" こそ庶民の 一

日或は数日の夢を結Lましめるものであって 、我々

のぷ ｾ ｅ の念刷が廻り道 、 寄り 道 をして 、こ の Ｂ コ

ツテ ージ" になっ?こかと 思へばいさ〉か; 皮しい。

今後 I' Cr i * せられ? こ病題は 、 "山 の米" を いかに し

てコツテ ージ:;1(; :みに r( F . ，! J 亡へ開依するかである 。

×  ×  ×  

" iJ lの家" (1 コツテ ージ" 共に勿論夏期の利用を

像作としてゐるので 、氷結下 10数度にも下る こと

ある " ，- 1ての越各K は、"Pf成りの不備はまぬがれな

い。各日j きの誌は;夏向きでな い事( 主 、。特異な わが

ｬ 刈の ｾ ， ｜ｴ 耐熱Ａ主の ｩ 古態では Ｑ Ｑ ・むを得ないもの 、、 ＱＱＱ

( 以下40頁下段へ繍( )



日本電力株式曾社 日電産業報園曾

修養・道場・八紘苑

は し が き

紀元2600年の記念事業を何カ・やること になっ fこ

のであるが、色々あれこ れと考へfこ末この八紘苑

を建設することにし? こ。

この八紘苑の者へ方ぱ産業 j世間運動が段々慌に

なってう| 叶こ折柄、何かこれが中心 になるものを作

りたいと思つにが、従来の倶繁部式では時局にふ

さはしくないのは勿論、そうかといって『行』木

伎の道場も竪すぎて、而も年中毎日利月j も出来な

い。結局倶策部式の和合図繋のい〉所と、道場式

の般粛な所とをうまく 調和させて日常の生前を通

じて精 JI司1身轄の錬成を| 判ると共κ 、産業。1長岡運動

の中心として行 か うといふ風な 考へか ら、色々 の

施設を綜合白ザ ｩ 亡取入れて ｾ｡ Ｇ￰身者は勿論、家族持 Ｇ ＧＱＺ

抗女子、ノj 、供lモも有効 l乞利用できるやうな厚生施

も設をしにつもりである。

1. 建 設 の 趣 旨

皇道精踊*，乞徹 し事業一家産業報岡の質を皐げ、

大政翼賛の使命を全 うする一助として 、修養道場

『八紘苑』を建設し、精品 ＱＱ Ｇ の修養と韓力の鍍膳ｾ

行ひ、皇闘産業戟土としての固い信念? 孤養する

と共』亡 、併せて寄宿舎を設り青年枇員を牧容し日

常生活を通じて、精神並 l乞身種の錬成主? 闘 り規律

ある生活をな きし め、次代の産業中堅戦士を養成

する目 的のも とに建設することにしに。

2.施 設 の 大 要

( 1) 透奔所一敬利l崇組の念を漏養する鴛合宿新

は勿論道場に参集する従業員は必すe 遁秤をな

きしめ精紳修養の根元とする。

( 2) 講堂( 修養道場) 一牧容人員約50人

杭員約50人を l 組とし順次交代で宿泊せしめ

各種の修錬並に精神講話等を行ひ精Jli *: Mzに身

腫の錬成に努める。

( 3) 合宿所( 寮〉一滴身者を常時牧察病伯せしめ

荒 川 卓 次 郎

る。牧容人員約30人、 指導ー平5・を? 世き翻身青年

ilit 員を l 年若くは2年毎に交代牧察し日常生析

を通じて精fijill '  j (Z I ' L 身慢の修錬を行ひ規律ある

生析をなきしめ次代の産業中堅純一1:を完成す

る

(4) 武道場一剣道、柔道、弓道、相撲

( 5) 運動設備ー 庭球場( 野球場ーは隣接の大餓電

率の第 2 グ ラ ウ ン ド を 借mず る )

( 4) と ( 5) は講堂に参集の者並lモ合信者は勿論

金制: 員が勤務時間のi徐11阪を利tl i して jifLl "i :.施設

を有効に利用する 。

( 6  ) 競楽関、果樹閑ー趣味と貫録と保健!厚生を

ヨたね虻民のみならす・家族にも開以; し都! 棋を 巡

り土 lて親しむ生 t刊を l床はしむ。

3. 所 在 地

大錨沿線藤井守zの i!iJ: 有地約九千坪を之 l乞充 1

7こ、山あり、 森あ り、池ありで問季と b どりの眺

めもよく力11ふるに大餓電車野球場が二ケ所もあり

教材闘遊閑地 を控へ四悶の環境は申し分がない。

4.工事準捗獄況

今年の紀元節から品i: r 1の到j努奉仕 l亡依る絵地作

業を開始し、続いて 3 月! とは地鎮祭伝執行 、愈々

第 l 期工事の食堂、事務所、翻身有合宿所( 一宇

寮) 及庭J ; k i ; 易の建設に若手し?こ。 11 月末頃 l乞第 l

期工事Ｎ，Ｎｾけは大韓完了の見込である。

( 筆者は日本電力株式舎最士、総務調: 長〉
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我 祉 の 厚 生 施 設 に 就 て

小 引

一口に厚生施設と申しでも色々ある。毅菜、錬

成、韓育、慰安娯紫、保健衛生、時療、粧1f i 共i ' f i

表彰、便主主等共種類も多〈範囲もｦＶｾ い 。そして大

工場 と云はれると ころでは耗度の差こそあれ此等

の各新類に亘って賓施せられて居る。従って編ギff

者ーから特に 「我杭の厚生施設J p: 就て書げとの律

令を載い? こ以上は、我雨上の厚生施設の全般に工i . っ

て記録しで も意味はな い。そこで以下我枇の厚生

施設中比較的調自の色彩を帯びて居ると考へられ

るものを書き記し度い。但 しこれと共に所前l L ' 1 ' 郎

自大t:: t  omはれるかも知れな い。御寛恕ぞ乞五、手c

ＡＮｲｾである。

1.  修養曾に就て

従業員の孝文芸を昂め人絡を向上さす需に名杭の

修養方策がとられて居る。税務i合、 I18習令、錦 j女

合、何れも示1 : 内で行つ? こり /11士外で行つ Tこ れ 或 は

年齢別、性別、 身分}j l]等氏 、分って考へられる。

首位 l亡於ても以上各種類の叡養方策を抗行して行

アてゐるのであるが、就中特記し 1: いのは月例修

養諮脅令である。

月例修養講脅合は旬: 月一回郊外の雨:ll 九三で行はれ

る。参加者布t同百二十名、三泊四目、昭和十三年

一月から開始し巳 lて蓮額四十回の記録を作つに。

修養討作型合を行っ て居る令市t . は元より !数多いけれ

ども、勾: 月賃施し然も巴に四十問の記録ぞ持つ質

例は会闘を通じて稀有t:: と思ふ。 此修養子7の特徴

が三つある。

イ、中心誹師は松元梢穂 先生であって然も 四十

同の娘一回fごに快か され? こ事は無いと 云ふ こと。

給元先生中心の講脅合は講習を以て米の飯l亡例へ

られ、従って il 司日間に亙り l買制、機敏、敬度、を

軍: 説せられつ〉も兎もすれば苦痛が伴ひj般傍過ぎ

る観を抱かす鍛錬作式なやり方を避付 、匡寂IJの根
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に和紙会第ぴ、機般の裡 l乞利紫をう主へ、敬度の縛

に ｽｩ￭Ｎｾ 心 を重ん十る等、松元先生二十飴年の開険に

依る工場従業員の 日常生百I? と修養併との融合一轄

を目指して居る黙である 。

ロ、第一回以来今日 lて至るまで修安令参力l哨 の

教は巳に四千数百名に及び、執れも工場現場ーにあ

って修身務家、得職場をモット ーとして報閣の誠

佐悲 して居 るのであるが、前習を受り Tこ人々の移

動率を然らき' る人々の移動卒ーと比較して見る l亡、

前者は後者ーに比して約八分のーである。此驚くべ

き数字が悉く修養令の効果t:: とは云ひ得ないにし

ても砂くとも 、努働移動の原悶は仙の問題と同じ

く結局は魂 の問題に還元せられ ることを雄簡に物

語って居ると思ょ、。

ハ、 老)Iii:l <，: ，mらが説削iの- .1#1 として壇lて起つこ

とがある。過去四十j f : I j- -阿と! i :ojf ' も飲〈ることなく

午後一時か巳午後五時過ぎまで前後四時間に亘っ

て摂上に起丸 、然も毅師、設毅仰の態度を全然削

れ一例の人Hlj として過去四十年の合制ーを中心とし

ｦ こ生活ｾｾｊ｝ ｈ＿ ￭Ｚ る共の淡々 ｔ こる 談話の 視 ｬ て従業員は

慈父を見H"，し、云ひ知れぬ感激のil=lI乞持 fこれで官'i

i:li: の修養67はilll: 長の想、ひ1+' ，話ある に依ってー稲積

特の霊能殻揮して居る左云って過言ーではな い。

2.  産報挺身障に就て

ｾ報提身隊は我枇潤自とものである。 これは自

惚れではないと思ふ。碁より産業報闘運動は箪な

る徐暇普用や厚生部[ 雨許りでなく職場 l乞於ける御

奉公の官官商も包括するのであるから共挺身除も純

然 fこる厚生施設ではあり得ない。然しながら康被

運動の目棋の大きな一々が産業人の厚生の徹抵に

ある こと を考段し特K 認に被告致し度十と思ふ。

前市上の産業報間合は昭和十三年十一月二十日を

以て結成せ られ fこのであるが共の結成に 方つて は

工場事業場の本質と産報運動の基本的性格に鑑み



最初から共組織を部除組織とし その最下郊の母幌

左lノて五人組を・採用し来つ Tこ。今回産報中央本部

の名 l亡依って会閥的lて部隊組織 と五人組制度が採

用せられる に到り此方面l亡於て微力ではあっTこけ

れども 陳呉の一役を買 ひ得? こ事を衷心より 感謝せ

5 るをf尋ない。

産報挺身除は賞 l乞この五人組を基礎として編成

せられて居るのである。即も金工場ーにある五人組

の世話人を以て挺身隊員左しそれ以上の上層指揮

者を 以て挺身除指揮者とする。挺身除の規則 {f 掲

げよう。

第一f床 挺身隊員ハ] 抗是ヲ遵奉シ 職域奉公ノタ

メ卒先垂ー範挺身ンルモノトス

第二僚挺身隊ハ五人組世話人ヲ以テ編成ス

第三燦 挺身除隊ハ産業報関令長ヲ 線指揮者 l、

シ各聯合支部長、支部長、分台長之カ、

指揮ニ常 Jレモ ノトス

第四f廉 挺身隊員ニ封シテハ特殊訓錬ヲ施スモ

ノト ス

右の規 則 ［乞 灼 かな い や う に挺身隊は常枇ｾ報運

動の中核轄である。 ru身隊が中心とな? て嘗i，H:の

産報運動は綿ゆる方聞に亘って 活躍に展開をせら

れて行〈のである。人あって或はi;11はん 「それじ

ゃ挺身隊は ナチ スの突撃除のやうなものか j と、

任務は同 じかも知らぬが編成は全然; 主って居る従

って其本質も雨者別である。最も大きな注ひは挺

身除は突撃除と還って産報の基本組織? こる部段踊

成の上tて乗っ? こ組織であり然る限りに於て職場の

職制と完全に一致し? こ編成を採って居る。ナチス

はそれが如何に命令服従の部隊組織をとって居ら

うとも現場の職制とは無関係である。現場の職: l ilJ

と無関係なナチスの突撃除は従って践報の挺身除

ではな い。ア ルバイト ・フロント の内部にヴエル

クシヤ ーン主云ふ のがあるが これはどちらかと云

へば産報青年除! こ比較すべきものであ令てこ〉に

云ふ挺身隊ではない。叉大政翼賛ヂ? の推進員もこ

こに云」、挺身隊ではな い。イ可となれば大政翼賛令

は職場の職制とは無関係であるからである。

斯〈考へてくるなれば産報挺身除 主は貰は五人

組世話人を含めての産報運動の指揮者、指導者の

特別修練覇韓である。首批l乞於ては此圏謹の必需

性を痛感し去る十一月十二 日厳粛なる結成式を家

行しに s 挺身隊員 l亡到する特殊訓練は主 E して

イ 工場規律の徹抵

ロ 製産力供カH

ハ 非常時工場防衛

を目標 主し、 集圏訓練の形式を，1:).""[ 力強〈これ

を行ひ度 L 、。目下 その訓練計議: の詳細は立案中で

ある 。

3. 住 宅交換に就て

大都市の住宅拶fl 底は首地 l亡於ても例外をなすも

のではな い 閑防産業の鞍土が住宅梯底の Iこめに

非常な悩みを感じ て居ることはこ〉で諒々しく申

すまでもないと思」、。首耐: に於ては其の↑ 品i みの緩

和l の一部として住宅交換制度を貰施してゐる。机

しこの位宅交換制度はー工場の内部だけでは効果

が語いのであって数工場が協定し相互に隣接医域

の位宅を交換するこ主が必要である。営祉に於て

も愛知燃産業報開合の指導主協力を得て今一段と

共本制度の規模を大きくし fこいと考慮中である。

4.  ｾ 童 家族の副食 物 に 就 て

物資の配給不闘滑な今 日l乞於ては、工場附属の

日用品当Ef台所( て於て、全従業員の家庭の副食物 ぞ

配給する のが理想であり うるけれ ども莫大な従業

員数を擁する首位にあっ ては不可能である。只こ

こ にどうしても放置 ｉ Ｋｆｾ＼Ｚ な いのは出征遺 家族が雄

し々く も起ち上って産業戦線lて投じ銃後の職場を

諮る一員となっ? こ場合不幸にも :比家族が少数で物

資配治子関滑の悩みを最も大き く受りる。この人

々に釘してはどうしでもこれを放置する詩には行

かなし、。そこで首位は厚生施設の一端 として出征

遺家族lζ 劃して7手日その副食物を材料の ま〉配給

するやうにしに。一人一日首り二: 十五銭でゐる。

この施設は円下のところ非常な感謝を以て迎へら

れて居る。然し前掠lてゐる将兵の辛苦を思へばこ

の1立の事で感謝を受けることは寧ろ勿韓な いと思

ふ。遺家族の方々に針してはもっe J 享〈報ひ度い

と考へてゐる。

5.  工場作業衣の修理に就て

工場の作業衣共他の日用品の修繕は嘗然従業員

の家庭| て於てなすべきであると云ってしまへばそ

れまでヨあるけれ ども現貰にはなかなかそ うは行

はな い。 殊に最近のや うに人不足の折柄夫婦共接

ぎ等の傾向が売買えて来 fこり潤身者が積積左 工場へ
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入って来7こ以上は、作業服の修理に就いて も続開

［ｴ［ ｉｊ 的Ａｾ念で臨むべきで はな いと思ム。

Mかる考への下 IL首祉に於ては取敢十ミシン二

蓋を購入しこれを努務部 l亡据付け聞く一般に修到

36貰よリ績< ( イ コ マサン ト厚 生奇襲練 竹内孝〉

上のきちの情緒lて亦宗別である ので 、杭てるのは如

何にも惜しい。そこで目下設計中の増築案1'1: 於て

は、夏の1令涼智満喫しうる は勿論の こと、 雨季 lて

於ける相官猛烈な霧 K 備へて防漁方法を誹十ると

共に、越冬には 、極めてコムフォ ータブル lて探;援

し、且つ零 l乙粉飾されTこ大自然を一望 lて牧め 、( 11

1 4 0  

希望号f {t>募り 作業服手t他の簡単な修理を引受け H1

Ｍ｜ｪｾる限りこの方同で 奉 仕することに致しＱＺがＺｪ l:効

果 も相官大なるち'のがあるや うに思はれる。

( 筆者は愛知時計電機株式合従努務部長 〉

上 の 汲み切れない目Ａ 流行を家族国襲の 中へ 持もう ｾＱ こ

さうと苦心をしてゐる。 げれども 最近 l亡於 げる 情

況はどうや ら岡商箱の奥l亡県 と共l亡戴 さねばな ら

ぬ運命となる らししー。 (8. 18)  

〔筆者は閥西念行包鎌株式命最土主主望号課長 j



-・・・圃.
人 大 名

山 口 正

ふ と

こ〉に 2 人の大名が京に上ちんとしての道すが

ら、これも京に上ると L、ふノl、:者ー陀 /: 1-'， iちひ 、よき迅

速れと 、相語ら って行〈中、 大名の l 人が甥へて

ゐfこ刀 をそのノj 、者に持てとい ふ。おどされて刀 ぞ

持つこと になっ? こかの男、いっそのこと自分を太

郎冠者と l呼べ、とし、 よ、ので 、大名はかはるがはる

『やし、太郎冠者JI I!や J 、太郎冠者j ] e呼びつけて

よい気もちになる。始めの中はかの男 も、一 、々

『御 前11: 候』と調子を合はしてゐ?こが、あんまり

な大名の有頂天さに、ふと 、大名をからかつてみ

る気になり U.: んの刀を抜き放っておどしつけ、

大刀、 1) 、袖、 袴等を大名からとりあげてしまふ。

ぞればかりでなく、刀のない大名の姿が鶏K 似 て

ゐるから蹴合への、襖にされに姿が狗にそっくり

fごか らI受みあへ、の 、とにわ けfこ所作をさせにあ

げく 、おきあが りこ ぶ しの真似 会させ て その隙に

さきの刀や衣類をかかへて姿を泊す。一一これは

狂言 『二人大名』の荒筋であるが、狂言 には、こ

、うし Tこ、ふと、しには十みの気の饗 りを扱つfこも

のが多 L 、。I i 月見座頭』などもそのー初j で、名月

l乞虫を聞く 座 頭 と共 l乞酒を汲み、舞ひ唄ひあって

ゐ?こ男が、蹄るさに、 i 、t その「司 じ庫頭にからみ

か〉って 、げんかを寅る気になる。人情味ゆ Tこか

なありさまから一瞬にし て、 底意地の悪 るいきも

ちに移り盛る表情の襲化は、快 〈見物の心 をくす

ぐってゆくけれ左も 、常識からは肯定しが?こし、、

心のはやみである。

さて、 長 々しく狂言の話" を書いにわけは、これ

か ら記す事柄が、これ も、ふ とし?こ機みに思ひっ ‘

い fここ主でゐって 、別に根も翠もない 、いは ヨ思

ひっきみTこいなものであると いふことの説明に資

しにL 、からであ る。 筆者は これま で建築協合 μ 、

ふ大きな完全な組織の中にあって、 専ら先輩の指

導を受け 、自らを磨 〈ことにか 〉りきっ てゐ?この

であるが、つひこの聞の評議員舎に出席し に折に

ふと協合の一部を検討 してみる 気 になっ? こ。かな

り無遠慮な護言 であると 思ふので、その動機ぞ明

かにして誤解をさげる 工夫 h し?こ。

やリなほし評議員曾

さてこの間の評議員合であるが、出席者僅か 15

名である。 15名では定員の字数以下fごから、 評 議

員令は成立 しないのであるが、既に一度流舎に

なりこれは再度招集されにものである から、出席ー

が少くても成立する。建築協合の評議員舎は大抵

IlilJ では成立せ十、 再度招集のやりな惜し評議員

合を開催する脅慣になってゐる。 この間の評議員

舎の議案のひ 主つは線、千? にかげる昭和 げ年度議算

案を審議する 1
1
1:であって 、協合としてこれ程重大

な合議はな いはす・ である。ぞれに僅か15名とは

一暢これはどうしにことであらう。枕席評議員の

心の うちをそん たく すると 、 ( そんな ものはどう

せ賞事宥の作つ 仁 左うりに決まるのピ、わ ぎわさピ

出かげでも無意味?ご) ( 商白〈もな い、つまらん

別に金になるじゃなし、俺には評議員に な る偉さ

がありやそれでよ い んt.: ) ( そうかし、評議員舎が

あっ ?このかいそ うい へば案内!j犬がきてゐ ? こよう な
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寄託もする) 等々、まあ、ぎっと乙んな主ころfごら

う。 どうも偉い人ばかり t.: 。迷惑するのは、協令

と令民主、 ー・緒l乞評議員になっ Tこ我々主である。

我々は本臓に多忙であるから 、蝕計な用事である

協合の仕事の? こめに、特定の日時に、 そ うぞ うか.

つもり出席できるものではない。燃し、60名から

の評議員の中僅か 15名しか出席しないことや 1 @I  

も出席しない評議員のゐることを乞う考へ? こらよ

いのであらうか。評議員の職安を感じてゐる我 々

は、 fごから評議員舎の催される回数の 2 傍度数協

'f.rによらねばならないのである 、流合の分と 成立

の分色。評議員舎に出席しないでは評議員として

の Ｑｾ 在打は全くないのであるから、間て来ない人は

最初から評議員にならぬがよいと考へる。( 俺は

偉い、 そんなところへ行〈暇があるかい) ( そん

なこ t は世話す・きの閑人 K まかしておくさ) なん

て連中はこの際ー肱反省してみてもらひ? こし 、。 令

員諸氏の信頼を裏 ぎり 信任を汚がすこれより甚し

きはない。宰ひに営事者におrいて提出される議案

は練れきってゐるので評議員令がぼんやりしてゐ

ても令民諸氏には少しも迷惑はか〉らないし、僅

かながらも出席され fこ評議員は極め て熱心に追窮

検討 3 れるから令員諸氏は安心 してよい。? こ Y 間

家重大の時lて、か〉る f.A構が、 協千? の組織l亡含ま

れてゐる 事はこの上 もな く残念fごと思五、。

曾勢幹事禽

合勢幹事千? といふのがあって、合fl {e精力Hする

こe! ' c専念して居られる。熱心あまって 、令 員 l

名招介の責任を果? こせ 、などと云ひ出す。ヂ? 勢{ t '

靖大せしめることは合員一同の努力にまつべきで

あるから、これを合勢幹事合比任して、我々があ

んかんとしてゐるわけの ものではな い。然しなが

ら、令員!' (新入合者を 作り! 叫す: r t 1 千があるとも考

へかねる。 主幹ひに合員諸氏はきもつにまが太いか

ら、この責任 !'L ｾつ〉かれて日夜おうのする人も

ないりれども 、 あらにまって、 llrl '下の責任を7 ・・

・・ ，ij ｾや、られると、なにかこう、ひと つ責務がふ

えにような気がするのである。 W: 月1/ Hされる見昼具

合はこの幹事127のうけもちになってめる。見皐は

令員を集める上の好餌にもならうと L、i 、ので合勢

幹事介で扱はれるものと思考するが、 もしそ うな

らば至極ご色つ色色である。
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物を? 資らうと「れ ( f f資告を? しなければな 久八 、

腕告する主資れる。資れる正問告する。 市j i ' 奇がか

かる迎i 1 ' i であるのに似てゐで I商白い。令討 を士i守?

? こめ見壊を 11 H す。見撃が魅力となって合員が榊

す。叉その合員の ?こ めに見撃を催す。合勢の殻展

と合員の踊利とを目指して輪特して行〈翠ー軌ili

1-，の協子? の運命を考へてみる。前告のいらな い陪i

貨はな い ものか。で? 勢幹事令がな くて も自然と千?

L1の増す工夫はないものか。誰もが入り? こいよう

な令できへあれば骨は折れないのt.: が、計f もが入

りf こがる併にする? こめ』てはもっと事業を しなけれ

ならす¥事業をする? こめにはもっと合勢を補して

大世帯l亡しな'ければならん。設もが入り? こがる令

lモ令白石? 増加する 事なしにする方法はないもの

か。賢は「つまらん令t.:' J れゴ、蔭口を諸所で耳

忙してゐる。彼等のいよ、主ころは、台費 1 閑fごし

て、50銭の雑誌をもらよ、のがつまらん。 50銭で本

犀ーから直接買』、方が賢明である 、 と い ふ のであ

る。雑誌は併の全部でなく 一部にすぎないりれど

も、 この設にも ー臨の逝現ーは認めねばなるまい。

fごから令勢幹事令は燦l乞見皐令を僻して、 l 間の

令費の値打をあらしめようと努力する。

小型見撃組

ところが、 その見島県と いよ、のが、金曜日とか土

曜日とか lて行はれる。大抵の併L 1 が製岡常や現場

で仕事! ' ( 波頭してゐる最中に見著書令が奉行され

る。閑散な事務所の主人 t か、隠居仕事に日を治

ってゐる人主か 、製校の先生、役人といつ?ことこ

ろでなければ、後程理解のある屈主のもとに働い

てゐる人のみしか出席は /1'，来ない。建築家は暇の

少ない職業"1'': から 、これを日照日にしにところ で

差支のある 人が多いピらう。然し、日眼目 とし 、ふ

こと K なれば、土曜日の午後 l 時集合などいよ、 の

よりはま 7ごましピ。いつも参加者a が少いのはこの

日時の選定を訣れ るが故主考へる。 /1、人数の見療

は、見墜としてはま色まりがよ いけれども、多数

の合員を釘象としてやる余てをしては承認しが?こ

い。 叉、; { . r : 来の如〈色々 目先を車産へて見星第ずるこ

とは建築家として常識を検すであらうが、成人戦

育の機関としての任からいふと 、少し散漫の奴kひ

がないでもない。そこで筆者は 、 日曜見墜を宇佐摂

する主共 lて、小型見製中日の組純一を提唱する。



IJ 、母! 見製紛 H 、」、のは 、少数の合員を以って斜i

織し、見E裂を主 E する研究合のこ主である。色々

の研究封象を? 撰んで見感組ぞ組織する。仁左へは

工場純、飛行場紺、十1: 宅組プ枇令施設組、; 訓練道

ｊ［ＯｪＪ ｬｾ 、 運動場組れ 、 ｩ 、風 ｬ 乞各組の見皐組を 作 る。

; r : 宗組 、寺院組、市場組、火葬場組なども無論あ

ってよ L 、3 己れらの組には同じ工場組でも、初級

中級、 1-. *没などと 1哀別し、 叉同じ住宅組が 7純あ

って t.) 8絢ゐつでも構はない。そして各組の上級

細! と夜来の委員符の 1部 を 吸 牧 す る こ と も 出 来

る。 1組20名f立で組織するとし、組が60組出来れ

ば会開で 1200人を抱〈ことになる。協合の事業で

めればこれ{立の規模は必要ピ。そして各組に は通

常な指導者を置き、見感のみなら今、エキスパー

トの講義も聞き、参考書も閲覧し、賞験質慣など

も行ふ。 7ことへばホテル組 lて就いていへば、 i  年

間に閥西を中 心とする 主要なるホテルは全部見原3

し、ホテル業者となじみも出米ホテルの主主僚にも

1切るくなり 、ホテル建築の参考書にも ー肱は円ぞ

すｩｬｬＱことが ｴｩ Ｇｲ ｾＨ る ｕ 、」、風にする。 ｦ 侯は建築協

子＿の運動場組ｾ /11てゐますから、謹動場建築なら

自信ーがあります 、 日本中の運動場の猷黙長所みな

心得てゐます』などと 言って一つの仕事を得るこ

とも出来ると 吉 ふものである。こ うい よ、震宍な斜|

が出来ると入作希F走者が続々集まる こと 請合fご。

『ひ主つ協合fL : 入って 、自分の専問である住宅符1

に入り ＿ こ ｌ 、か 』と 言 って合員諸氏は入手＿斡旋 ｾＱ こ

のまれること必定。合勢幹事: ヂ? においてこの者I l 案

を御探擦あらんこ左ぞ 切黙する 。

×  ×  ×  

見摩に就L、て、もひとつ注意すべきことは( 卜.

記の小型見壊組ならば問題はな いが、 在来通りの

見接合を催す場合の話である〉もっと親睦気分 を

濃くし? こいこと f ご。建築家K は護t 入、 撃者、 重芸術

家が多L 、から、銀行犀 がゴルフ遊びにゆくような

調子にはし、かないが、せめて丁場に.おける職人同

士位の気軽 さでやってゆき fこL、ものである。もう

少し、う t < つろいで和気 の中 iて見墜し 1こい。同

じところをみであるひてゐる中 lて、つひ顔を見知

って『よいお天気ですね』主いつでも f はあ』と

か何 k か簡箪に答へるばかりなので、こいつは無

口な性な のか主思ってゐると、別の知人K は 口角

i臼o とばして談笑するなど面白くない。この繁忙

な市ＱＺ併にお いて、 蝕日 十な知人 ｾ ｴ 脅し ＱＺ りするこ主

はお瓦I' C ゎづらはしいに j主ひなし、。 しかし 、交友

銀に記 入する税でもなく、名刺をやりとりするこ

ともなしに、気軽に、偶然の l 日を親しくしTこL 、

左思ふのである。老生すでにこの感がある位でゐ

るから青批年諸公に到つては、 1 人で行つでも商

白くないからやめる、主いって見壌に参加しない

のが多い。正に女の子が遠足にゆく時のようなあ

りさまである。催しの主人役においてこの黙留葱

されんこ左右? 希望する。

ク ラ ブ

きあ、そんな目的の Tこめに、ちゃんとクラプが

作つであるのf ごと言はれるかも知れな い。協合員

の毘の親睦はこのクラブにおいて建せられると い

よ、のであらう。然し、 一寸眺めにところ、クラブ

は常連の巣の感がある。若いもの、 Tこまにきにも

のは、片隅，でfごまってゐるより仕方がな い。 誰も

彼もがおそろし く非枇交的的な ようにみうける。

こ〉に出入する令員は皆一流の建築家である、と

誰も自分では思ってゐないであらうのにお五同士

をそんな闘でながめるらしい。うっかりつまらん

こ ￨ｾ 話かけて相手の気分を損ふことを恐れてゐ

る如〈でもある。ひ e 1 ) ポツツ左してゐるものが

あれば、居合せにものが誰でも活相手になる位の

心梢へがなければいかん。拶挨ぬき で互に談笑す

るのでなけれは・クラフc の値打がない。この宝にお

いてはよかし〈心のfこがをゆるめ 、初封商から 10年

の);11己の如くであり? こい。? 言語l ! がど〈ろをまいて

ゐる J i'隅に 、問舎からにま? こま出て楽? こ若い建築

家が鰍然と してゐるなど、こ、 1狩持のクラ ブ風景

であらう。合員の多〈が 1! . 支はこの宅の扉を 押し

てみる、そしてそれっきり 2 度左 手|ミな い人が多い

ことは、我々が熱心 ｬ 乞令 ｌｩｾ動誘してゐる足もと

の地幣をゆ るめてゆく。雑誌もくれるし、講演121

もあるし、見撃手? もあ、る、クラブに行く左偉い建

築家 も機山来てゐる、と力説しにところで、殺も

なかなか、なびいてはくれな いのである。

( 16 . 1. 18)  
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焼夷躍と火災の特異性に

就きて

富 田 清

最近科書晃の乏! : 速な進歩護展は従来の戟今形式: t '

_.- 越して新になる立韓戟へと移行しつ〉ある現在

世I Q主機及航空術の驚異的なる褒達が世界K 於ける

諮問土問の距離を縮少して如何なる都市左雛も定

裂を容易に敢行し一瞬にして 、軍要資源を破壊さ

せてし まひます 、共の恐るべき航空偉力は今弐支

那事鑓に 、叉険渉HI ' L於ける 1荷主宰の働き戟果l亡依

って明らかに物語って居ります。

此の設建し? こ航空機lモ依る敵空襲の目的ttJ 象な

るものは先つε軍事施設と都市である事は勿論であ

りますが就中都市に於げる建築物一一政・冶、1[>:事

の中心、 公共建築物ーーが第一の燥懲の目標ーとな

るのであります。ですから今後は盗塁越と建築物の

闘係に就き て新 らにな針策を講じ樹立しなければ

ならな いと思ひ ます。共躍で 、建築物の受〈る災

害を検討して見 ま すと 、 二つのゆ ｩ ｾｬ 悶が存して居る

事を識 りま す 、一つは天然的孤図 、他は人常的視

因であ b ます。 この天鑓的源問 の事は 別 とて他の

人篤的版図は火災、空泌が先づ考へられます、特

に我聞の如き木造家屋では本裂 と火災の協] 係を別

{阿に考へる事を許されません 、この南関係陀於げ

る、空襲の手段としては、焼夷問、破壊姉、湾J f.

l好関、細菌弾等の投下叉はピラ散布戦の虫nきもの

が有 りま す、が、最も重要な問題は投下聞に針す

る針策であ りま す。銃後の者11市に於て焼夷聞に 1:&1

る災害ttJ 策が必要であります 、2E腿陀依って起る

火災は敷ケ所、乃至数十ケ所同時l宅設生する場合

を容易に想像し得られます。

斯しTこ際、消防作業と相官の経験の持主ですら

も時には可成り周草気味iて成り易いものであろと

聞いて居ります 、まして 、消防作業に杭験の無し 、

方は大抵周草: 狼狽するものと思はれます 、 とりは

け焼夷弾の如き猛烈なる勢で多立の熱と火を護し

て燃焼す るものには常き うろfこへ るものが多い と

，4 4  

足、ひま F 。此の様な際 lて胤ポてす-.. ;鴬;!J .十五等の都

i li 工場、 吾!家を? 護るのは平常の訓練が、最も犬切

f ごと信じます。 以下それに就いて自己の見界を述

べて見ます。

I  火災の原因

先づ空襲を受げ?こる際に於げる火災の原肉を研

究致しますし之を直絞的原因と間後的原因lとjd:

別する事が出来ます。直接原因 とは敵機より投下

する諸事Eの爆弾に依り起る火災であまして、共の

投下怖には前記のものがあ 1) 、火災K 劃しては焼

夷弾が設も恐ろし いのであります。

間後原因は避難等が混筒Lの際不注立に依 りて護

生する火災を云ょ、のであります。避難の際不注訟

に依る火災には閥来大長災の時、来京の大火が こ

の質例として 、その惨欣を物語って居ります。一

口に挫刻f と云つでも非常の時に於ける逃げ出す様

子とその趣を異にして居ります。例へば空襲を受

け? こときを考へて見まずに一部の 人を除〈外は各

々共仕事に 、或は工場l亡止って『吾家の防火は者

等の乎で』と云ょ、考へを 、モッ トー を守って艮 〈

沈若 い て線ての火主主主＿安全に廃置し興務を ｾｪｪ ぐ事

ｾ先づ Ｑ 卒、要とします。叉焼夷聞の投下 ｬ 亡際しでは

瓦斯抑制菌開等を同時11 : 投下せられる事を議烈し

防毒の鹿置を考段しなげればなりません。

2  空襲に依る火災の特異性

定製陀イ1 . f . . る火災は平時の場合と異なり火災の起

る時期場所の大韓の議想が付くと云」、野iでありま

す。即 ｴ ヨ 空襲警ｲ， ｒ が停はると ｩ ｴｪ ｾ 機が近つＧいて 火 災

が起るのではな しかと思はれるし飛? j ( し? こ敵機の

到作! て依り 、大韓何麗の附近陀火災が起るのでは

ないかと云」、見世も付 くものであります。従っ て

主主製瞥 r肢が鳴りまし? こら一段と緊張して防火の準

備をする事が必要であります。

Ｚｪ ｾＱ 乞 ｚ ｅ 践 による火災は同時多護性でありまして

多〈 の場合消防能力以 H l: 、火の手の揚る事も嫁

想、さ ft1.与るのであります。今恨りに、! 1000砥積載

し得る爆撃機が十機編隊を以て都市を空襲し? こと

4限定して見ませ う。二砥焼夷郁のみを右もi1&し?こと

しますと 、 純計、 ＵＰＰＰ ｪ 向の抑を有する事にな り ｾ ｾ Ｚ

内我空軍ゃ高射砲除に八割を撃墜叉は軍寝返せら れ

＿こ と しても Ｑｦｩｈ ま二機は都 市 の ｊ Ｍ｟ ｾ 会Ｈｲｃ 、 現れ其の保

有する僻は 1000伺あり、都市の股火管制共他の完



全や;否や等に依り :Jc内幾害1) が命中するか確賢しま

せんが約 2 割が有効に着鼓火 し?ことしても 20個 所

に火災の起りうる事になりますので、共綱容は戦

燥すべきものがあると云はねばなりません。特; こ

可燃性物の多い1/1，1所 に於ては火災が最も恐るべき

であるこ主は 勿論でありますが、共の他の原因で

火災を殻生するこ t も考へねばなり ませ ん一一五

斯タンク 、石油タンク、或は他、琵火介刈'1性i

火性の I疋品百而i物 をを? 貯蹴する E底註ではf地山冨狗拙Hκ〈よる火災護

生の虞も少〈ないの でゐ りま す。

5  蟻夷揮の侵徹力

我闘の様な木造家屋 l亡劃しては、極 〈軽量の焼

夷揮でも屋根を貫通して火災を起します。平家の

場合ですし通常屋根及天井を貫通し一階床上陀

;落下して焼燃します、屋根を貫通して後梁に首つ

にも のは、天井板上K 輔が り直K 之を焼 き貰いて

床上に洛下します、二階家の場合は屋根及天井を

貫通して二階床上 で燃焼いに します。鍛筋コ ンク

リー トの屋根では、! 字さ 5 吋あれば軽焼夷弾を防

ぐ事が出来ます。

4  鷺夷弾の種頬と其の性能

現在の所焼夷弾 とい? こしまし てはエレ クトロン

テ ル ミ ッ ト 焼夷開、業燐焼夷弾、油脂焼夷弾の

三種があ りま す。こ の焼夷弾の歴史は相嘗古L、の

でありますが、之を空襲に使用する桜花なつ ?この

は、第 一 次陥ＱｊＫ防Ｚｾ酷からで樹逸は大戦 中 焼夷弾の

改良に多大の勿力をｾ， ｉｬ ひまして、Ｕｦ￰［から Ｒ Ｐ 砥の

黄燐ぞ結め に もの、3えはテルミットで油11旨やベン

ゾールを燃すもの等の焼央怖を都i li攻撃に使f 1j い

Tこしまし? こ。然しその効力は後期 し7こ程大きくあ

りま せんでし? こ。淵滋はこの粧脆から前大戦ぷj切

に及んで、所謂ヱレ、ク トロン焼夷弾なる ものをうと

j夜しましにが、遂に大戦には使川されるに 壬 らな

かっ 7このでゐりま す。

此のエレクト ロン脱尖 jiii は従米のものとは比較

にならぬ程進歩し 1こもの でありまして、大戦後列

強の重視する所となり 4l:の威力 の絶大fぷる l亡篤異

色恐怖の念を抱L、て中には誇ったなる宜惇さへ行は

れる干j 棋で今日 IC 及ん でM !J まr 。近時I . i 史 lこエ

レ クトロン ｧ ｾ サ ｾｾ￯ｩｬ Ｎｌ［ｊ ＮＧｴ ト のもの Ｑ ｣Ｑ・ ｊ ｴ 、 ても 、 ｾ ｪ 庁ヲ ｅ 治 ［

ｊＱ主められて居るの で ド ［Ｉｪ ＿ ｾｾ Ａ Ｑ 策としては、 ー ー 辿り弁

事Eのものに付いて J5へて世かなければなりません

( A )  エレクトロンテ ル ミッ ト焼夷部

これは俗にヱレク トロン焼夷弾 と呼ばれて居り

ます。燃焼の模様は護火と同時に控l乞燃焼を開始

して 、小爆音を護 しつ〉白熱の火沫を飛散し ます o

f(J j し い 1  1邑焼夷聞ならば強火後 l 分、 5 庖乃至

10M; のものでも凡そ 2分後K は、大器燃焼し絡り

火勢は表へ火沫の飛散も殆んど無くなって、その

後は時融エレ クトロン の燃焼が、 10分乃至15分 檎

縦します、燃焼jJ. 度揖氏200度乃至300度になりま

す。 rt. i闘の可燃物に延燃するのは飛散する火沫に

依るのではない主主して弾の燃焼に依つ ι 生十

る火焔誌に曜射熱K 依るので あ ります。

( B )  黄燐焼夷弾

これは 内部に黄燐が入れてあります。強火と同

時; と大爆音 と共K 爆裂し諜々Tこる 白煙を裂 し黄燐

の火沫を? 遠距雌まで四散し、各所tて無数の/J、さ い

火7t を作って燃焼 します。 焼夷効力はエレク トロ

ンテルミット焼夷弾 l乞較比する と大縫 劣 りま す。

叉瞬間的陀火沫が四散し、/J、さい火元が津 山出来

る丈で、エレクトロンテルミッ ト焼夷弾の如 〈弾

自身が、相芭・時間燃焼 し続ける様なこ主は有り ま

せん。が市も襖、障子、 その他燃え易いものに附

着す る主火災を起 します。

( C) 油脂焼夷開

焼夷効力は泊の燃焼力 l乞期待 して居ります。護

火する と 長 い 大きな赤 い 焔 ｾ ｈ Ｎｉ，して燃え、それと

同 時 に 黒煙ｾ諒々と Ｑ ＱＧＮします。而して油脂の流動

l亡依って火執が術大し、又は、燃焼物を四散して

多数の火出 ｉ ｪｾ 作りま す。

5  焼夷弾の消火方法と 共考 察

焼夷弾は普通軽量であって共の殻熱量は限られ

て居ります i枚、大して恐れるには足り ませんが、

焼夷弾lζ 依って起る延焼の方が恐ろしいものであ

ります。

光程も云つTこもま!と441量焼夷弾を多量K 投下せ ら

れるが、消防能 力以 u乞火の手が揚る }京 1z; J であ り

まして、防火作業 K 従事す るものには 一役} l ! : 介な

のでゐります。焼チiidlIJ の延焼防止方法と致しま し

では燃焼 l ドの焼夷開に 丘陵注水せす、附近の可燃

性物([_ 釘 1./ て注水ーするのが最も有効であります。

エレクＡ日ン焼夷 ｾｊ ｬ￯ｬ ｬ｛｟ ｩｬ ｾ 便消火器 、 パ ケツ共の他

の少最の水では、焼夷附誌のもの 〉燃焼を防止す
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t るこ主は凶:雑ですが多量ーの水をナ ー一時に主主ぐこ k

l乙依って焼燃しつ〉ある焼夷磁石? 泊Yえする乙主は

必やしも不可能の事では有りませ八。或はi単接註

71<すると却っ て 火勢を旺盛にして、 爆食 |生の瓦J析

を設 、 生して Ｑ ｩ Ｑｴ ｕｾ の到ｾ Ｆ ｾ少し烈し く することもあ

りま す。問題は直接焼夷弾を泊す fZ : : は非常に多量

の Ｗ Ｑ＼ ｾ 必 要と致し ま す か ら 、 それよれ 荷 ｬ Ｇ ζ 述べま

しに様K 焼夷弾の:燃焼時|白i の短い黙を捕へて刷出

IZ::注水して延焼を防止する方が よみ以上 l亡効巣的

であると考へます。

肉化率製品の火器等を以てしでもエレクトロン

焼夷弾は燃焼ｾ防止する事は出来ません、乾燥し

に砂をか けるのが最効果がある 主考へ ます。が此

は焼夷弾の火花が散渇 ｌ ずることを防ぐ ｴ ｾ けであり

まして、 焼夷弾の消火は困難であります。砂ゃ泌

れ蒲圏、 濡れ席等を燃焼中の焼夷弾にかけて火iA二

の飛散を防ぎ附近襖障子机品等の燃焼物 lと手Jjl. く

｢ｫｾ 注いで火 ｩ 永が飛んでも燃へない棋にしなりれ

ばなりません ｌ 要するに焼夷弾ｦＧｃｾ討する防火方法

は必も 7こ焼夷弾共のものよりも共の帰l聞に 71<をか

げで延焼を防止する事であります。資燐焼夷抑な

れば、砂や土をかぶせ71<をかけると消すこ とがH1

4 ますが、黄燐は空気中 lζ 於て自然に燃へ出す引1

徴金有って居り ますから 、 一度泊しにJ-. で成って

居る黄燐を除去しなければなりませまん。ｾ乎 や

素足で黄燐に慣れるときは員ｾｾ治の火傷をＺ立げる 羊 ｩｾ

1 4 6  

がありますから崩れる主きはl市: れ子袋等 C作拾す

る事を必要とします。

揮で焼夷閣に謝する鹿置はJW< の如くでめりま

すが、初めに述べましに; 様に空襲時に於げる消防f

ｻＧド 業 ｬ 乞は臨ん の困難がＱＪ Ｑ 、 のみならや、 ｊｾ の火災

は一時に多数殻生ずる事が多いのですから猛火が

多方[ 白j f z : : 同時に威力を遅し くすれば、とF崎: の消防

能 力 のみでは共の 全 部を防 ｩ￼ ｾ するこ主は甚 ｦ ご困葬者

主思は れます。 そこで各工工.場 、佐宅 tに乙於ては平常

tκ乞泊防方法をを'frf併f究 ii ，訓iJ訓洲)1川11練して焼夷弾の火災ぬlに亡1蚤釘島討I して

は蛮火初 j鴎窃出iに乙 i普善底 して防火の{徹敵底を診? 期する 事 3を?必必、

要 とい＿仁こします。 ｦｵｊ ｾ 主観時 ｬ 亡は消防作業 Ａ こ ｾ ｉ ＧＺＺ Ｇ ， ［ ［ｾな

困難がず1，ふものであります。維開等 l乞依 り建物並

道路を破壊せられ行動の迅速ぞ故事場合 IZ::依 b て

は、泊防自動車の通行不能な場合もあませう、焼

夷 弾 と共に瓦斯弾等を投下して、 泊i防作業の妨害

を企闘する時もありませう 、夜間なれば; 股火管制l

の真i滑な中で活動せねばならぬ事もあり ませう、

消防の弾採である水道の破壊せらる' : > ) えもあり ま

して、二千栄巧へl . J 苦る以上に消防作議は困測であ

ると思ひます。 ささ麗笹J誌が0)るb まし? こら速か l'亡附

近の泊火栓、又は水道ホース全容を接説して随時延

張して消火作業 l亡従事し得る様に準備するを必要

と考へます。官際におきましては、少数の人にで

; 波作業 の完蛍 を保持し得る様K 準備と訓練を平時

l乙於て賞施し、 水利、 地71手並要防護筒所を研究し

て誼かねばなりません。



舎: :々絞

常務 会 Ｈ第 ＲｾＱ ＡｩｊＩ

時 12月4日 午 後6時40分- 81侍

30分

所 陳列場

出席者 理 事 井 上 則 合長

常務 中西主記、重左中王宮己

桐 本 主 計、松 久 保 主

計 、池 田 主 計、小 林

編車耳 、大 下 編 科、 悶

悶Iih'ii緯

議 事

l.Il il fn ＱＷ 年皮常務舎に Ｕ Ｑ 級事当ｾ の

件

2.新首役員引総合開催の件

3. 会園都市問題合議事務局より( i I f

究議題命誌に掲載方依車買の件

4. 事務員錦戦願出の件

5. 事務員下宇期昇給並1 : r 奥の件

6. 合 員詮 衡

' * 告

1.10月分合計報告ー

2. 軍事演合終了報 告

3. 消防演習終 了有l tt

4. 建築接合よ り建築告ー泥山総fE

5. 111 {J f 、入 皆 、l徐隊報 告

通常飽舎

1. 昭和 16年 11月25日大l浜市北脳中之

ぬ3丁目 3番地朝日ビルヂングに於

て昭和 16年皮通常総合を附合す

1 . 出席者左の iffi り合 員2-3名

井上新ご 、伊藤和夫 、岩崎甚大J l li

尾翁法四郎 、 ｉｾｴｬＪＮ ｩＮ ｴ 行 、 荻 ｉｊｉ i ! l之

助 、川勝{ 悠二: 、川 西梅次郎 、桐 本

井上新二氏議長となり只今出席者 件

二七名なる も本日は再度の召集に |  称j 本主計常務起立別表により夫キ

イ寸定款第24{ l 葉但誌により定数に依 |  詩 編可等に説明す

らず成立の旨を述べて[ 羽合を宜し |  議 長 質問に答へん旨を迎ぶ ( 異議

直 ちに選畿を行ふ |  なし異議な しの婆あ り〕

遺 骨 量 第 l監 事 選 恕 |  御 異 議なき裁であ りますから本案

第 Ｒ 評議員宇数改選 Ｒ 士宮名補 ｾｉ 御承認の と とと 認 め ま す 之 で 本

選 穆 !  日の議案全部終了致 し ま し たか

議 長 右 一 指 して選携を行ひます御 |  ら瞥時休憩を放 しまナ、 時に 6時

投書草洩れの方がありますれば投架 I  15分

函に御佼裂を頗 ひ ます I  1 . 午後6時25分再合

筒l投梨洩れなき様でありま ナから j  議長只今関慕立舎人 よ り 遺骨訟の給

開票に移ります就ては開票立合人 |  果を通告ありたる旨を告げ左の過

を御指名申上げたい と恩ひ ますが |  り褒 表す

御異議はあ りませんか ( 異議な し !  監事 選 怒関 棄 結 果

異議な しの感 あ り〉

御異請をなき様でありますから左記

五君を御指名申上げます

伊藤和夫 君 、尾 ｾ ￬ 青四良 ｉｉｾ 言 、 ｾ

周茂君、小林諸君、三浦茂君、

以 上 五君は直i ちに別室に於て御関

黙を綴 ひ ます

室主に於て右立合人は投JE;函 を別室

に診 しu' . c ちに開票に苅手す

議 長関 f，'[. 1.IJ 1時間の都合上休恐せず

進 行 して 差 支へなきゃを .is': り - r" j

賛成あ り次の議事に移る

第 l 抗 議 後 昭和 Ｑ Ｖ 年 度 ｚ 評議ｾＢｉ Ｂｻｊ［Ｎ

中西三回 己常務起立別紙事業報告ーを

;f('iffil 説明す

議 長質 If日の有無を II! J ひたるに質問

者 な 〈一同 紘*

W; 2統 議 案 昭和 ＱＵ 年度決 ｾ［ｴ 報告 ー

楠雄 、 ｾ津田干 、 黒田茂 、 小 事ｾ筒 、 -!! P] 本 主 計'ili ・2多起立別表によ り詳 細

小椋三法、昆良造、定 谷 陽 光 、芝 |  設明す

悶剣1m、鈴木一幸 、園部泰女 、彊i I  議長質問の有無を問ふ( 異議な し

側 、竹中景一 、中島喜卒 、中西 |  臓 な しの礎あり〉

六郎 、卒野忠 h柱、必悶5t i'昔 、松 久 l  尚l異議なき様で あり ますから御詠

州 三 、云 問 、村 服 、叫 料 l  犯 と山 次ω談 笑 iζ 移りま F

1. '1こ後 5 時 J5分-1. ・，J}街路晶i l J 曾 1叫 111$ i  泌 3銃4民家 Hs .f1l 17年&J 央交政 ぬ 山

総投書書数 1.460娯

内無効 17J瓜

差 雪|有効梨 数

滋選 ＷＱ Ｖ ｾ 奨

同 713禁

次 駄 3禁

2苦言

2擦

ＱＮＴＴ Ｓ［＼ ，Ｇｾ＠

鈴 木 一挙 氏

池 間 宮 彦 氏

絵弁済之助氏

伊 藤 正 文 氏

辛 木 貞 夫 氏

三浦| 茂氏2}努

( 以 下 略〉

評議 員牟 重量改選開票結果

選

選

箇

箇

阿

阿

川

司

問

問

川

阿

い
陶

総投f ，' J . 磁 2. 193烈

内無効 27烈

差 引有効 袈 数 2. ＱＶＶ ｾｾ＠

78完走 海 野 浩太 郎 氏

77主主宇都宮藤次郎氏

7n史. 吉 岡 英 郎 氏

76慕 伊 藤 和 夫 氏

75;¥嬰 桐 本 楠 雅 氏

74薬 中 商 六 郎 氏

円高高 小 林 三 法氏

73娯 高i7Jc 'f十氏

ＷＲ ｣ｗｾ＠ 中 島 喜 平 氏

i 2製 剣 同 区 一 氏

7z弘: ' / ? ; 陶秀徳氏
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佐 藤正 次郎君

oj llffi 六郎君

r ! 1 : J 海藤生君

却問 直一君

松久保敬三君主

薮 Ij ' 一良 若

手日l E 貞治郎君

( 五十普の JI[ 百〕

議長右の湿り夫々滋選され し宵を

f甘く。( 一 同拍手〉

1.次で議長 l宮本合議事 録 の代表署名

者に左の 2 氏を指名し其の承諾を

得たり

平野忠雄君、 吉岡央史[ ; 君

l. 議長以上にて選惨終了に付本日の

評議員舎は之を之を以て間合する

旨 を主主 し散 命 ナ 時 に 午 後6時W A.

第 2 都 合 ( 第6回 j

12月5日午後61i号30分- 8 崎

陳列場

幹 事 伊 藤 和 夫

委 員 柄 本、楠 鋼 、道凶 、

楠問 、波書量

1.東京に J!.' ける第 2 部舎の経治報告

( 柄本氏)

2 命令系統及I l ' l i >貯には 中樋機関の各

プロック 毎に支所の必要なる 事。

3. 東京に於ける総泌 を各委員 に報告

し次回IJfJHU日迄 に案 作成持 参 を瀕

ふ事 に決定

第 5 都 合 ( 第 6 凹〉

10月3) 日午後6時 - 8時

倶集部室

王 査 池 田

委 員 池 間谷 、村 野

1  .  ￯ｾｴｲｬ 耐与に大骨量決定 し 居たるも 村 野

氏 よ り、新; 立見の! 羽| 凍あ り依 て後

刻村野氏よ習 池田主査定書面 を以

て耳えま とめ挺' i 1干する こと与なり た

り。

第 4 音11 曾 〔第 7 凶 〕

12 月2日午後 6 時一7時50分

協合陳列 渇

主 査 渡 部

幹 事 伊 東

委 員 松 久

内

向

問

問

問

向

同

日寺

舟?

出席者

民J!'

所

出席者

I  ;; 

|帥者

悶 ｾｦ ＮＱｩ 次 、川 勝健二 、 柄本Ａ端鋭 、

小林済、坂本佐一 、彼阿美代吉 、

清水 升 、芝周知E豆、菅原徹良1; 、磁

部氏 、高松 卒太郎 、竹 内佐平治 、

竹 中景一、 中島喜 卒、中 西六郎 、

錦悶直一 、ヱJi l可忠雄 、日産岡元吉 、

松久保敬三 、; 益田着手治郎 、森 定 斡

夫 、重苦中一良 、山 口疋、吉岡興自1;

和田貞治到;、井 上新 ご

1. 午 後 5 時40分開合理事副長台上井

新二氏議 長 となり只今出席者37名

に し て定款気 ｾＲ Ｔ 僚に依り評議員定

員の2分の l以上の出席 l亡付本合成

立の旨を告げ玲て通知の如 〈選 準

を執行する旨を宣す

ＱＮ 定款第 ｭ 告に ｈｾ る理事 Ｓ 名選場

2. 定款第20a較に依る曾長 l 名則合

長 2 名選耳障

3. 定款第 17僚に依る常務 12名互選

1. 議長右一指 して選修 して差支なき

ゃ を諮り 一 同賛成依て其方法にイナ

誇 りたるに評議員大 f l照三nll 君 よ

り前官IJ に1紋ひ投票再選壊の代りに議

長指名に より 詮衡委員を穆げて 人

還 を一任 した しと の提言集あ り議 長

より 其の賛否 を問ひ たるに( 1 ' 1 : 1実

賛成の諜あ り〉異議者 な くま主に iを

衡 委 員制に依る こと に決定議長よ

り左の五氏を指名 し汝諾を型j た り

伊政武夫:君 、池 田谷 久吉沼 、J J

l崎甚太郎君、尾毒自治四郎君 、芝

回知怠君 ( 五十音 順J

議 長只今指名の万は直 ちに別室に

於て詮 衡 された しと 述 べ此問許弐

員舎は休憩す る旨 を宣す

1. 午 後6時 10分再合

議長只今詮衡委員よ り報告あ りと

て左 の 通 り盗 表す

理 事 "@r 長

同 間合長

問 問

常 務

問

問

問

問

)4 附 安 沼

井 上 新 ご 対

竹! 拠俄j宣活

伊 藤 和l夫君

大 下順= 三郎君

桐 本 楠 雅 君

小 体 諸 君

小林 三 池 宮

同 71察

同 71索

開 71京

同 71J饗

同 71索

開 m認

同 71 j雲

|司 71 :: 寝

間 71 :; 奨

悶 m嬰

同 70禁

同 70票

岡 70索

同 70粟

岡 70粟

問 70票

同 70慕

同 70禁

問 70票

次貼 2累

次貼 2察

( 以下回各〉

評 議員補依選穆開票結果

総 投票 数 728緊

内無効 10票

差 引有効索 敬 718禁

両選 71 I: i饗 笹 阿美 代吉氏

次貼 2票 三浦 茂 氏

( 以 下 略〉

議 長以上の湿り夫々 首 選 され ま し

た ( 一同拍手〉

1. 次で議 長 より本議事録の代表 署 名

者に左 の 2 氏を 指 名 し其 の承 諾 を

f♀た り

小 林三造君、左谷陽充君

1. 井上議長本日 の総合 は 之 を以て閉

合する旨を 宣 す l時に午後6時40分

評 議 員 曾

1. 昭和 16年 12月4 日大阪 市北直中之

島3丁目 3番地朝日ピノレヂングに 於

て評議員舎を開合す

1. 席 者左 の油り 評議員37名

伊藤和夫 、伊 藤武 文、池田 智彦 、

油田谷久吉 、岩 崎甚太郎 、宇都宮

藤次郎、海野浩太郎 、小川正 、尾

俗語号四郎 、大下瓶三郎、悶悶孝男

伊藤 武 夫 Ｚ ｾ

池岡谷久吉氏

小川・ 正 氏

岡野 ｾ 次 氏

景山 正明氏

黒 田 茂 氏

谷 民 蔵氏

藤 田 元 吉 氏

山問 先t 二: 氏

利回貞治郎氏

尾重量消四郎氏

佐藤正次郎氏

坂 本 廃一 氏

菅 原 徹 郎 氏

西 海 族 企 氏

松 久保敬三氏

道 田泰 治郎 氏

森 定 幹 夫氏

山本磯十郎 氏

玉依豊次郎氏

三浦 茂 氏
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1. 雄工業者の再編成之件

2. 長F務不統制の是E 之件

第 4 部 合 ( 第 8 回〕

時 12 月6日午後 6 時- 8時

所 協曾陳列場

出 席 者 主 査 渡 部

幹 事 伊 東

委 員 松 久 保、小 西

施工業者の再編成

1 . 金閣の猪工業者を数級にう子ち整理

統合、之を統制j曾及統制j 組合によ

りて 統制する事

2. 専門業者を作 り之れを現在以上に

援助強化する 事向下請業者も相嘗

重立に整理統合する要あるべし

3. 各職努務者は、組合を結成せしめ

職業指導所の如き行政官擦の カ を

借 りて 業者に於て記給統制の完墜

を計る事

第 5 官官舎 ( 第 5 回)

時 11 月26日午後6時一7時30分

所 陳列場

出席者 主 査 絵本

幹 事 谷

委 員 地 垣 、中 西、野中 、

堀内、三浦、重宝中

1. 建築関係閣綴40有毒告の統合問題

2. 事rt と協舎の統合につき可能性の

有無

3. 東京 5部舎は大鐙合併に 賛成の趣

なるも右はう部舎のみ の意見なる

や又は率舎の意見も加味されるる

や否や

4;つ古雨舎の統合は困難なるものと し

て如何なる 王里想図績を設けること

治f よいか。

5. 産報周殺との闘係

緊急常務曾

時 12月 10日

所 クラプ室

出 席 者 理 事 井 上 則 合 長、今村周j

曾 長

議 事

1. 緊念常必F 合設置の件

Ｒ Ｎ ｾ 荷曾合時間の件

3. クラプ ftl室時間の件

5.事務員 宿直に闘する件

曾 員 動 吉 宗

包二コ日

曾 員

伊 藤 斜 太 郎 君 紳 戸 市 林 田 区 片山町

5丁目 lうの3 ( 兵庫県革、

都市計政課〕

軍事野 康 治 君 京 都 府 久 iH: 郡宇治田f

大字字治町11、字蓮華

95 C京都帝関大息工

息調1建築事教室〉

今 木ｾ ご 良 Ｑ｜ 君東淀川区稲川南通 リ

2の2 C大阪市建築部

第ご建築課〕

岩 戸 聯 ー 君 尼 崎 市 難 波 新 町 3 の

282 

大 杉 謙 ご 君 住 吉 区 山阪町2の117

( あめりか 屋)

川 周 一 夫 君 陸 軍 需 品 交淑検査手|

佐 久 間 逸 治 君 住 吉 直 阿 倍野筋 うの

60C建築設計事務所〕

中垣 了君 住吉区墨江西 5 の38

( 株式曾従事責工会設

計部〕

宮 本 徳 一 君 東 直 釣銭町2の 29 大

倉土木株式曾壮大l仮

出ｾ長所Ｈ大倉土木株

式合員士大阪 出張所〉

波 没 英 司 君 紳 戸 市 神 戸 直 加 納 町

3の61周:体工務 JiSC内

岡，体工務応)

地 方 舎 員

伊藤 輝 君 呉 海 軍 建 築 部 工 事 場

特 別 賛 助 員

片 山 興 作 君 旭 区 赤 川 町938( 妓崎

耐火石材覇者業所)

鈴 木 友ご. 君此花直大開町 2 の59

特殊セメン ト産業枇

( 特派セメント産業

最士事業室;

古告書奥三八君 旭区赤川町 1746 ( 減

時耐火石材磁業所〉

普 i亙賛 助 員

赤尾 弘 君 兵 庫県系川漆郡関田村

上坂部 870C赤尾工務

活〉

植桧 亨 君 北 直 都 島 本 通3の 104

( 開高工在摩中〉

梅津 京 君 旭 直 南 島 町768) 開 高

工在感中〕

上回 一 雄 君 府 下 北 河 内 郡 二 島 村

大 字 三 ツ 島 1315の2

( 関西工在摩中〉

岡 本 辰 義 君 東 京 市 本 所 直 東 駒 形

! の34 ( 吉岡建築工

務所〉

岡本平次郎君 旭区南島町884の3イ伺

勇方f 騎i高工在摩中〉

重量谷 宏君堺市南放徳町西! の2

( 同〉

榊 原 三 郎 君 東 淀 川 区 南 方 町 130

( 同)

末中 ｲｊｾ 二 君東淀 川 区十三西之 町

2の91 ( 同〉

武田 粛 君 旭 区 南 島 町768 三 井

信三郎方( 同)

宮原市民 Ｑ［ 君 ｒｾｦＭｆ 北河内部守口 町

卒 r-¥': 町 26乾政一方

( 同〉

山崎 義男 君 此 花 区 秀 野 町 43 の7

( 箆組〉

舎 員

常務 中西主記、薮中主記 |  上燦 武幸君 和歌山l豚海草郡相対す |  奥国博次君、奥宮守君、11、単川言語

北極主記 、絵久保主 |  東i I a 燃料枇宅( 耳Ui l ! I  治君、滋川英一索、白 JI I開j 二君、

計 、柄本主計 、小林 |  燃料工業株式合枇) I  望川初太郎君、由佐築三郎君

編持、岡田編輯 l  東海体三良r;君 ( 央海軍建築部) 1  地 方 舎 員
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石 湾 誠 君

特 別 賞 助 員

赤絵豆彬君、原理自男君

.語E賛 助 員

上 回 虎 男君

日 通 一 ・ ー ー ー ー

曾 Jt 

宮 崎 泰 夫 君 堺 市 中 三閣 ヶ 丘 町 6

谷 村 忠 一 君 第32部隊稲田隊

森 定 幹 夫 君 府 下三島郡春日村大

阪製銭造機徐式曾量士

茨木工場増築工事場

大林組茨木出5 I f 所

小川| 勇治君徳第 ＸＲ ｾ Ｔ 部隊横山隊

石 矯 主 量 吉 君 第 49部隊久能部隊

門田 敬 一 君 御 影 町 字 字 柳 1233の

様 瀬 居量二君 東 京 市 牛 込 直 矢 萩 町

101( 三菱倉庫株式合

量士建築線〉

大図賢 ￯ｴ￭ 君〈動ｾ先〉長谷織工所

八 尾 正 次 君 布 施 市 御 厨 川 島 56

倉 周 一 郎 君 北 区 領 ノ 口 町40東 誇

紡績天満工場世宅

鶴 岡 文 雄君 港 直 南市岡 l の 14

大 江 武 夫 君 神 戸 市須Mm: ff 屋字

西ノ回 128境寮内( 山

陽配管株式曾肘建築

線〉

ィ、海 憲 一 君 尼 崎 市 北 緯 波 町425

地 方 曾 員

烏影岩次郎君 東京市江戸川区小岩

町4の 1982

三宅 祭 君 東 京 市 世 田 ヶ 谷 3 の

2032常徳院アパート

街2の2i ( 日本褒選定

株式合酎: )

小 堀 願 期 君 京 都 市 上 京 区 下 立 資

主百三f-本四入清水事fD芦

都支 底

本回明三二君 大 津市 高見旧[15

永 井 佐 蔵 宏 一 宮 市 八 幡 涌 東 洋 紡

続株式合佐一宮工場

5 0  I  

国森 信夫君満洲図書青京闘務院建 多国 武君苦 笑1 t f 合江町68伊 遭 豆

l'  
築局第一工務11 一方

成瀬i Ai 三郎君 奉天市大和雇僑立町 大 山 昇 君 名古屋市南直』量廃寺町

l う( 前 悶工務底建築 繰t f : I 新図大林組屋両替

鋳 〉 町ｉｦｴ ｾｊｗ

多国 武 君 e 山口市下金古曾64伊 武内3 富 雄 君 B町島市平野町720

藤方 大 問 客 治 君 磁 岡 市 初 勝 町2の5喝2  

1 : f i . 桧穂太郎君米子市高能町 l 山崎 西村 隆 君 朝 鮮 釜 山 府 大 橋 遁 府

家三方 血管局課

石海 昇君静岡県重棒原郡勝間関 吉見 英治室主 仁第 4221書官隊多国間官

村浅沼組大井出狼所 大 石 正君番1 1 [ 厳高松市西潰町

永 岡 庄 右 衛 門 君 北 京市 内二区東耕 l の78 大石きみ子方

街 !6の7 脅 逝 . - 員

鍋島 辰雄君 和敏山県草海南中摩不 編弁節濃君: I t 野部隊

動建築現場 黒岡 三 男君 奈良 麻生駒若草花倭村

伊藤文次郎君 上海狭恩威路 502 岡 *e治周 14f9

野建築事務所 事事回 裏鴻君 網島勝浮弱者巨問主丸

三 好 保 二 君 兵庫県議緯保郡網干町 町本字国璃量産方

i積田鹿島組内

建築ｾ駐曾

第2端 第 l 型車

lf帝鈎鏡( 型車検2銭〕

毎月 I@)I 日 登 行 定 慣 ⑨

I:l冊 6圃 ( ｾ＠ 2  .. 銭 )

昭和 16年 12月25 日印刷 昭和 17年 l 月l 日君主行

D行・編斡

印 刷 人

大阪市北E 朝日ピル日本建築協曾内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 制 枇

大阪市西直江戸堀南遁 2 丁目 13番 地

後 行 所 紋 日 本 建 築 協 合

大阪市北w . : 中之島 3 ノ 3 靭 日 ピ ル

電話ｾｾｉＺ漬 Ｈ ＲＳ Ｉ ＴＵＰＱ 番 Ｈ Ｙ Ｉ

話量管口慶大阪 3 9 9 7 5 毎

日本出版文化協合合員呑絞222043

戸

I

 

l

 

-

-

E

F

 

弘

記 給 元 日本出版図E給株式合祉

東 京 市 静 岡 直 淡 路 町 二 丁 目 九 番 地

禁 輔 載

本授に錫載せるものは一切とれを無断 κ て

車専務し叉は草行本に上梓その他の複製行集

をなすことを禁ず。
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